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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「それでは、新しん郎ろう・光みつ則のりさんのお母さまには、新婦・史ふみ佳かさん、新婦・史佳さんのお母さまには新郎・光則さんから、花束の贈ぞう呈ていです。皆みなさま、拍はく手しゆをお願いいたします」

　スピーカーから、澱よどみなく司会者の言葉が流れた。

　新婦が両親への感謝の手紙を読み終えて、新郎新婦の両親はもちろん、親しん戚せきも友人も涙なみだぐんでいる。

　用意してあった豪ごう華かな花束を渡わたし、新郎は新婦の父親と固く握あく手しゆを交かわし、新婦は新郎の母親と抱だきあった。

　──よくある、結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんの光景。

　ちょっとクサイ演出ではあるけれど、俺はこういう場面を見るのが好きだった。

　花束贈呈だけでなく、結婚式も披露宴も好き。

　みんなが幸せそうで、祝福している顔を見るのも好き。

　仕事で関かかわるだけの人たちだけれど、心から幸せを祈いのってる。

『鳴なる海みくん、引き出物のチェックは？』

　耳に装着したインカムから、冴さえ子こさんの声がする。すぐさまマイクに向かって、「完かん了りようしてます」と小さく答えた。

『受付に来て』

　続けられた指示に、「了りよう解かい」と呟つぶやいて身を翻ひるがえす。

　背後では、司会者が披露宴のシメに入っている。感動的なフィナーレに、会場内には盛大な拍手の音が響ひびいていた。







　俺がアルバイト勤務している『ブルー・バードマン』は、ブライダルサービスの会社だ。

　結婚式や披露宴の演出などの、幸せのお手伝いをする仕事で──社名も〝幸せの青い鳥〟をもじったベタベタなもので、こちらは社長の趣しゆ味みらしい。

　弱じやつ冠かん二十七歳の若い社長、三み宅やけ恒つね彦ひこを筆頭に、正社員はたったの五人だが、俺を含ふくめる数人のアルバイトと、フラワーショップやギフト会社の協力のもと、順調な業績をあげている。

　一度ブライダル雑誌に、ウチの演出した結婚披露宴が取り上げられて、その時は予約が殺さつ到とうしたようだが、落ち着いてからも口コミや結婚式に出席した人からの注文などで、仕事は絶え間なく入ってくる。

　俺はまだまだ見習いにもなれない、指示されたことだけをなんとかこなしている状態の雑用係だけれど、いつかは結婚式や披露宴を任されるウエディングプランナーになりたいと夢見ている。

　一生のうち、最高に幸せだと思える一日を演出する──それは、どんなに素す敵てきなことだろう。

「鳴海くん、こっちお願い！」

　この式を担当しているプランナーの加か藤とう冴子さんは、披露宴の間もあちこちに気を配り、走り回っている。人生の新たな始まりの日に、ほんのちょっとでもミスがないように、必死だ。

「もうすぐ終わって、みんな出てくるから。手伝って！」

「はい！」

「いい返事だな、義よし人と」

　背後から、声がかかった。

「社長」

　スラリと背の高い三宅社長は、ピシリとスーツを着こなしている。やや長めの髪かみを後ろでひとまとめに結んで、フチのない眼鏡めがねがよく似合う。パッと見は、宣伝用のパンフレット撮さつ影えいに訪れたモデルのようだ。

「どうだ？」

　彼は俺に軽く目配せしてから、冴子さんに聞いた。

「滞とどこおりなく」

　肩かたまでのボブの髪をさらりと揺ゆらして、冴子さんが短く答える。

「最後まで気を抜ぬかずに。ご苦労さん」

　そう言って、三宅さんは背を向けた。どうやら、披露宴の様子をチェックしにきたらしい。

　彼が歩いていくその先に、一人の男性が立って待っているのが見えた。

「あら、いい男」

　俺の隣となりで、同時に気づいたらしい冴子さんが小さく呟く。

　彼女が思わず口にするくらい、その男は三宅さんに負けず劣おとらず、かなり見み栄ばえがよかった。

　背が高く、姿勢もいい。仕立てのよさそうなスーツを自然に着こなしていて、どことなく品がある。

「……モデルですかね？」

　なんとなく、興味を引かれて聞いてみる。

「さあ、聞いてないけど──お客さまかしら。……まあ、鳴海くんみたいに、『僕を雇やとってください！』って飛び込んできたようには見えないわね」

「またそれを言う～。勘かん弁べんしてくださいよー、冴子さん」

　アハハ、と冴子さんは笑う。その顔が一いつ瞬しゆんで引き締しまった。

「終しゆう了りようよ」

　その言葉が終わらないうちに、披露宴会場の扉とびらが開き、ざわめきが広がった。

　俺たちはこれから、お客さまたちに引き出物を渡し、お見送りをするのだ。最後まで粗そ相そうがないように、気を引き締めてやり遂とげなければならない。







　俺の両親は、結婚式を挙げなかった。記念写真もなく、入にゆう籍せきしただけだったらしい。

　どうしてなのか、理由はわからない。

　聞こうにも、両親はもういない。俺がまだ小さかったころに、交通事故で亡なくなったのだ。

　俺はその後、父の従弟いとこの家に引き取られた。

　父も母も兄弟はなく、それぞれの親も他界していた。父の従弟は、俺にはあまり馴な染じみのない遠い親戚だったが、邪じや魔まにされたり居い候そうろう扱あつかいされたりすることもなく、それなりに大切に育ててもらったと思う。

　恵めぐまれていたのだと、自分でもよくわかっている。俺は、幸せなほうだった。

　それなのに──居場所がないような気がしていた。ただ、漠ばく然ぜんと。

　父の従弟──おじさんも、おばさんも、本当の両親のように接してくれた。彼らの息子むすこ二人も、実の兄みたいに俺を弟として可愛かわいがってくれた。だけど、どうしてだろう？

　さりげない瞬しゆん間かんに、ここは自分の家ではないのだと思う。ここには俺の居場所がないのだと思う──……僻ひがんでいるのか？　こんなに大事にされて？

　俺は、卑ひ屈くつな自分を責めた。恩を仇あだで返すような考え方をして、なんて罰ばち当あたりなのだと、何度も反省した。それでも俺は、ずっと彼らの家に居続けることができなかったのだ。

　高校卒業を機に、家を出ることを考えた。東京で就職して、できれば会社の寮りようにでも入りたい。学校の担任にそう打ち明けると、すぐさま家に連れん絡らくされた。

　おじさんたちは、当然反対した。これまで大事に育ててくれたのに、後足で砂をかけるような真似まねをするのだ。責められて、あたりまえだ。

　余計な遠えん慮りよをせずに、大学に行け、と言われた。

　周囲に散々説せつ得とくされ、仕方なく受験した。けれど、嫌いや々いや受けたのだから、受かるはずもない。滑すべり止めも含めて、全部不合格だった。

　おじさんにも、兄たちにも「わざと白紙で出したんだろう」と言われたが、そうじゃない。俺の実力が足りなかっただけだ。おばさんは「義人の好きにしなさい」と言ってくれたが、おじさんは納得しなかった。「予備校に行け」と、一年浪ろう人にんすることを強ごう引いんに決められてしまった。

　こんなことなら、どこか遠くの大学を受験して家を出ればよかった、と気づいたのはその時だった。気づくのが遅おそすぎる。

　仕方がない、一年延期だ、とおじさんの勧すすめる予備校に入学手続きをし、その帰り道、まっすぐ帰る気になれなくて都心に向かう電車に乗った。

　俺の住む町から東京までは、電車に乗れば一時間ほどで着く。僅わずかな距きよ離りだが、子供のころはとても遠い都会のように感じていた。

　賑にぎやかな繁はん華か街がいを避さけ、あまり馴な染じみのない駅で降りた。

　ぶらぶらと駅の周辺を歩いていたら、小さなチャペルが建っていた。ミサなどが行われる教会ではなく、結けつ婚こん式場だ。

　ちょうど、一組のカップルが式場から出てきたところだった。

　出で迎むかえている来客たちが、手にした花びらを二人に浴びせる。幸せそうな二人の顔──花はな嫁よめが、手にしているブーケを投げる。それに群がる女性たち──。

　テレビドラマなどでよく見かける光景だったが、俺の目は、彼らの周囲で走り回っている数人の男女に引きつけられた。

　結婚式場のスタッフなのだろうと思った。状じよう況きように気を配り、笑え顔がおできびきびと動く彼らはなんだか格好イイ。

　物もの陰かげに隠かくれて結婚式を覗のぞき見している俺の姿は、不ふ審しん者のように見えたのだろうか。スタッフの一人が、声をかけてきた。

「関係者の方ですか？」

　──そんなわけないだろう？　どう見たって普ふ段だん着ぎのシャツとジーンズで、結婚式に参列するような格好じゃない。

「……通りかかっただけです。結婚式やってたから、つい…」

　無視して立ち去ったってよかったのに、しどろもどろに答えた。

「そうでしたか。失礼しました」

　声をかけてきた女性は、にこりと笑って一礼すると踵きびすを返そうとした。その瞬間──どうして自分で、あんなことを言ってしまったのか、思い返しただけで顔から火が出そうになる。

「あのっ、貴女あなたはここの式場の人なんですか？」

「え？」

　さすがに、彼女もちょっと訝いぶかしげな表情になった。だがすぐに笑顔を浮うかべ、名めい刺しを取り出す。

「私は、ブライダルサービスの者です。ウエディングプランナーが必要な時には、是ぜ非ひご用命ください」

「ブライダルサービス？……ウエディング、プランナー？」

　あまり聞き慣れない言葉だった。首を傾かしげた俺に、彼女は嫌いやな顔もせずに教えてくれる。

「簡単に言うと、結婚式のお手伝いをする仕事です。幸せのお手伝いです」

　名刺には、『ブルー・バードマン』という社名が記されていた。ウエディングプランナーという肩かた書がきの下には、加藤冴子、と彼女の名前が書かれている。

　幸せのお手伝い、という言葉が、俺の中のなにかを揺さぶった。

「それ、どうしたらなれますか？」

「えっ」

「ウエディングプランナー？　それって、男でもなれますか？　高卒じゃ駄だ目めですか？　雇ってもらうには、どうしたらいいんですか？」

　唐とう突とつな台詞せりふに、彼女は切れ長の綺き麗れいな目をぱちくりさせる。と、背後から、いきなり男の声が割り込んだ。

「……そういう話でしたら、私が伺うかがいましょう。今はまだお式の最中ですから、後日改めてお電話してください」

　ギョッとして振ふり向くと、後ろで髪かみを結んだモデルばりに格好イイ男が立っていた。

「社長」

　彼女が呼びかける。

　──社長？　こんな若い男が？

「私は、三宅恒彦といいます。『ブルー・バードマン』の代表です。とりあえず、あなたのお名前を」

　彼も名刺を差し出しながら、そう問いかけてくる。

「……鳴海、義人…です」

　ちょっと圧あつ倒とうされながら、俺はおずおずと答えた。

「では、後日。お電話お待ちしています。鳴海くん」

　二人は俺の前から立ち去っていった。

　揶揄からかわれたのかもしれないとか、適当にあしらわれたのだとか、そんなふうには思えなかった。彼の言葉を真に受けた俺は、翌日、名刺に書かれた番号に電話したのだ──。




　　　　■□■




「誰か──……あれ、誰もいないのか」

　事務所のドアを開けて顔を覗かせた三宅さんは、ぐるりと室内を見回すと、俺に目を留とめる。

「皆みなさん、外出されてますよ。加藤さんは打ち合わせなので、もうすぐ戻もどられると思いますけど…」

　行き先を示したホワイトボードを見ながら答えると、三宅さんは「いいんだ」と軽く手を振った。

「義人、忙いそがしいところ悪いんだけど、コーヒー二つ応接室に持ってきて」

　はい、と頷うなずく。

　どうやら来客らしい。

　給湯室に行き、社員が使用する紙コップではなく、来客用のちょっといいコーヒーカップを用意して温める。ドリップ式のコーヒーを注ぎ、トレイに載のせて、事務所隣となりの応接室のドアをノックした。

「失礼します。……あ」

　思わず声が出て、慌あわてて口を噤つぐむ。

　三宅さんと向かいあっているのは、いつだったか、結婚式場で見かけた男だった。

　遠目から一度見ただけなのに覚えているなんて、我ながらスゴイ記き憶おく力だ。いや、それほどその男の印象が強いのか。

　三宅さんとこうして向かいあって座っている姿は、どこかモデルクラブの控ひかえ室か、ホストクラブに侵しん入にゆうしたみたいだ。──いや、ちょっと違ちがうか。二人ともなんだか近寄り難い雰ふん囲い気きで、別世界の住人のようだ。

「どうぞ」

　さっさとコーヒーを置いて退散しよう、とカップを男の前に差し出す。

「ありがとう」

　思いがけず、優やさしい声で礼を言われた。

「……あ、いえ、どうも…」

「三宅。……こんなに小さな子を働かせているのか」

　俺をまじまじと見たあとで、彼はそんなことを三宅さんに向かって言う。

「……小さいって……──俺、十八ですけど」

　お客さまに対して口答えしちゃいけないんだけど、黙だまっていられなかった。三宅さんがプッと噴ふき出したが、男はニコリともしない。

「十八……そうか。それは、失敬」

　抑よく揚ようのない口調で謝られ、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけする。

　──なんだか、変な人だ。

「ごめん、ごめん、義人。紹しよう介かいしておくよ。彼は、原はら慶けい一いち。今度ウチで彼の結婚式をプロデュースすることになったから」

　そうなんですか、と頷きながらも、なんとなく首を傾げる。普ふ通つうのお客さまに対する態度と違って、三宅さんがやけに親しげなのが気になったのだ。　>>>♥

「大学の時からの、腐くされ縁えん」

　つけ加えられ、ようやく納得する。

「おめでとうございます」

　一応礼れい儀ぎとして、原さんに頭を下げた。が、彼はむっつり黙り込んだままだ。

　もうすぐ結けつ婚こんするっていうのに、どうしてこんなに面おも白しろくなさそうなんだろう。いや、照れているのか？　それとも、もともと無ぶ愛あい想そうな人？

「まあ、任せておけよ。ウチのスタッフはセンスがいいし、みんな働き者だ。この、義人……鳴海くんも含ふくめてね。とびっきりの結婚式、披ひ露ろう宴えんを演出してやるよ」

　自信満々に三宅さんが言っても、原さんは渋じゆう面めんで頷いただけだった。

「それじゃ、失礼します」

　俺はトレイを手に、そそくさと応接室を後にする。

　──なんだか難しそうな人、と思った。

　誰が担当になるかはわからないけれど、あの人の結婚式は大変なんじゃないだろうか。好みもうるさそうだし。

「……相手、どんな女性なのかな」

　思わず独り言ごちる。

　ああいう人と結婚するのは、よく気のつく愛あい想そのいい美人、という気がする。似た者同士だったらさらに大変だけど、もしもそういう正反対のタイプなら、あの人をきちんとフォローしてくれるだろう。そして──案外、いい家庭を作るんじゃないかな。

　あんな苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしているけれど、きっと今彼はものすごく幸せなんだろうなあと思うと、自然と顔がニヤけてしまう。

「なァに、ずいぶん嬉うれしそうじゃないの」

　いきなり横合いから声がかかり、その場で飛び上がる。

「冴子さん」

　打ち合わせから戻ったらしい冴子さんが、探るような目で俺を見ていた。

「おかえりなさい」

「なに、来客？」

　俺の手のトレイに気づき、彼女は応接室を顎あごで示す。

「はい。披露宴のご相談に…」

「……誰の担当？」

「社長です」

　えっ、と冴子さんが目を瞠みはった。

「あ、今話してるのは社長なんですけど、担当決めはこれからじゃないですか？　社長の大学時代のお友達だそうですよ。冴子さん、覚えてませんか？　この前、石いし塚づかさまの披露宴の時に社長と一いつ緒しよにいた男性…」

「あの超ちようイケメンね」

　面食いを自じ称しようするだけあって、いい男の顔は忘れないらしい。

「……結婚するのか～。あーあ、つまんない。イイ男はみんなそうやって早く結婚しちゃうのよね」

　ため息混じりにぼやいて、冴子さんはスタスタと事務所に入っていく。

「鳴海くん」

　ドアを開け、彼女は振ふり向いて俺を呼んだ。

「コーヒーですか？」

「違うわよ。あんたはまだまだ結婚しちゃ駄だ目めよ」

　ビシッと指を突つきつけられて、苦く笑しようする。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。そんな相手もいませんから」

「あら、そうなの。じゃあ、私が結婚してあげようか？」

　目をキラキラさせる冴子さんに、「遠えん慮りよします」と後あと退ずさった。







「驚おどろいたわ」

　ミーティングを終えた冴子さんと、同期入社の室むろ崎さき美み沙ささんが、顔を見あわせて頷いた。

「……なにがですか？」

　俺はお茶をサーブしながら、聞いてみる。

「鳴海くんは知ってるよね。昨日、社長のところに来てた例のイケメン」

「ああ。えーと……原さん、でしたっけ？」

「あら、じゃあ知ってるの？」

　美沙さんが身を乗り出す。

「……？　なにを、ですか？」

「原慶一。原コーポレーションの御おん曹ぞう司しよ」

「オンゾーシ？」

「今は専務取とり締しまり役やくだけどね。それでも、二十七歳の若さで専務取締役！」

　声を上うわ擦ずらせ、美沙さんは両手を組んでうっとりと目を細めた。

「……ウチの社長も同い年でしょう？」

「規模が違うわよ、会社の規模が！　ってゆーか、あっちは超資産家の息子むすこで、比べるのも失礼な話！」

　彼女の剣けん幕まくに気け圧おされながら、そうなんですか、と相あい槌づちを打つ。俺からすれば、三宅さんだって充じゆう分ぶんすごい。

「育ちがいいっていうか、別世界の人よね」

　俺が感じたのと同じことを言われ、みんなそう思うのかとわかって、ちょっとホッとした。

「やっぱり、政略結婚なのかしら。お見合いかなんかで、相手も名家のご令れい嬢じよう？」

　そりゃあそうでしょう、と冴子さんが頷うなずいた。

「ホントなら、ウチみたいな弱小会社が扱あつかえる結婚式じゃないことは確かね。社長の友人だからってことだけど……なんかちょっと怖こわいわよね」

「怖い？」

　首を傾かしげて、冴子さんを見る。

「人生の最大イベントよ？　資産家の挙式披露宴なら、普通は一流ホテルで行われるでしょう。それが、ここのホールでやるっていうんだから……酔すい狂きようっていうか……責任重大っていうか」

「招かれるお客さまたちも、ハンパな人たちじゃないでしょうねえ」

「成功してあたりまえ、粗そ相そうがあったらウチは潰れるわね」

　なるほど、と納なつ得とくした。

　あの無愛想な色男は、けっこう友情に厚いということか。自分の人生の一大イベントを、大学時代からの友人に任せたいというのだから。

「担当どうする気なのかしら。社長、自分がやるって言うけど…」

「社長なら大丈夫でしょ。ただ──アシスタントよね、問題は」

「早めに決めないと、マズイんだけどなあ」

　だいたいの事情はわかった。三宅さんも、自分を信じて任せてくれている友人の結婚披露宴を、自分の手で執とり行いたいってことなんだろう。

「……いいなあ」

　思わず呟つぶやくと、二人がキョトンと俺を見る。

「なにがいいの？　大変なのよー。規模が大きいと、準備もそのぶんだけ面めん倒どうで…」

「あ、そうですよね、うん。でも、自分の大事な友達の結婚式を任されるなんて、すごいことじゃないですか？　その期待に応こたえられる社長って…」

「……駄目だわ、これは。尊敬の眼まな差ざしでキラキラしてる」

　美沙さんが笑った。

「鳴海くんも頑がん張ばって、友達の結婚式仕切られるくらいのウエディングプランナーにならなきゃ」

　冴子さんの言葉に、「はい！」と力いっぱい頷く。と、なにがおかしいのか、二人はまた顔を見あわせて笑い声をたてる。

「……俺、なにか変なこと言ってますか？」

「ううん。すごくまっすぐでいいなあって思っただけよ。鳴海くんみたいな子は、この仕事向いてるわよ、ホント」

　──今のって、褒ほめ言葉だと受け取っていいのか？

　微び妙みようだなあと思っていると──。

「義人、手が空あいてたらちょっと来て」

　噂うわさの三宅さんが、ひょいと顔を覗のぞかせて俺を呼んだ。ちょうど冴子さんたちとのお喋しやべりも一段落していたので、「失礼します」と頭を下げて彼女らから離はなれる。

　応接室とパーティションで仕切られた奥にある、デスクだけ置かれた空間が一応社長室だ。三宅さんがここにいることは滅めつ多たにないけれど、今日は珍めずらしく積み上げられた書類を片づけているらしい。

「なんでしょうか？」

　書類の片づけを手伝え、と言われるのかと思っていたら──。

「突然だけど、俺のサポートしてみない？」

　言葉どおり唐とう突とつな台詞に、は？　と聞き返す。

「……なんのサポート…ですか？」

「挙式と披露宴。昨日、ここに来てた男、覚えてるだろ？　あいつの結婚式」

「ええっ」

　思わず声を上げた俺に、三宅さんはちょっと驚いたように瞬まばたきする。

「……そんなにびっくりするようなこと言ったか？」

「いえ、だって──今、冴子さんたちが……」

「うん？」

「資産家の御曹司だから、大規模な披露宴になるだろうし、来客もＶＩＰ級で……失敗したら、『ブルー・バードマン』は潰つぶれるって……そんな大きな仕事に、雑用係の俺なんか…」

　アシスタントは、もっとベテランのほうがいいって、素人しろうとでもわかる。

　それなのに三宅さんは目を丸くして、

「おいおい、すごい話になってるな」

　と笑うのだ。

「……って、ガセ？」

「いや、まあ、原は確かに資産家の御曹司だけどな。ウチに頼たのんできたのは、お仕着せの披露宴じゃなくて、もうちょっとアットホームな小ぢんまりしたものにしたいってことで…」

「あ──そうなんですか」

　なんだ、と半分拍ひよう子し抜ぬけしたものの、だからってやっぱり俺よりも適任がいるよなあと考える。

「原が、義人のこと褒めてたよ」

「えっ？」

　なにか褒めてもらえるようなことをしただろうか、と昨日のことを思い出してみる。──なにもなかったと思う。お茶を出して、挨あい拶さつしただけだ。それも、きちんと挨拶できたかどうかも怪あやしい。

「若いのに、一人で頑張ってて偉えらいって」

「……べつに褒められるようなことじゃ…」

「あいつにしてみれば、すごいんだよ。……なんせあの男は、生まれた時から親や家の敷しいたレールの上を、なにも考えずにボーッと歩いてきたんだからねえ」

　しみじみと、三宅さんは言った。

　資産家の御曹司というのは、そういうものなんだろうと思う。……現実には知らないけれど、テレビドラマや小説の中ではそんな感じだし。それでもたいていそういう人は、ある時突とつ然ぜん開眼して、本当に愛した身分違ちがいの女性と駆かけ落ちしたりするのだ。

　──もしかして。

「あの、原さんのご結婚相手って…」

「うん？」

　冴子さんたちが言っていたように、政略結婚なんだろうか。それとも、親の言いなりに生きてきたというのなら、生まれた時から許いいな嫁ずけが決められていたとか？

「まあ、そのうち連れてくるんじゃない？　衣装あわせもあるし」

　相手がどういう人なのか、友達なら知らないわけはなさそうだけれど、三宅さんもそれ以上は言わない。守秘義務なのか、それとも会ってからのお楽しみってことか？

「とにかく、義人もウエディングプランナーを本気で目指すなら、そろそろみんなの雑用ばかりじゃなく、アシスタントも経験してごらん。いい機会だし、俺の仕事を間近で見られるのはチャンスだぞー」

　自信満々に、三宅さんが言う。

「……でも──俺、できるでしょうか」

「最初からなんでもできるとは期待してないよ。初めは俺が言うことを聞いて、やることを見ておくだけでもいいんだ。そうやって、いろいろ学んでいくものだし。この仕事は、習うより慣れろってとこもあるからね」

　ここまで言われて、できませんとは言えないだろう。彼が言うように、これはチャンスなのだ。

「じゃあ……勉強させてください」

「喜んで」

　三宅さんは、ニコリと笑った。原さんとは正反対の愛あい想そのよさだ。仕事柄がらなのか、性格なのか──。

「ところで、これから打ち合わせにもつきあってもらうことになるけど、スーツは持ってる？」

「スーツ、ですか」

　俺が今着ているのは、ジーンズとセーターだ。

　動きやすいし、とくになにも言われないのをいいことに、ずっとこんな感じだった。

　スーツっていくらぐらいするものだろう？　量りよう販はん店てんに行けば、俺の少ない予算でも買えるだろうか。

「用意しておきます」

「あ、なかったらいいんだ。こっちで用意するよ。職業柄、あまり安っぽいものじゃないほうがいいんだ」

　──出鼻を挫くじかれた感じだ。

　安物じゃ駄だ目めってことは、俺には買えないって意味？　でも、三宅さんが用意するというのは、バイト料から天引きされるんだろうか。それはそれで、不安な気がする。なんせ、カツカツの生活なのだ。

「と言っても、レンタル落ちのスーツになるけどね。ものはいいから」

　続けられた言葉に、ホッと胸を撫なで下ろす。

「あとで、サイズだけ計らせてくれる？」

「はい。……レンタル落ちだと、料金はどれくらいになるんですか？」

「ロハだよ」

　ロハって、なに？　と首を傾かしげる。三宅さんは、ハハ、と笑った。

「無料ってこと。只ただって漢字は、カタカナのロとハに分かれるだろう？　それで、ロハ。……若者はそんな言葉知らないかァ」

　三宅さんだって充じゆう分ぶん若いと思うんだけど、彼は時々こうしてわざと自分をオジサン呼ばわりするのだ。

　とりあえず、スーツがタダなのは大変ありがたいので、素直に厚意に甘えることにした。




　　　　■□■




「義人、パンフレットの用意はできてる？」

　三宅さんに声をかけられ、はいっと返事をする。

　あらかじめ、用意しておくように指示されていたパンフレットの束を手に、俺は事務所を飛び出した。

　今日は、アシスタントとして初めて原さんに会うのだ。気難しそうな第一印象だったから、モタモタしていたら怒おこらせるんじゃないかと、ドキドキする。自分がそんなに役に立つとは思えないけれど、少なくとも三宅さんの足を引っ張るようなことだけはしないようにしたい。

　初めて着たスーツは、ちょっとぎこちない感じだ。三宅さんはレンタル落ちだと言ったけれど、中古とは思えないくらい綺き麗れいで、あつらえたようにサイズもピッタリだった。

「あら、お洒落しやれして」

　冴子さんが、擦すれ違ちがいざまに揶揄からかい半分の声をかけてくる。それに対して、気の利きいた返事をする余よ裕ゆうはなく、照れ笑いだけ浮うかべて通り過ぎた。

　応接室のドアをノックすると、「どうぞ」という三宅さんの声が聞こえた。

「失礼します」

　てっきり、今日は婚こん約やく者同どう伴はんで来ているだろうと思ったのだが──室内には、三宅さんと原さんの二人だけだった。

「原。今回、俺をサポートしてくれる、アシスタントの鳴海義人。新人だけど、やる気はあるから」

　三宅さんがそう紹しよう介かいしてくれたが、原さんはチラと俺を見ただけだ。

「よ、宜よろしくお願いします！　いいお式にできるよう、僕も精せい一いつ杯ぱい努めさせて頂きます！」

　勢い込んで嚙かんでしまったけれど、それにも原さんは特になにも言わず、頷うなずいただけ。

　──なんだろう？

　すごく──格好良くて、そこはかとなく育ちも良さげで、立派なんだけど……なにか違うような気がする。なにが？

　自問してみたけれど、答えは出ない。

「義人、突つっ立ってないで、座って。パンフレットは？」

　催さい促そくされて、慌あわてて抱かかえてきたパンフレットをテーブルに並べる。

「……招待客の数によっても違ってくるけど……──どうする？　どんな感じの披露宴が希望？」

　三宅さんの口調や態度も、普ふ通つうのお客さまに対するものとは違う。それはまあ、友達なのだからいいとして──。

「……とくに希望はない。無難なところでいい」

　素っ気ない返事に、俺のモヤモヤはさらに大きくなった。

「あの──」

　アシスタントなんだから、でしゃばらず、言われたことだけきちんとやればいいのかもしれない。だけど、黙だまっていられなくて、つい口を挟はさむ。

「花はな嫁よめさんのご希望は伺うかがわなくていいんでしょうか」

　これは──言っちゃいけないことだったのか？

　原さんは眉み間けんに皺しわを寄せ、三宅さんはギョッとしたような顔つきで、それぞれ視線を見み交かわしている。

「あ……す、すみません。えっと…」

「いや、義人の言うとおりなんだけど──……どうする、原」

　三宅さんの言葉に、原さんは少し考え込んだ。それから、やっぱり無ぶ愛あい想そうな口調でぽそりと言った。

「……任されているから。かまわない」

「そう……なんですか…」

　なんとなく腑ふに落ちないものを感じながらも、お客さまがそれでいいと言うのなら、これ以上の口出しはできない。

「義人、引き出物のパンフレット、これだけ？　加藤に言って、三さん協きよう商会のパンフ貰もらってきて」

　言われたとおりに用意していたはずなのだが足りなかったらしく、俺は慌てて「すみません」と応接室を出た。

　事務所内では、冴子さんが一人、次のプランの見積もりの作成中だ。

「忙いそがしいところ、すみません。三協商会のパンフレットってありますか？　引き出物の…」

「あるわよ。珍めずらしいわね、最近三協さん使わないのに。三協さんよりも、ＯＺギフトのほうが品しな揃ぞろえも豊富よ」

「あ、ＯＺギフトのパンフレットは、もう揃えてあるんですけど。社長が、三協商会も欲しいって」

　ふうん、と冴子さんも納なつ得とくできないような顔つきで、机の引き出しからパンフレットを取り出した。

「どう？　原コーポレーションの御おん曹ぞう司しは」

「……なんか──変な感じ」

　興きよう味み津しん々しんに聞かれ、正直に答える。

「変？」

　冴子さんは、首を傾げた。

「……なんだろう。いつもウチに来るお客さんとは……雰ふん囲い気きが違うっていうか…」

　どう言えばいいかわからなくて、曖あい昧まいな言い回しになった。だけどそれで伝わったのか、冴子さんはウンウンと頷いた。

「そりゃあそうでしょう。お式や披露宴の規模が違うし」

　──いや、そういう意味じゃない。

「なんで花嫁さんと一いつ緒しよに来ないんだと思います？　衣装のことだって相談しなきゃならないはずなのに、原さん、任されてるからいいって言うんです」

　さすがに、冴子さんも目を丸くする。

「それは──……まあ、いろいろあるんじゃないの？　花嫁さんがよほどの深窓のご令れい嬢じようとか、身体からだが弱くて出歩けないとか、事情があるんでしょう」

「そうなのかな……」

「あとはね、これは──私たちが言っちゃいけないことだけど、結けつ婚こんするからって幸せとは限らないってことよ」

「え？」

　今のひとことで、モヤモヤしていたものがいきなりハッキリ形になった気がした。

　そうなのだ。

　普通のお客さまたちと、根本的に違っているところ──それは、原さんが全然幸せそうに見えないってことなんだ。

「……そっか…」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやくと、冴子さんは「ほら、急いで持っていかないと怒おこられるわよ」と俺の背中を押した。

「どんな事情があっても、それがどんな結婚でも、私たちはその日を素す晴ばらしい一日にできるように努力するだけよ。どんなお客さまでも、誠心誠意努めるだけ。わかった？」

「はい」

　彼女の言うとおりだ。

　俺が初めてサポートさせてもらえる、結婚式と披露宴なのだから、精一杯やるだけ。いきなりスタートラインで躓つまずいてる場合じゃない。

　受け取ったパンフレットを抱えて、応接室に戻もどる。

　うっかりノックをしないで、ドアを開けかけてしまい──。

「どうする？　結婚式の前に、一度ご両親に対面させたほうがいいんだろう？」

「……難しいな。下手へたをすると、ウチの親のことだから、興信所を使ってあれこれ調べるかもしれない」

「それは──マズイだろうけど、なんとか上手うまくごまかせないか、考えてみよう。まさか、結婚式の朝に嫁よめと舅しゆうと姑しゆうとめが初対面ってわけにはいかないだろうし……それだと、かえってマズくないか？」

「……面めん倒どうだな。本当に上手くいくのか、嫌いやになってきた。やっぱり、いっそこのまま海外にでも…」

「そういうことを言うなって。逃にげる勇気があるなら、なんだってできるだろう」

　洩もれ聞こえてきた二人の会話に、俺はその場で固まってしまった。

　──なんか、変じゃないか？　やっぱり。

　興信所？　結婚式の朝、初対面？　海外に逃げる──？

「彼には言ってあるのか？」

「いや。べつに知らなくても、サポートするのに支障はないだろうし」

　彼って、誰？　もしかして俺のこと？

「あのう…」

「義人!?」

　いつからそこに、と三宅さんが途と方ほうに暮れたような顔をした。

「すみません。えっと……──興信所を使って調べる、のあたりから…」

　原さんが、肩かたを竦すくめる。

「しょうがないな。ドア閉めて、こっちに来い」

　怖こわい顔で、三宅さんが手招く。

　あまり近づきたくなかったけれど、ここで回れ右して逃げ出すわけにもいかない。覚かく悟ごを決めて、後ろ手にドアを閉め、三宅さんの隣となりの椅い子すに腰こしを下ろす。

「つまり──だ。原は、ご両親に結婚を反対されている」

「……は!?」

　反対？　と口をあんぐり大きく開けた。

「え、えっ？　政略結婚じゃないんですか？　それか、生まれた時から親が勝手に決めた許いいな嫁ずけがいるとかっ」

「……お前、話を聞いてたんじゃないの？」

　三宅さんが俺を覗のぞき込む。

「聞いてましたけど……意味はよくわからなくて…」

　なんだよ、と彼は天てん井じようを仰あおいだ。原さんは、相変わらずなにを考えているのかわからないような無表情で、じっと俺を睨にらんでいる。

「……えっと…つまり…」

　頭の中で、整理してみる。

　三宅さんは、原さんの両親が結婚に反対している、と言った。ということは、今までずっと親の言いなりに生きてきた原さんは、初めて自分の意思を通そうとしているんだろう。

　つまり、結婚相手を自分で見つけてきた。けれど、両親が反対するのは目に見えている。もしかしたら本当に、親の決めた許嫁がいるかもしれないし、仕事がらみの縁えん談だんもあるのかもしれない。それらをみんな蹴けって、原さんは愛する女性と結婚しようとしているのだ。

　彼がずっと幸せそうに見えなかったのは、周囲の人たちすべてが祝福してくれる結婚ではないからなのかもしれない。興信所に調べられたら困るのは、おそらく相手は、原さんの家とは不ふ釣つり合あいとか、生い立ちになにか問題があるとか──今時身分違いなんて流行らないけれど、原コーポレーションの御曹司の嫁としては認められないような女性なんだろうか。

　だから、彼女は現れないのだ。

　誰にも見み咎とがめられないように、原さんは彼女を隠かくして守っている。

「わかりました。俺っ、いや、僕、応おう援えんします！　力になります……って言っても、僕の力なんか微び力りよくだけれど、僕にできることがあれば、なんでもします！　ねっ、社長！　原さんの幸せのために、頑がん張ばりましょう！」

　すっくと立ち上がって宣言する。

　三宅さんは一いつ瞬しゆんポカンとしてから、「ああ」とぎこちなく頷うなずいた。そして原さんは──初めて無表情がちょっと崩くずれて、面めん食くらったような戸と惑まどうような表情を浮うかべている。

　穴が開きそうなくらい俺を見つめて、

「……幸せ、か」

　ぽつりと呟いた。

「そうです」

　俺は、頷いた。

「絶対、幸せにならなきゃ駄だ目めです」

　キッパリ言いきると、三宅さんも「そうそう」と相あい槌づちを打ってくれる。

「──と、いうわけで、まあそういうことだから。……義人、このことは他言無用。ほかのスタッフにも言わないように、事情は義人の胸に収めておいてくれ。これからいろいろと雑用も増えると思うけど、よろしく頼たのむよ」

「はいっ」

　返事をすると、原さんがフッと笑った。

　仏ぶつ頂ちよう面づらでも、格好イイ人だ。それが僅わずかでも綻ほころんだ途と端たん、まるでぱあっとスポットライトを浴びたみたいに、眩まぶしく見える。

　その顔を見て、俺はもう一度あらためて思った。

　幸せにならなきゃ駄目だ。彼の結婚を成功させて、幸せになってほしい。

　そのために、俺も頑張ろう。　>>>♥







　原さんの結けつ婚こん式は、半月後に迫せまってきた。

「進んでるの？」

　冴子さんが、心配そうに聞いてくる。

「……まあ、ぼちぼちと」

「いつも花はな婿むこさんしか来ないようだけど」

　興味があるのか、よく見ているようだ。

「……いろいろ、事情が複雑で」

「複雑な事情って？」

　曖あい昧まいにごまかそうとしたら、かえって好こう奇き心を煽あおってしまったらしい。身を乗り出した彼女に、俺は慌あわてて両手を振ふる。

「俺、よく知らないんです。ただのアシスタントだから」

「なに言ってんのよ。社長の手となり足となり、走り回ってるくせに。招待客数は、百名ほどですって？」

「──あ、そうなんですか」

　俺の返事に、冴子さんは拍ひよう子し抜ぬけしたようだった。

「なによ、それ。アシスタントのくせに、そんなことも知らないわけ？」

「そのへんは、社長が手配してるんですよ。俺は、社長に言われたことだけやってるんで…」

「うわ、使えない～。次は私のサポートしてもらおうと思ってたのに」

　冴子さんの言葉はありがたいけれど、実際、言われることをやるだけでも必死の毎日なのだ。しかも、相変わらず花はな嫁よめさんは姿を見せないので、衣装合わせも原さんを通すしかないから、いつも「返事は後日」になる。

「ドレスの仮かり縫ぬいとかはどうするのよ？」

「……レンタルなんです」

「原家に嫁とつぐ花嫁が、レンタル!?」

　さも意外そうに、冴子さんが声を上げた。

「どうせ一回しか使わないんだしってことで」

「あ、あら……お金持ちって、案外ケチなのかしら」

　──原さん曰いわく、家は関係ない、自分たちにできる範はん囲いでささやかな披ひ露ろう宴えんにしたい、とのことなのだ。それは花嫁さんも同意見だという。

　まあ、親をボイコットして準備を進めているのだから、いろいろ難しいこともあるんだろう。でも──花嫁さんのご両親はどうなんだろう？　娘むすめの結婚なんだから、口も手も出したいだろうに。

「鳴海くーん、原さんがお見えよ。なんと、ようやく花嫁同どう伴はん！　初めて見ちゃったー！」

　美沙さんが声を上うわ擦ずらせながら、事務所に飛び込んできた。

「えっ」

「噓うそ！　どんな女性？」

　俺より早く、冴子さんが立ち上がる。

「んー……美人」

「……やっぱり、美人か～」

　美沙さんの簡潔な返事に、なぜか冴子さんはがくりと肩を落とした。

「じゃあ、俺、行ってきます」

　どんな女性だろうかと、俺だって気になっている。原さんが選んだ女性──それも、両親の反対を押し切って、結婚しようとしている相手なのだ。

　応接室に入っていくと、二人はソファに寄り添そって座っていた。

「失礼します」

　こんにちは、と原さんが俺に挨あい拶さつを返してくれた。最近では、初対面の時のような仏頂面ではなく、ちょっとだけ笑え顔がおを見せてくれるようになってきた。

　そして、隣に座っている女性は──。

　ちら、と俺を見ただけだった。なにも言わず、頭を下げるでもない。これまた、ニコリともしない。

　確かに、美人だ。

　ゆるく巻いた長い髪かみは栗くり色いろに染められ、メイクはバッチリ、目のやり場にちょっと困るような短めのスカートから伸のびた足は、スラリと細い。

　女性誌のモデルみたいな容姿は、誰が見ても綺き麗れいと言いそう──なんだけど。

　なんとなく、違い和わ感かんがあるのは俺だけか？

　これは──勝手なイメージなんだけど、原さんがどんなことをしても一いつ緒しよになりたい、海外に二人で逃にげてもいいと思ったような相手というのは、もうちょっと違ちがうタイプなんだと思っていた。

　もっと素そ朴ぼくで、地味……っていうのとはちょっと違うけど。流行の服に身を包んだ、華はなやかなメイクやヘアスタイルをした人じゃないような気がしていたのだ。もっと清せい楚そで、はにかんだような──……俺、ちょっと夢見てたのかな。

「はじめまして、鳴海といいます」

　いやいや、こっちが勝手に想像して、勝手に違和感を覚えているなんて失礼だ、と態度を改める。挨拶すると、彼女は「どうも」と頷いた。

「ご両親との対面を終えられたそうだ」

　彼らの向かいに座っている三宅さんが、俺を見上げて言った。

「そうなんですか!?　よかった。それで？」

　俺も腰こしを下ろしながら、聞き返す。

「そりゃ、当然怒おこっているよなあ」

　三宅さんは、苦く笑しようしながら言った。

　招待状の関係もあって、結婚するということだけは伝えて準備を進めていたのだが、当然両親は「相手の女性に会わせろ」と原さんをせっついていた。それをはぐらかし、ごまかして、焦じらし焦らしてようやく会わせたのだ。

「まあ、これからじゃ興信所を使うにしたって、時間的に無理かもしれないし。いい頃ころあいだったんじゃないの？」

　三宅さんの言葉に、原さんが頷うなずく。と、隣となりにいた彼女が原さんに凭もたれかかって、甘えた声を出した。

「ねえ、私、旅行の手配してくる～」

「うん？　あ、そう」

　えっ、と俺は二人を見比べてから、三宅さんを見る。三宅さんも、目をぱちくりさせている。

「すみません、せっかくいらしたんですから、ドレスの試着をして行かれては…」

　慌てて言うと、彼女はつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「えー……べつにいいわ。私、既き製せい品ひんの七号でちょうどいいし、お直しナシだもの。デザインはカタログで見せてもらったしィ。……あとのことは、慶ちゃんに任せるわ」

　勝手な言い分に、原さんは黙だまって頷いている。──いや、本人がいいと言うなら、俺が口出す筋合いじゃないけど。

「気をつけて、行っておいで」

　あっさり告げる原さんに、彼女は満足そうに頷いて、当然のように手を出した。

「じゃあ、お金」

　その言葉にもあっさり頷き、原さんは背広の内ポケットから厚みのある封ふう筒とうを取り出す。

　ゆうに百万円は入ってるんじゃないかと思われるその封筒を、彼女は黙って受け取り、すっくと立ち上がった。

「それじゃ、またあとでね。慶ちゃん」

　ヒラヒラと手を振って背を向けた彼女を、俺たちは呆ぼう然ぜんと見送った。

　彼女の左手薬指には、三カラットはありそうな立派なダイヤの指輪が輝かがやいていた。ささやかな披露宴でいい、と言っていたわりに、なんともゴージャスだ。

「あ、あの、いいんですか？」

　なにが、と原さんは俺を見た。

　──なにが、と聞かれると困る。結けつ婚こん式の打ちあわせは、二人揃そろってするべきだと思っていた俺が間ま違ちがっているのか？

「彼女の知人が旅行会社に勤めているので、新婚旅行の手続きを彼女に任せているんだ。だから、式と披露宴の手続きの担当は俺」

　分担制なのか、と無理やり納得する。

「……原のご両親は、気に入らないだろうなあ」

　しみじみと、三宅さんが言った。

　俺も、そうだろうなあと思う。それは原さんもわかっているんだろう。気に入ってもらえないのは、彼女の家いえ柄がらでも職業でもなく、彼女自身なのかもしれない。それでも、原さんは彼女がいいのか──？

「あのワガママなところがまた、可愛かわいいってことか？」

　揶揄からかうような三宅さんの言葉に、原さんは一いつ瞬しゆんムッと唇を引き結んだものの、「そうだな」と頷いた。

　──そうなのか。可愛いのか！……だったら、しょうがない。

　どんな女性でも、結婚するのは俺じゃなくて原さんなんだし。二人が上手うまくいっているんなら、それでいいはずだ。

「お綺麗な方ですね」

　それだけは本心から言うと、原さんはじっと俺を見て「ありがとう」と言った。

　花はな嫁よめさんとようやく会えて、ホッとしたのも事実だった。そして、彼の両親とも対面したというし、このままなにごともなく無事に式が終えられればいいと思う。

「あ、悪い。今日、べつの披露宴をやってて、俺、ちょっと顔を出してこなきゃならないから。あとは義人に任せるけど──」

　三宅さんが、時計を見ながら言う。

　大だい丈じよう夫ぶか、と聞かれ、わかりましたと頷く。席次表についての打ちあわせが残っているのだが、俺では不安なのか、原さんは困こん惑わく気味だ。

「そんな顔しなくても、義人はちゃんとできるから。頼たのむよ、原」

　軽く言って、三宅さんはそそくさと出ていってしまった。

　応接室に二人残され、幾いく分ぶん緊きん張ちようしながら、ファイルを開く。

「それじゃ──早速ですけど……お席の順なんですが…」

　これが案外モメるのだ。原さんの招待客ともなると、さらにややこしくなりそうな気がする。

「……一応、考えてきたんだ」

　原さんは、順番を書いた用紙を取り出した。用意周しゆう到とうだ。

「あ、さすがですね。それじゃ、この通りに…」

　拍ひよう子し抜ぬけするくらい、スムーズだ。

「あとは、お料理の確かく認にんと、お花、引き出物と引き菓が子し……それから写真…」

「君は、どうしてこの仕事を？」

　俺の言葉を遮さえぎって、彼は唐とう突とつに聞いてきた。

　話の腰を折られてしまい、一瞬返事に詰まったものの、信頼関係を築くためにはなによりも会話が大切なのだと思い直す。自分のことを話すのも、必要なことだろう。

「そうですね、人の幸せのお手伝いができるというか、一番晴れやかな日を演出できるって素す敵てきだなあと思って…」

「三宅が言ってたけど、田舎いなかから上京して一人暮らしなんだって？」

「田舎って言っても……東京から一時間ほどですよ。まあ、田舎は田舎かなあ」

「なら、通えない距きよ離りじゃないんだから、ご両親は一人暮らしに反対したんじゃないのか？」

　至し極ごく当然の質問に、べつに隠かくすほどのことでもないかと、正直に答える。

「おじの家なんです。父の従弟の──……俺、両親は子供のころに事故で亡なくなったので、そのあとおじに引き取ってもらって」

「そうなのか。悪いことを聞いた」

　言葉ほど悪びれた様子はなかったが、すまないと謝られて、こっちのほうが気を遣つかう。

「べつに悪いことじゃないんで。こういうのって、よくテレビドラマや小説なんかだと、苛いじめられたりするんだけど、ウチはそんなことはまったくなくて、おじの息子むすこ二人も兄代わりで可愛がってくれたし、おじ夫婦もいい人ですごくよくしてくれたから…」

「だが、君は家を出たわけか」

　言外に『恩知らず』と責められた気がした。被ひ害がい妄もう想そうかもしれないけれど。

「……居場所が……ない気がしたんです。みんな優やさしくていい人たちだけど、ここは俺のいる場所じゃないって。大事に育ててくれたのに、恩を仇あだで返すような真似まねをしたとわかってるんですけど……」

　言いわけがましいかな、と思いながら口にする。

「そうか。居場所がない、という気持ちはわかる気がする」

「えっ？」

　思いがけない呟つぶやきに、声を上げる。

「……恵めぐまれているくせに、と思われるだろうな。なに不自由なく育ててもらって、親の期待に応こたえなければとずっと頑がん張ばってきたつもりだが──……それなら俺の人生はなんのためにあるんだろうかと、ある日ふと考えた」

　贅ぜい沢たくな悩なやみだと、彼は自じ嘲ちよう気味に言った。

　俺とはまったく境きよう遇ぐうが違ちがうけれど、彼も似たようなことを考えて悩んだのだと、そんな気がした。もちろん、悩んでる内容だって俺とは違う。

　それなのに、なぜだろう？　わかる気がしたのだ。どうわかったのかと、説明を求められれば困るけれど。

「大丈夫ですよ、きっと」

　なんの根こん拠きよもなくこんなふうに言うと怒おこられてしまいそうだが、言わずにはいられなかった。

　不安な時、俺は誰かに「大丈夫だよ」と言ってもらいたくなる。「大丈夫、お前は頑張ってるよ」──その言葉だけで、まだ頑張れるのだ。

「愛する人と家庭を持って、原さんはきっと幸せになれます。ご両親だって、原さんの幸せを願っているんだし、わかってくれるはずです」

　余計なことだったかもしれない。

　原さんはなにか言いたげに俺を見ていたが、やがて目を伏ふせ、「そうだな」と呟いた。

　本当は、お前みたいな子供になにがわかるんだ、と言いたかったのかもしれない。でも彼はそうは言わずに、「ありがとう」と言ってくれた。

　彼のその声は俺の胸の中にすとんと落ちてきて、それからじんわりと広がっていった。

　波は紋もんが水面に広がるように、ゆっくりと。
















「花嫁が来ない？」

　三宅さんの声に、俺は驚おどろいて振ふり返る。

　本当ならば花はな婿むこよりも三十分早く到とう着ちやくして、メイクや着き替がえを始めるはずの花嫁は、まだ現れないのだという。三宅さんの前で、メイク係の女性が「どうしましょう」と狼狽うろたえている。

「義人、もう原さん到着しているはずだから、聞いてきて」

　指示されて、はいっと返事をし、新しん郎ろうが待つサロン──着替え室へ。

「失礼します」

　ノックをして返事を確かめてから、室内に入った。

　──今日はついに、原さんの挙式と披露宴なのだ。

　花嫁さん──福ふく山やま治はる美みさんという──は、結局一度打ちあわせに顔を見せただけで、その後原さんは常に一人だった。口には出せなかったけれど、俺は正直不安だった。冴子さんや美沙さんたちからも「大丈夫なの？」と何度も聞かれた。

　とはいえ、担当は三宅さんだし、俺はただのアシスタントだ。三宅さんが「平気だろう」と言うものを、あえて騒さわぎ立てるわけにはいかない。その結果が、今日なのだ。

　原さんは、すでに着替えを始めていた。

　長身の彼に、真っ白のタキシードはとてもよく似合う。ちょっとしたモデルや俳優も顔負けなくらい、決まっている。

「おはよう。今日は宜よろしくお願いします」

　俺を見て、彼はニッコリ笑って頭を下げた。

「あ、いえ、こちらこそ」

　俺も慌あわてて深々とお辞じ儀ぎをし、それから彼に近づいて声を潜ひそめた。

「……すみません。福山さまがまだお見えになっていないようで…」

　なにかご存知ではありませんか、と続く言葉は、彼の「なんだって？」という驚きの前に吞のみ込んでしまった。

　原さんが驚く、ということは、彼はなにも知らないということなのだ。

「ちょっと待って、今電話してみるよ」

　ぎこちなく彼は言いながら、携けい帯たい電でん話わを手に取った。

「……駄だ目めだ。電源が切られているらしい。……こっちに向かっているんじゃないかな」

　原さんの口調が固い。彼も尋じん常じようではないものを感じているからなのか、と思うのは、俺の気の回しすぎだろうか。

「わかりました。では、もう少しお待ちしてみます。ご連れん絡らくがありましたら、お知らせください」

　一礼して部屋を出て、その足で三宅さんのところに向かう。

「社長…！　原さんが携帯に連絡してくれたんですが、繫つながらないです」

「あ、そう」

　経験値の差なのか、こんな時でも三宅さんは飄ひよう々ひようとして落ち着いて見える。だが、それも三十分、一時間と過ぎるうちに、焦あせりの色が見えてきた。

「どうしますか、もうすぐチャペルに移動する時間です」

　本来なら俺がやらなきゃならない雑用を人に任せて、三宅さんと二人、花はな嫁よめの到着を待っていたのだが──。

「……マズイな」

　ぽつりと三宅さんが呟いた。

「とりあえず、両家親族の対面だけ済ますか」

　お前はここで待っててくれ、と言い残し、三宅さんが出ていった。

　十分ほどで戻もどってきた彼は一人ではなく、原さんと、原さんのご両親、福山さんのご両親を伴ともなっている。

「どういうことなんだ」

　口火を切ったのは、原さんのお父さんだった。

「なにか事故にでもあったんじゃないですか。福山さん、治美さんからの連絡は…」

　原さんのお母さんが冷静に問いかけたが、福山さんのご両親は揃そろって「いいえ、なにも」と首を横に振る。

　その時──ピピピ、と携帯の音が鳴った。

「……メールだ」

　原さんが、自分の携帯を取り出して画面を見る。

「治美からだ」

　ホッとしたように呟いた彼は、次の瞬しゆん間かん、顔を強こわ張ばらせた。

「──結けつ婚こん式は中止です」

　ええっ、とその場にいた全員が声を上げた。

「どういうことなの、慶一さん。治美さんになにがあったの？」

「……治美は来ません」

「だから、その理由を聞いているんだ！」

　原さんのお父さんが怒ど鳴なった。

「俺とは結婚できなくなったそうです」

「寄よ越こしなさい！」

　原さんの手から、携帯が奪うばわれる。黙だまって画面を見つめていた彼のご両親は、見る見る顔色を変えた。

「あんたたちは、娘むすめにいったいどういう教育をしているんだ！」

　怒りの矛ほこ先さきは、福山さんのご両親に向けられた。

「……と、言われましても……私たちも、娘に会うのは何年かぶりで…」

「突とつ然ぜん電話がかかってきて、結婚するから来てくれって言われただけで、慶一さんにお会いするのも今日が初めてですし」

　治美さんは、普ふ段だんからほとんど家族と交流がないという。

　冗じよう談だんじゃない、と原さんのお父さんはまた怒鳴った。

「まあまあ、落ち着いてください。ここで喧けん嘩かをしていても、埒らちが明きません」

　慌てて、三宅さんが両家の間に割って入った。

「花嫁さんなしではお式も披露宴も行えませんから……ご親族や来客の皆みな様さまに説明して、今日は中止ということに…」

「そんなみっともないことができるか！」

　原さんのお父さんは、怒りで拳こぶしをぶるぶる震ふるわせている。

「大事な取引先の人間も来ているんだぞ！」

「そうですよ。親しん戚せきにだって、言えやしませんわ。……だから私は、最初から心配だったのよ。慶一さんったら、突然どこの馬の骨ともわからないような女性を連れてきて、結婚するだなんて……。いくらでも、よい縁えん談だんがあったというのに」

「それでは私どもはこれで…」

　もめている原家を尻しり目めに、福山さんのご両親は言葉を濁して、こそこそと退室しようとする。

「ちょっと待ちなさいよ。そっちの娘の不始末なんだから、あんたたちにも謝ってもらわないと」

　原さんのお父さんがいきり立った。

「……そんな…」

　福山さんたちは困こん惑わく気味だ。

「責任を取ってくれ！　どれだけ恥はずかしい思いをすると思ってるんだ！」

「では、どうでしょう──」

　またもや割って入ったのは、三宅さんだった。

「身代わりを立てて、式を執とり行っては」

「はあ？　あんた、なにを言ってるんだ！」

　怒鳴られても、三宅さんは平気な顔をしている。

「原さんのご親族や関係者は、ご新婦の顔をご存知ないのでしょう？」

「……それがどうした」

「ならば、身代わりを立てたとしても、誰も気づかないということです」

　ズレてもいない眼鏡めがねの位置を指で直し、彼はスッと目を細めた。

「挙式さえ滞とどこおりなく終えてしまえば、ご両親も恥はじをかかずに済むし、謝る必要もない。この場は丸く収まるでしょう。披露宴は、新婦の体調が悪くなったとでも言って中止してもいいでしょう。皆さまにはお食事だけして頂いて…」

「社長…！」

　思わず、声を上げた。

　事務的に話を進めようとする態度が、とても無神経なものに思えた。それも、ただのお客さまではなく、原さんは友達のはずなのに。

　たとえこの場は丸く収まったとしても、それでいいのか？　そんな簡単な問題じゃないだろう？

「原さんの気持ちも考えてください！」

「君は黙っていなさい」

　ビシリと一いつ喝かつされて、仕方なく黙る。

　アシスタント風ふ情ぜいが口を出す場合じゃないのはわかるけど──。

「結婚式当日に花嫁に逃にげられた男というレッテルを貼はられるのと、ほとぼりが冷めたころに離り婚こんしたということにするのと──現在の日本での離婚率を考えれば、後者のほうが好こう奇きの目を向けられずにすむと、私は思いますが」

　澄すました顔で、三宅さんは続けた。

「問題は、新婦側のご親族やご友人関係ですが……」

「それでしたら、私どもが説明しておきます。その、新婦が別人になっているけれど、驚おどろかないようにと…」

　おずおずと、福山さんのご両親が言う。

　信じられないことに、ここにいる人間たちはもうすっかり身代わりを立てて式を行う気になっているのだ。──原さんでさえも。

「それでは、身代わりの新婦はこちらで準備致いたしますので、控ひかえ室に戻ってさりげなく談笑なさっていてください。三十分ほど遅おくれて、挙式を開始致します」

　ご両親を部屋から出し、原さんと三宅さんと俺だけが残った。

「おい、なんであんなことを…」

　両親の手前黙っていただけのようで、原さんが三宅さんに詰つめ寄った。

「まあ、待てって。お前だって、明日から会社で花嫁に逃げられた男だと陰かげ口ぐちを囁ささやかれるよりも、とりあえず今日をやり過ごしたほうがいいだろう？」

　──三宅さんの言っていることは、わからなくはない。原さんの立場を思えば、確かにそのほうがいいのだろう。なんとか今を切り抜ぬければ、今後の状じよう況きようも変わってくるのだ。

　だが、理り屈くつはそうでも、気持ちは割り切れるものなのか？

「……身代わりはどうするんだ」

　覚かく悟ごを決めたように、原さんは抑おさえた口調で聞いた。

　傷ついているのだろうに、必死で自分を抑えようとしているのだと思うと、見ている俺のほうがつらくなる。彼は、幸せになりたかっただけなのに──なぜ上手うまくいかないのだろう。どうして、福山さんは彼を裏切ったのだろう。

「義人」

　名前を呼ばれて、ハッと顔を上げる。

「……すぐに着き替がえて、メイクを」

　──はあ!?　と、俺と原さんは顔を見あわせる。

「な、なに、言ってるんですか、社長」

　表面上は落ち着いているようだけれど、実は今一番パニクっているのが三宅さんなのか？　そして、錯さく乱らんのあまり、自分がなにを言ってるのかがわかっていないとか？

「ウチのスタッフの女性を使うわけにはいかない。もしも原の関係者が、べつの挙式で顔をあわせるようなことがあったら、素性がバレる。モデルを用意している時間はない。だとすれば、お前しかいない」

「でも、俺は…！」

「いい加減にしろ、三宅。この子は、男だぞ」

　そんなものは見ればわかる、と三宅さんはしれっと答える。

「見てわかるんなら…」

　言いかけた原さんを無視して、三宅さんはいきなり指で俺の顎あごを捕とらえた。

「この顔なら、メイクすればごまかせる。男にしては身体からだつきも華きや奢しやだ。女性と並べばバレるだろうが、お前と並べばかなり小さい」

　──ここは、バカにされたと怒おこるべきところだろうか。

　だが、あまりにあまりな言葉に、俺は啞あ然ぜんとして声も出なかった。

「現実の女じゃ駄だ目めだ。義人なら、この世にはいない女になれる」

　原さんは、黙だまっている。

　なんとか言って！　嫌いやだ、と拒きよ絶ぜつして！　と目で訴うつたえたが、彼は俯うつむいてしまいじっと動かない。ならば、俺が断固拒否しなければ。

「ちょっと、待ってくださいっ。社長、だいたい俺に着られるドレスがあるわけないじゃないですか。そりゃ俺は、男にしちゃ体格は貧弱かもしれないけれど、女の人の服なんか入るわけ…」

「入るさ」

　さらりと三宅さんは言った。

「世の中には、お前よりずっと体格のいい女性だっているんだよ。お前、失礼だぞ」

「だ──……無理、です。俺が…」

　花はな嫁よめ役だなんて！　たとえメイクしたって、ドレスを着たって、男なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。きっと仮装大会のようになる。絶対笑われるし、原さんにも迷めい惑わくをかけてしまう──。

「お前、言ったろ？　原の幸せのために、なんでもするって。あの言葉は営業トークか？　心にもないことを、適当に口先で言っただけか？」

「そんな…」

「なら、実行しろよ。男なら、二言はないはずじゃないか」

　もう、逃げ場がない。いや、俺はともかく、原さんは──？

「……お前にはかなわないな」

　あきらめたように、原さんは苦く笑しようした。

「そんな今さら」

　三宅さんもニヤリと笑う。

　それだけで二人は通じあったみたいに、動きを開始した。

「鳴海くん、ごめん。助けてくれるかい？」

　──最後の逃げ道が塞ふさがれた。

　原さんに、真しん剣けんな目でそんなふうに言われたのでは、駄目です、なんてもう言えない。

　できないことをできると言うのは、かえって周囲に迷惑をかける。自分の限界を知るのが大人おとな──……そう教えてくれたのは、誰だっけ？

　なんでもしますなんて、軽々しく口にするものじゃないと、俺はつくづく思い知った。

　だけど、言ったからには、きちんと自分で責任を取るのも大人なのだ。

　笑われようが、驚かれようが、俺はこれから──花嫁になる。







「……見み違ちがえたな」

　ドレスを着て、プロの手でメイクを施ほどこされた俺を見て、原さんは呆あつ気けに取られたように言った。

「そうだろう。スゴイだろう」

　俺の隣となりで、三宅さんはご満まん悦えつだ。

「これならパッと見には、男だなんて絶対にバレない」

　その自信は、いったいどこから来るのか？

「あの…」

　足元がスースーする。

　ドレスの丈たけは引きずるほど長いのに、どうしてこんなに心こころ許もとないんだろう。どうせドレスで見えないのなら、下にズボンを穿はかせてくれればいいのに、それは駄目だと反対されてしまった。

　それどころか、ストッキングを穿かされ、ハイヒールを装着されてしまったので、歩くどころか立っているだけでも苦行そのものだ。

　ウエストはギュウギュウ締しめられて、息が詰まりそうだ。狭せまい肩かた幅はばに無理やり押し込められているので、肩かたもバリバリに凝こりそうだし。

「うーん、絶対メイク映ばえするだろうと思っていたが、これは予想以上のデキだな」

　三宅さんが絶賛してくれるメイクのせいで、顔は強こわ張ばるし、唇くちびるはぬるぬると気持ち悪い。睫まつげも重くて、瞬まばたきするだけで目が疲つかれる。

　女の人って大変なんだなあ、としみじみ思う。

「さあ、じゃあ本番だ。義人、頑がん張ばって」

　励はげまされて、見送られる。

　新しん郎ろうは一足先にチャペルへ。俺は、後から福山さんのお父さんと腕うでを組んで、バージンロードを歩くのだ。──男の俺が。……いや、これはもう考えないでおこう。

　とにかく今は、花嫁役をやり遂とげなければならないのだ。

　ぎくしゃく歩きながら、スタンバイしている福山さんのお父さんの許に急ぐ。

「……これは、綺き麗れいな花嫁さんだ」

　俺を見て、お父さんは気き遣づかうようにお世辞を言ってくれる。

「すみません。……本当なら、お嬢じようさんと歩くはずだったのに」

「いやいや、謝るのはこちらのほうですよ」

　あっけらかんと彼は言い、俺の手を取った。それではよろしく、となんだか事務的に挨あい拶さつすると、チャペルの扉とびらが厳おごそかに開く。

　始まってしまった。

　もう逃にげられない、と改めて覚かく悟ごして、俺は絨じゆう毯たんの敷しかれたバージンロードに一歩を踏ふみ出した。







　綺麗～、と誰かの声がする。

　お気遣いありがとう、と俺は胸の内で礼を言う。

　あとはもう、転ばないようにと必死で歩くだけだ。

　永遠に続きそうだったバージンロードも無事乗り越こえて、新婦の父から新郎へとバトンタッチ。

　初めてアシスタントとしてサポートするはずだった結けつ婚こん式なのに、まさか俺がここに立って誓ちかいの言葉を言うハメになるなんて。

　神さまゴメンナサイ、と懺ざん悔げしながら俺はお決まりの誓いを立てる。

「指輪の交こう換かんを」

　その言葉に、ギョッとする。

　ドレスはサイズがあったからよかったようなものの、指輪は無理だろう。女性の指にあわせたものが、俺に入るわけがない。と思ったのだが。

　原さんは、難なく俺の左手薬指に指輪を嵌はめた。

　つっかえもせずに入ったところを見ると、福山さんの指が太かったわけではなく、機転を利きかせた三宅さんが急きゆう遽きよ用意してくれたものなのだろう。

「──それでは、誓いのキスを」

　さらに驚おどろいて、硬こう直ちよくする。

　こちらを見る原さんも、複雑な顔つきだ。

　どうしよう……──どうするの？　と目で訴えかける。みんなの目があって無理なのはわかるけど、彼はなにも言ってくれない。

　顔にかかるレースのベールをそっと持ち上げ、原さんが身を屈かがめる。

　うわあっと叫さけびそうになった時──彼は、身構える俺の額に、軽く唇を接つけた。　>>>♥

　そして、ホッとするというよりは、脱だつ力りよくしそうな俺を見て、ニコリと余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる。

　さすがだ。

　なんていい人なんだろう、と思ったのも束の間、原さんだって男とキスなんかしたいわけないじゃんか、と気づく。

　我が慢まんしているのは俺だけじゃない。

　原さんが、一番つらいのだ。

　自分のことでいっぱいいっぱいだったとはいえ、ここに至ってようやくそれがわかったなんて、俺ってばボンクラにも程がある。

　彼が今、どんな気持ちなのか。

　本当だったら、親の反対を押し切ってまで結婚したかった愛する女性と、ここで永遠の愛を誓うはずだった。指輪の交換をして、誓いの口くち接づけを交かわすはずだった。

　それなのに、彼の隣にいるのは、滑こつ稽けいな男の花嫁だなんて。

　俺が謝る筋合いじゃないし、慰なぐさめる立場でもないのに──ぎゅっと抱だきしめて、背中を撫なでてあげたくなる。

　あんなに一いつ生しよう懸けん命めい、準備していたのに。ようやく自分の居場所を、家庭を作るはずだったのに。

　──考えただけで、胸が潰つぶれそうに痛んで、涙なみだが出そうになった。







　とりあえず挙式が終わり、写真撮さつ影えいだけ済ませてから、俺と原さんは着き替がえ室に戻もどった。

　来らい賓ひん者たちは披露宴会場に移動してもらい、そこで花嫁が具合が悪くなったために披露宴は中止する旨むねを告げる。用意した食事だけは召めし上がってもらい、引き出物を渡わたして解散──それらの対応は、三宅さんと他ほかのスタッフたちに任せて、俺は原さんと一足先に会場を脱だつ出しゆつした。

　俺は残って後処理を手伝うべきだと思ったのだが、たとえドレスを脱ぬぎメイクを落としたとしても、絶対に気づかれない保証はないから、と三宅さんが反対したのだ。そして、原さんに聞こえないように「しばらくそばにいてやって」とこっそり俺に耳打ちした。

　もしかしたら一人になりたいかもしれない、俺は邪じや魔まかもしれないと思うのだが、自じ暴ぼう自じ棄きになった原さんがなにをするかわからないと、心配なのは俺も同じだ。

　会場前からタクシーに乗り込み、行き先を告げようとしたものの、どうしようかと原さんの顔を見る。

「とりあえず、成田のホテルに行きますか？」

　明日の朝の飛行機で、新しん婚こん旅行に行く予定だったはずだ。今夜は成田で一いつ泊ぱくすると、聞いていた。

「いや、──俺のマンションに」

　彼は少し逡しゆん巡じゆんしてから、そう言って、タクシーの運転手に住所を告げる。

「旅行に行くはずだった一週間は、引き籠こもりの生活をするよ」

　なんでもないように、無理して笑っているのを見るのはつらい。でも、ここで俺が落ち込んだら、反対に慰めさせたり、気を遣つかわせることになってしまう。

「だったら、必要なものは俺が買い出ししてきますね。もし原さんが外出して、知りあいに会うと……マズイと思いますから」

「ありがとう」

「……旅行会社にキャンセルの連れん絡らくをするのは、社長が…？」

　え、と原さんの顔が強こわ張ばった。

「いや……キャンセルは……」

　困ったように、彼は口籠もる。

　まだキャンセルしていないのだ、と悟さとった。

「早く連絡したほうがいいですよ。前日なら、まだ当日よりもキャンセル料金は安くつくと思うし…」

　そういえば、旅行会社は福山さんの知人だったはずだ。原さんは、連絡しにくいのかもしれない。

「……俺がしましょうか？」

　出しゃばりだろうかと思いながらも、おずおずと申し出る。

　原さんはますます困こん惑わくした表情になり、なにか言いかけては黙だまり込む。

　そんな彼を見ていたら、まさか、と嫌いやな予感がした。

「あの──違ちがってたら、すみません。もしかしたら……旅行の手配、されていなかったんじゃないですか？」

　俺の言葉に、彼はぱっと顔を上げた。なにも言わなくても、彼の目が俺の言ったことを肯こう定ていしている。

　やっぱり、と思った。

　だが、それでは──。

　あの、一度だけ彼女が『ブルー・バードマン』にやって来た日、原さんは彼女に分厚いお金の封ふう筒とうを渡していた。百万くらい入っていそうだと思ったのを、覚えている。

　つまり、あの日旅行会社に支し払はらうのだと俺は思っていた。

　だけど、旅行の手配はされてない。では、あのお金は──どこに消えた？

　お金だけじゃなく、彼女の指には大きなダイヤの指輪が輝かがやいていた。あれだって、半はん端ぱな金額じゃないはずなのだ。

　これって、もう結けつ婚こん詐さ欺ぎの領域なんじゃないの？

「あの……出過ぎたことだと思うんですけど、もしも原さんが婚約不ふ履り行こうで福山さんを訴うつたえる気持ちがあるのなら、きっと社長も協力してくれると思うんです」

　あえて、詐欺ではなく『婚約不履行』という言葉を使った。原さんだって、結婚詐欺にあったなんて思いたくないだろうし──……会場には、彼女のご両親や親族だって揃そろっていたのだし。彼女だって、最初からお金目当てに原さんを騙だましたわけではないと思いたい。

　原さんのご両親に会ったり、いろいろと考えるうちに不安になって、逃げ出してしまっただけかもしれないのだ。

「……ああ、それは──そうだね、三宅に相談してみるよ」

　彼は力なく呟つぶやいた。それきり会話が途と切ぎれてしまい、タクシー内には妙みような緊きん張ちよう感かんが漂ただよう。

　なにか話をして、彼の気を逸そらしてあげられればいいのに、俺ときたらこんな時に気の利いた話題一つ思い浮かばないのだ。

「今日、このあと予定はある？」

　だいぶ経たってから、彼はふいに聞いた。

「えっ、いいえ、べつになんにも」

「なら、もう少し一いつ緒しよにいてくれるかな。……一人になりたくないんだ。夕食は、なんでも好きなものをご馳ち走そうするよ」

　こんな気の利かない俺でも一緒にいたいと言ってもらえるのが嬉うれしくて、俺はもちろん二つ返事で彼の申し出を受け入れたのだった。







　通路の窓から、東京タワーが見える。その向こうには、レインボーブリッジ。

　すごいなあと、胸の内で呟きながら、前を歩く原さんに遅おくれないようにとついて行く。

　タクシーが停とまったのは、都心の高層マンションの前だった。

　無む駄だに広いエントランス正面には、コンシェルジュの女性がいて「おかえりなさいませ」と出で迎むかえてくれた。奥のエレベーターホールからエレベーターに乗り、二十六階で降りる。

　エレベーターホールの前は足元から天てん井じようまでガラス張りで、絶景だけれど、高所恐きよう怖ふ症しようの人は住めないだろうなあと思う。

　ここは、もしかしたら原さんが福山さんと暮らすつもりで購こう入にゆうしたマンションなんだろうか。彼だけ先に越こしてきたのか、それとも半同どう棲せい状態だったのか──いや、それはないだろう。もしそうなら、結けつ婚こん式をドタキャンなんて真似はできない。

「どうぞ」

　促うながされて、彼の部屋に入る。

「……うわあ…」

　今度は思わず声に出てしまった。

　玄げん関かんも広いし、廊ろう下かも長い。

　リビングに通されると、大きな窓から外の景け色しきが見えて、これまたなんともゴージャスだ。

「……すごい、ですね」

　それ以外の言葉もなかったが、原さんは「そう？」と気のない返事を寄よ越こす。

　やはり別世界の住人だ。彼にとっては、このゴージャスさが日常なのだろう。俺の住んでいる、風呂ふろナシでトイレは共同のミニキッチン付き四よ畳じよう半はんの部屋を見たら、反対に驚おどろかれるだろうな、と思った。

「コーヒーでも淹いれるよ。酒……は駄だ目めか、未成年だったな」

　ぎこちない笑えみを浮うかべながら、原さんが言った。

「俺、やりましょうか」

　気を遣つかっているのが見え見えなのが申しわけなくて、そう言うと、彼は「いいよ」と首を横に振ふる。

「君は大切なゲストだからね。そのへんに座ってて」

　示されたのは、大型テレビの前にあるソファだ。広々した立派なソファには、いくつものクッションが無造作に置かれている。

　モデルルームみたいだ、と思う。

　生活感があまりなくて──……女性が出入りしている雰ふん囲い気きもない。

　やはりここは、原さん個人の住居なんだろう。結婚したら、どこか高級住宅街の新築一戸建てにでも引っ越すはずだったのかもしれない。──なんて、漠ばく然ぜんとしたイメージを膨ふくらませてみる。

「……駄目だ」

　想像もつかなくて、すぐに限界にブチ当たった。

「どうかした？　気分悪い？」

　彼がコーヒーカップを二つ持って、現れた。

「あ、いえ、その──すごいなって。こんなに大きなテレビ、初めて見たし。……ウチに置いたら、きっと近すぎて全体が見られないです」

「ええ？　そんなことないだろう」

　目を丸くしてから、彼は笑った。

　これまでの作り笑顔ではなく、ようやく普ふ通つうに彼が笑ってくれたことに、ホッとする。

「ホントです。ウチ狭せまいから……入らないかも」

「まさか」

　彼は謙けん遜そんしていると思っているようだが、現実はその「まさか」なのだ。貧富の差をしみじみと感じる。

「……今日は悪かったね。君まで巻き込んでしまって……三宅が身代わりを立てるなんて言い出すとは思いもよらなくて…」

　──いや、思いもよらなかったのは、花はな嫁よめがドタキャンしたことではないだろうか。

　そうツッコミたかったが、原さんはあえてその部分には触ふれたくないのだな、と思って黙ってかぶりを振った。

「こちらこそ。綺き麗れいなモデルさんを用意できればよかったんですけど、さすがに今日の今日だと、人材レンタル屋さんでも間にあわなかっただろうし…」

「え…」

　ぴくりと、原さんの頰ほおが強こわ張ばった。

　俺、今なにか言ってはいけないことを言っただろうか？

「あ、人材レンタルって、変なとこじゃないですよ。ちゃんとした会社です。時々、両家の釣つり合いが取れないからって、親族をレンタルして人数あわせすることもあるって聞きました。俺はまだ、そういう披露宴は見たことないんですけど」

「……そうなんだ」

　ふうん、と頷うなずいて、原さんはコーヒーを飲んだ。

　伏ふし目がちの目元には、若干疲ひ労ろうの色が見える。気き疲づかれも大きいだろうな、と思った。

「食事はどうする？　なんでも好きな料理を手配するよ。フレンチでもイタリアンでも、和食でも」

「俺はなんでもいいので、どうぞお気き遣づかいなく」

　いくらなんでも、彼の言葉に甘えて図ずう々ずうしくリクエストするのは躊躇ためらわれた。

「……じゃあ、適当でいいかな」

　言うなり彼は、インターホンの受話器を取り上げた。コンシェルジュに繫つながるらしいボタンを押して、待つこと数秒──。

「シェフの木きの下したさん、これから都合つくかな？」

　続いた台詞せりふに、ハア!?　と仰ぎよう天てんする。

　手配って──料理をデリバリーするんじゃなくて、シェフをデリバリー!?

　俺は慌あわてて立ち上がり、吞のん気きにコンシェルジュと打ち合わせしている原さんの腕うでを摑つかんで揺ゆさぶる。

「俺っ、宅配ピザでいいですから！」

　──っていうか、この人はなにを考えてるんだ？　本来ならば、新しん婚こん旅行のために成田にいるはずの夜に、自宅にシェフ呼んで悠ゆう長ちように飯食ってたらマズイんじゃないの？　周囲にバレると困るからって、身代わり結婚までしたんだぞ？

　いくらなんでも、吞気すぎる。

　いや、本当は宅配ピザでもなく、コンビニで弁当を買ってきたほうがいいんじゃないかと思うのだが、俺はよくても原さんは嫌いやだろうなと遠えん慮りよしているのだ。

　渋しぶ々しぶシェフをキャンセルした原さんは、コンシェルジュに宅配ピザの手配を頼たのんだ。

「……本当にピザだけでいいのか？」

「充じゆう分ぶんです」

　そう、と彼はしょんぼり肩かたを落とす。

　もしかしたら、豪ごう華かなディナーで傷心を癒いやしたかったのかも、と気づいたのはその時だった。俺はまた余計なことをしてしまったのかもしれない。

「──すみません、俺…」

「え？」

「せっかく、原さんが……言ってくれたのに、えっと、でも、あんまり豪ごう勢せいな食事だと気き後おくれしちゃうって言うか……このマンションだけでも、けっこう緊きん張ちようしてて……その…」

　しどろもどろに言いわけする。

「いいんだよ。君さえよければ、俺はなんだって。……奥さんに従います」

「奥さんって──」

「永遠の愛を誓ちかいあった仲じゃない？」

　冗じよう談だんっぽく彼は言った。

　原さんがこんな軽口を言うのは、少し意外な気がした。初対面の時は、ものすごく仏ぶつ頂ちよう面づらだったし、ニコリともしなかったのだ。どっちが本当の原さんなんだろう？

　俺に同情されまいと、無理してテンションを上げているような気もする。

「……無理しないでください」

「え…」

「俺がいないほうがよかったら、帰りますから」

「じゃあ、ピザはどうするんだ？」

　一人じゃ食べきれないよ、と彼は言った。それからちょっと目を伏せて、苦笑する。

「……噓うそだよ。言っただろう？　今日は……一人ではいたくない。君に、いてほしいんだ。迷めい惑わくでなかったら──いや、もう散々迷惑をかけ通しだけど、毒食らわば皿までってことで」

　作り笑いでもなく、さっき冗談を言って無理している笑いでもなく、俺のことを笑っているのでもなく──彼の寂さびしげな笑みに、胸をグサリと抉えぐられる。

　彼の悲しみがどれほどのものなのか、俺にはわからない。それでも、いてほしいと言われたからではなく、俺は自分の意思で、彼のそばにいたいと思ったのだった。

　これは、同情だろうか？

　いや、それでは原さんに失礼だ。同情はとても優やさしい感情だと思うけれど、される側は卑ひ屈くつになることもあるし、する側は高こう慢まんになることもある。

　第一、俺は彼に同情できるような立場じゃない。

　──なら、なんだろう？

　俺の、この、原さんをほっとけないと思う気持ちは。

　ふと、じっと俺を見ている彼の視線に気づく。いつのまにか、彼との距きよ離りがとても近い。

　端たん正せいな顔立ちが迫せまってくるのに、まるで誓いのキスをされた時みたいだ、と思った。

「……え？」

　キスだって？　そんなこと、あるはずないのに。

　だけど、原さんの顔はこんなに近くて──……。

　ピピピ、と携けい帯たいの呼び出し音が鳴った。途と端たんに、張り詰つめていた緊きん張ちよう感かんがふっと緩ゆるんで、原さんは小さく息をつく。

「──はい」

　携帯の画面を確かく認にんしてから眉み間けんに皺しわを寄せ、彼は電話に出た。

「……ああ、そうですか。それは、すみません。ご迷惑をおかけしました」

　切り口上で彼は言った。誰からの電話だろう、と思っていると、

「もう、いいです。お母さん、しばらくそっとしておいてください」

　彼の母親からなのだとわかった。食事が終わり、散会して帰宅したのだろうか。

「だから、それはこっちで片づけます。そちらにこれ以上の迷惑はかけません。もういいでしょう！　今は、次の縁えん談だんなんか考えられません。だいたい、皆みなさんは俺が結けつ婚こんしたと信じているんだから、おかしいと思われますよ。それとも、成田離り婚こんしたとでも吹ふい聴ちようするつもりですか？」

　幾いく分ぶんキツイ口調で言って、彼は電話を切った。

「……原さん」

　おずおずと声をかける。と、今度はインターホンの呼び出し音が鳴る。ピザが届いたという、コンシェルジュからの連れん絡らくだ。

　原さんはピザを受け取りに行き、俺はリビングのソファに一人残された。

　今の電話──原さんの台詞だけで想像する感じだと、彼の母親はすぐに次の縁談を持ち込もうとしているみたいだった。ドタキャンされて傷ついている彼に、それはあまりに無神経だ。でも、恋れん愛あいの傷は恋愛でしか癒せないというように、彼の母もまた心配するあまり、結婚の傷を結婚で癒そうと考えたのか？

「お待たせ」

　リビングに戻もどってきた彼の手には、大きなトレイが抱かかえられている。

　俺の知っている宅配ピザではなく、どこかのレストランから取り寄せたものらしかった。ピザだけでなく、サラダやスープもついているのは、原さんが手配したのか、それともコンシェルジュが気を利きかせたのか？

「さあ、食べよう。……嫌な思いをさせてしまって、すまないね」

　彼が謝る必要なんかないのに、謝られて恐きよう縮しゆくした。

「あの──電話……」

「うん、母からだった」

　ダイニングのテーブルに皿を並べて、彼は「どうぞ」と促うながした。俺は彼と向かいあって、椅い子すに腰こしを下ろす。

「……いくらでもいい縁談があるなんて言うんだよ。こっちはそれが嫌だから、こんな真似まねをしたというのに」

　苦々しげに、原さんは言った。

「三宅から聞いているだろう？　俺はこの歳まで、ずっと両親の自じ慢まんの息子を演じてきたんだ」

　黙だまって話に耳を傾かたむけていると、召めしあがれ、と勧すすめられる。

　ピザもスープもまだ温かく、すごく美味おいしい。全然、俺の知ってるピザじゃない。とろとろのチーズは味が濃こく、生き地じはさっくりしていて、載のせられている具も目を瞠みはるほど美味うまいのだ。

「……美味しい」

「それはよかった」

　彼も言いながら、ピザを食べた。

　いい育ちなのだな、と食べ方でわかる。手つきも、咀そ嚼しやくの仕方一つ取っても上品だ。

「親は自分の子供の幸せを考えている。それは、わかる。できるだけ失敗しないように、苦労のない道を歩ませようとする。なにもかもを、与あたえようとする。いい幼よう稚ち園えん、いい学校、いい友人……いい家庭教師、いい会社、いい仕事……キリがない」

　ある意味贅ぜい沢たくな悩なやみだ。なにも持たない人間からすれば、腹立たしいことこのうえない。だが──なにも持たないはずの俺だが、彼を贅沢だとは思えなかった。

「人生に、失敗は必要ないと思うか？」

　問われて、俺は首を横に振ふった。

「そうだ。転ばなければ、その痛みはわからない。だが、両親は、痛みなど知る必要はないと言う。俺は、そうは思わない。両親の言う『幸せ』が、本当に俺にとって幸せなのかどうか、ある時ふっとわからなくなった。空むなしくなった」

　以前、結婚式の打ち合わせをしていた時にも、彼はそんなことを言っていた。

　──俺の人生はなんのためにあるのか、と。

　原さんの人生は、原さんのためにあるのだ。ご両親のためじゃない。そんなことは、彼だってわかっているのだろう。

　だからこそ、自分の選んだ女性と幸せになろうとしたのだ。それなのに。

「なにもかも壊こわれてしまえばいいと思った。ブチ壊そうとしたんだ、俺は」

「原さん……」

「鳴海くん、俺は──」

　ふと、彼は言い澱よどみ、ナプキンで口元を拭ぬぐう。

「……楽しかったんだよ、結婚の準備をする間。両親が勝手に決めたことに従うんじゃない、三宅とプランを練って、相談して……」

　俺はピザの脂あぶらで汚よごれた指先を拭ふき、じっと彼を見つめた。静かに立ち上がった原さんが、ゆっくりと俺に近づいてくる。

「君を巻き込んで、本当にすまないと思っている」

「そんなことは…」

「だけど、三宅のところで君に会って、話をして、楽しかった」

　──え？　と思った瞬しゆん間かん、彼が俺に覆おおい被かぶさってきた。悲しみや空しさを持て余し、縋すがってきたのだと思った。

「原さん？」

　背中に回された手に、ぎゅっと力が籠こもるのがわかった。

　彼は、救いを求めているのかもしれない。俺に──？　俺に、なにができるんだろう？

　彼を救うことなんて、できるはずがないのに。

　わかっているのに、おずおずと彼の背中に手を回す。

　これは同情じゃない。

　だけど、原さんのためになにかができるなら、俺にできることなら、なんでもしたかった。

　そう思ったことを口にして、後こう悔かいしたばかりだというのに──それでもまた俺は思うのだ。彼のためにできることがあれば、と。
















　──流されている。

　わかっているけれど、もう、自分でも止められない。

　彼も俺も男で、こんなことをするなんて間ま違ちがっている。俺に彼が慰なぐさめられるわけもないし、彼にとってこれは一時の気まぐれにすぎないはずだ。

　寂さびしくて、人ひと恋こいしくて、そんな時にたまたま俺がそばにいた。それだけのことだ。

　そんなこともみんなみんなわかっているのに、どうして俺は彼の手を握にぎり返してしまったんだろう。

　なぜ、彼の口くち接づけに応こたえてしまうんだろう。

　ベッドへと誘いざなわれ、間近で原さんの顔を見上げる。薄うす暗ぐらさも手伝って、表情がよくわからない。

「義人」

　名前を呼ばれて、ただでさえドキドキして口から飛び出しそうだった心臓が、一ひと際きわ大きくドキンと鳴った。

「……いいのか？」

　躊躇ためらうように、彼は聞いた。

　でも、そんなこと聞かれても困る。俺には──わからない。これからどうなるのかも、どうしてこうなっちゃったのかも。

　わかってるのは──……。

「……原さんが、いいなら──いいんだ」

　ありがとう、と囁ささやいた唇くちびるが、俺に触ふれる。

　結けつ婚こん式の誓ちかいの時と同じように、額に。それから、こめかみを伝って頰ほおを吸い、顎あごを辿たどり唇へ。

「……ん…」

　気が遠くなるほど長い口接けに、息苦しくなって僅わずかに開けた隙すき間まから、彼の舌が潜もぐり込んでくる。我が物顔に口こう腔こうを動き回る柔やわらかな感かん触しよくに、くすぐったさと痺しびれが走った。混ざりあった唾だ液えきが喉のどに流れ込んでくるけれど、それは全然不快じゃなくて、甘ささえ感じるほどだ。

「義人…」

　彼が、俺の名前を呼んでくれる。そのことが、嬉うれしい。

　福山さんのことをどれほど好きだったか。裏切られて、どんなに悲しかったか。抱えきれない感情を持て余して、原さんは俺に縋った。

　俺は福山さんの代わりなんだろうと、わかっている。俺自身を見てくれているわけじゃない。だけど──名前を呼んでくれるのだ。福山さんではなく、俺の名前を。

　それだけで、充じゆう分ぶんだ。

　いつのまにか服を脱ぬがされ、原さんも俺に跨またがったまま裸はだかになった。

　直接触れる体温と感触に、緊きん張ちよう感かんがピークに達した感じだ。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　強こわ張ばっている俺の身体からだを撫なでながら、彼は言った。

「ひどいことはしない。……優やさしくする」

　そんなこと、と笑おうとしたけど、失敗した。でも、室内は薄暗いから、彼にはバレなかったと思う。

　女の子を相手にしているわけじゃないんだから、そんなに優しくしなくても平気だ。俺は男なんだし──だからかえって、どうしたらいいかわからない部分もあるんだけど。

「……原さん、俺、どうしていたらいい？」

「俺に任せていてくれればいい」

　まるで女性に囁くように、優しく甘ったるい声だった。

　そうだ──今、俺は女なんだ、と思った。

　原さんだって、そう思いたいのに違ちがいない。だから、俺のことを女の子みたいに扱あつかおうとしている。優しくしてくれる。

　失望する必要はなく、それはしょうがないことなんだと思う。普ふ通つう、そうだろう。

　俺は──なにを考えているんだろう？

　女の代わりにされたくない？　名前を呼ばれて、嬉しい？

　それではまるで、俺が俺──鳴海義人として、原さんとどうにかなりたいみたいじゃないか。

　そこまで考えて、ギョッとする。

　──そうだ。普通なら、ありえない。男の俺が花はな嫁よめの代理を務めたことはもちろんだけど、こんなふうに彼を慰めようとするなんて。

　俺はどうして、抵てい抗こうしない？

　なぜ、流されるままにこうして彼を受け入れようとしているのか。

「義人？」

　両手を伸のばして、ギュッと原さんにしがみつく。

　──俺は、この人のことが、好きなんだろうか。

　それ以外、理由が見つからない。

　彼を可哀かわい相そうだと思ったけれど、俺は同情できるような立場じゃないし、同情だけでこんなことまでできないだろう。

　好きなのか──。

　もう一度、胸の内で呟つぶやく。

　いったいいつ、どうして、そんな感情が生まれたんだろう？

　原さんのことだって、よく知らないくせに、なぜ好きだなんて思うのか──。

「あ……」

　彼の手が、身体の輪りん郭かくをなぞって下りていく。唇が首筋を伝い、掌てのひらが平らな胸の辺りを所在なく動き回った。

　女性ならあるはずのふくよかな胸の膨ふくらみが俺にあるはずもなく、原さんは我に返るんじゃないかと思った。いくら触さわっても骨と皮ひ膚ふの感かん触しよくしかないその部分に、興ざめするんじゃないかと。

　けれど、彼の手は何度も胸の上を往復する。そうして、指先は胸の先せん端たんを引っ搔かくように触ふれてきた。

「……ん…っ」

　一瞬、ピリッと電気が走ったような気がした。

　皮膚とは少し違ちがうその部分が、弄いじられているうちに硬かたく凝しこってくるのが自分でもわかる。

「ん──ん……」

　くすぐったいのと恥はずかしいのと、なんだかせつないような疼うずきが込み上げてくるのとで、俺は身を捩よじった。

「あっ」

　不意に彼の唇が、今まで指先が捏こねていた部分に触れる。濡ぬれた舌の感触に続いて、軽く吸われ、甘く歯を立てられる。

「……あ、あっ」

　男なのに──こんなところを弄られて感じるなんて、どこかおかしいんじゃないだろうか。

「は、原さん……もう──」

　やめてほしい、と涙なみだ目めで見上げたが、彼は聞いてくれなかった。それどころか、胸を弄られたことで反応してしまった中芯しんに気づいて、今度はそこに手を伸のばす。躊躇ためらいもなく握にぎり込まれ、刺し激げきを与あたえられて、半勃ちだったそこは待っていたように熱を持っていく。

「……っ…──ん…」

　俺が感じるところを的確に探り当てて、彼の指の動きは次し第だいに速くなった。

「あ、あっ、……──……！」

　身体の中でどんどん膨ふくらんでいく風船は、今にも弾はじけてしまいそうだ。もう少し、と思った瞬間、ふっと彼の指が離はなれていく。

「え……？」

「触さわってくれるかい？」

　原さんは俺の手を取って、自らの硬く屹きつ立りつした部分に導いた。

「……あ」

　押し当てられた手の中で、それはどくんと熱く脈打った。

「あの…」

「嫌いや？」

「……じゃ、ないです。へ、平気。でも……俺、上手うまくできるかどうか…」

　しどろもどろに言いわけすると、大丈夫、と彼は言う。

「義人の手が触れてるっていうだけで、もうイキそうだ」

「え、えっ」

　噓うそだよ、と彼は笑う。

「──もう、義人の体内に入らなければ収まらない」

　冗じよう談だんめかした口調だったが、原さんの瞳ひとみの奥に切せつ羽ぱ詰つまったものが見えた。

「俺の、なか…」

「入れてくれる？」

　って、どうやって？

「足、もうちょっと開いて」

　言われるままに、おずおずと足を開く。勿もつ体たいぶっているわけじゃなく、たかが足を開くだけのことがけっこう難しい。

「……ひゃ…っ」

　冷たいものが、背後に触れた。

「あ、ごめん。冷たかった？」

　いつのまに用意していたのか、彼は透とう明めいなジェルを掌てのひらに受けて指先で軽く搔かき混ぜている。さっき冷たかったのは、掌で温められる前に直接垂らされたせいらしかった。

「あっ」

　なにかが体内に潜り込んできた。

「もう冷たくないだろう？　痛い？」

「……くない、けど」

「けど？」

「……少し、びっくりして…」

　大丈夫だよ、と彼は耳元で囁いた。

「ゆっくり、ゆっくりするから」

　その言葉どおり、原さんは本当に気が遠くなるくらいの時間をかけて、ゆっくりゆっくり俺を蕩とろかせていったのだった。

　中ちゆう途と半はん端ぱに放り出されていた俺の中芯は、彼の長い指が体内でくねったり挫くじかれたりするうちに、いきなりパンと弾けてしまった。

　俺は突とつ然ぜん空中に投げ出されてしまったようで、一いつ瞬しゆんなにが起こったのかもわからなかった。

　全身に震ふるえが走って、どっと汗あせが出る。

「……なに、──なに、これ…っ」

「大丈夫。気持ち悪くないだろう？　平気だね？」

　彼の言葉はまるで暗示のように、何度もくりかえされた。そう言われると、平気な気がしてくるのだから不思議だ。

　がくがくと頷うなずく俺の足を、原さんがそっと抱かかえる。

「──な、んで。なに、するの……？」

　引き抜ぬかれた指の代わりに、熱く張り詰つめたものが押し当てられる。彼はそのまま容よう赦しやなく腰こしを進めた。

「う、あっ」

　腰こし骨ぼねがずれるような、衝しよう撃げきを感じた。

　内臓が押し上げられて、胃のあたりまで苦しい気がする。お腹が熱い。熱くて、きつくて、息が詰まる。

「……だ、め──だっ、原さ……無理…っ」

「もう入った」

　原さんも苦しそうに、眉まゆを顰ひそめている。ハッハッと短い息をつきながら、掌で俺の額にかかる前まえ髪がみを撫であげる。

　そうして、彼は俺の額にまた口くち接づけた。

　優しいキスだった。

　胸の奥がギュウッと痛くなり、知らず、彼を締しめつけていたようだ。

「息を吐はいて」

　無意識に止めていた息を、言われるままにふうっと吐き出す。と、その隙すきを突つくように、彼がグンと腰をグラインドさせた。

「──……ああっ」

　眩暈めまいがした。

　頭を摑つかまれて、大きく振ふり回されるような、変な感じだ。衝撃は下半身にあるのに、どうして頭がクラクラするんだろう。　>>>♥

「……っ、──……っ、……ん……っ」

　やがて彼は一定のリズムで動き出した。

　身体からだの奥を、なにかが這はっているようだ。突き上げられて、引き出される──そのくりかえしに、頼たよりなく足が揺ゆれている振しん動どうが少し遅おくれて伝わってくる。

「──義人…っ」

　強く俺を引き寄せて、原さんは名前を呼んだ。

　そして──彼は俺の一番深い場所で爆はぜ、ずしりと重い澱おりのようなものが沈しずんでいく快感に、俺は鳥とり肌はだ立ったのだった。
















　白々と明けてきた朝の道を、とぼとぼと歩く。

　最寄りの駅は、たぶんこの方向で間ま違ちがいないはずだった。到とう着ちやくするころには、始発電車が出るだろう。

　足を踏ふみ出すたびに、あらぬ場所に疼とう痛つうを感じ、消え入りたいような後こう悔かいに襲おそわれる。

　よく眠ねむっている原さんを一人置いて、出てきてしまった。

　一度では終わらなかった交わりに、なにかがまだ体内に残っているような異物感が拭ぬぐえない。溺おぼれるものが藁わらに縋すがるように、彼は何度も俺を欲ほつした。

　いや、俺ではなく──……心の隙すき間まを一瞬でも埋うめてくれるなにかを欲したんだと思う。

　わかっているのに、俺はそのたびに彼の優しさと温ぬくもりに溺れた。痛みや苦しさもあったけれど、強きよう烈れつな快感はそれに勝まさっていたと思う。

　行こう為いを終えてからも、彼は俺を抱だきしめて眠った。絡からみつく腕うでの強さに、俺は一いつ睡すいもできなくて──規則正しい寝ね息いきを聞きながら、じっと動けずにいたのだ。

　カーテン越ごしに外が少しずつ明るくなっていくのがわかって、俺は彼の腕を抜け出し、床ゆかに散らばっていた服を拾って身につけ、後も見ずに逃にげ出した。

　十二時の鐘かねの音を聞きながら階段を駆かけ降りたシンデレラは、こんな気持ちだったんじゃないだろうか。

　急がなければ、魔ま法ほうが解けてしまう。

　みすぼらしい正体が露ろ見けんする前に、早く、早く逃げ出さなければ。

　眩まぶしい朝の光の中で俺を見た原さんは、きっと後悔するだろう。夜の闇やみに紛まぎれて生まれた錯さつ覚かくと衝しよう動どうは、瞬またたく間に消えてしまう。

　彼のガッカリした顔を見るのは、今身体に残る痛みよりもずっと堪たえ難いに違ちがいない。

　彼は三宅さんの友人だけれど、もう『ブルー・バードマン』に来ることはないだろう。結けつ婚こん式は終わってしまった。三宅さんと会うのは、きっとプライベートのことになる。だとすれば、俺とはもう二度と会うこともないのだ。

　あれは──一時の夢だと思おう。

　彼に感じた気持ちも、束の間の夢だと忘れよう。

　そうでなきゃ、つらすぎる。

　俺とは違う世界にいる人だ。寂さびしさとか、せつなさをほんの少し共有できたような気がしても、そんなことは俺の思い上がりなのかもしれない。

　全部忘れるのは、自分のためだ。過ぎた夢は、見ない。







　ドアを開けて、フウ、と息をつく。

　──本当に、長い夢を見ていたみたいだ、とあらためて思った。

　目の前にあるのは、薄うす汚よごれた四よ畳じよう半はん一間の部屋。ところどころ塗ぬりが剝はがれた、ミニキッチン。たいした家具の一つもないけど、ささやかな俺の城だ。

「……これが、現実」

　さっきまでいた原さんのマンションとは、雲うん泥でいの差だけれど、ここが俺の場所なのだ。

　隅すみっこに畳たたんで積まれた布団ふとんを広げ、ごろりと横になる。

「疲つかれた……」

　身体のあちこちが、だるくて重い。ものすごく疲れているのに、頭が変に冴さえて眠れない。

　ふと、寝ね返がえりを打った拍ひよう子しに、ふわりと甘い香かおりがした。

「……？」

　手首に鼻を近づけ、クンクンと嗅かいでみる。とくになにも匂におわないので、衣服を持ち上げてさらに嗅いだ。

　あらためて嗅ぐと匂わないのに、動くとふっと匂うのはどうしてだろう？　それに、この匂いは──。

「……原さんの移り香が…？」

　現実なのは、ここだけじゃない。

　さっきまで──原さんと一いつ緒しよにいたのだって、夢なんかじゃなかった。あれも確かに現実だった。

　せつないような、やるせない想おもいが込み上げてくる。

　それでも、微かすかに残る彼の香りに包まれているうちに、俺はうとうとと眠ってしまったようだ。

　なにかを叩たたく音で、ふっと目が覚めた。

　うるさいなあ、なんの音？　と思いながら目を開けると、窓から差し込む光はすでに夕暮れのものだ。この部屋の小さな窓は西向きなので、歪ゆがんだガラス越しにギラギラと西日が入ってくるのだ。

「ヤバ…っ！　仕事！」

　枕まくら元もとの携けい帯たいを摑んで確かく認にんすると、時刻は午後四時。ぐっすり寝ね込こむにしても程がある。

　カーッと頭に上った血の気は、一いつ瞬しゆんでサァッと引いていく。その間も、ドンドンという音は続いている。

　それが、自分の部屋のドアをノックする音だという認識は、かなり遅れてやってきた。

　仕方なく、ひとまず携帯を置いて、ドアを開ける。

「今開けます。どなた──」

　ドアの外に立っていたのは、背の高い中年の男性だ。なにかのセールスだろうか？　まったく見覚えがない人だった。

「あの…」

「ああ、よかった。いらっしゃるようなのにお返事がないので、具合が悪くて倒たおれているんじゃないかと心配しました」

　男は、やけに親しげな口調で言った。

「すみません、寝込んでて……えっと…」

「三さん幸こう不動産の者です。沢さわ田だといいます」

　言いながら、彼は名めい刺しを出した。

　三幸不動産といえば、この部屋の管理をしている不動産屋さんだ。ここの大家さんは前まえ原はらさんというおばあちゃんで、一階に住んでいる。

　でも、不動産屋さんがなんの用だ？　家賃はちゃんと納めているし、隣となりや下の部屋に苦情を言われるようなことをした覚えもないけれど──。

「少しお話があるんですが、よろしいでしょうか？」

「はい……」

　沢田さんは、靴くつを二足も並べればそれだけでいっぱいになるささやかな上がり口に入ると、後ろ手にドアを閉めた。

　室内に入ってもらったほうがいいのかと思ったが、布団が敷しきっぱなしだ。いや、それもすでに丸見えなのだが。

「……実はですね、こちらの大家さんのおばあちゃん……前原さんが、老ろう人じん保ほ健けん施し設せつに入所されまして…」

「え…？」

　なんのことかと、首を傾かしげる。

「前々からちょっといろいろ話が通じなかったり、おかしいなあと思うことがあったんですがね。えーと、認知症、というヤツです。ま、お歳ですから」

　前原さんは、八十歳くらいだろうか。年ねん齢れい的には納なつ得とくできないこともないけれど、その歳には見えないような矍かく鑠しやくとした女性なのだ。一昨日顔をあわせた時だって、普ふ通つうに挨あい拶さつをしたのに──。

「それで、前原さんの息子むすこさんと相談した結果、老人保健施設に一時預かってもらって、その間にここを二世帯住宅に建たて替かえて、一緒に暮らしたいということで…」

「え、えっ、あの、ちょっと待ってください」

　いろいろ言われて、混乱してきた。つまり──どういうことだ？

「幸い、現在こちらに入居されているのは、鳴海さんとあともうお一人だけなので、大変申しわけないとは思ったのですが、新しい住居はこちらで紹しよう介かいさせて頂きますし、引っ越こしにかかる費用も負担したいと前原さんの息子さんがおっしゃっていまして」

「……俺、ここを出なきゃいけないってことですか？」

　──結論は、それだけのことなのだ。

　すみません、と沢田さんは深々と頭を下げ、手にしていた茶ちや封ぶう筒とうから何枚かの不動産物件の図面を取り出した。用よう意い周しゆう到とうだ。

「この中で気に入ったお部屋がありましたら、即そくご入居できます。引っ越し業者の手配もこちらで致いたしますし、敷しき金きん礼金のご心配もありません」

　即出ていけ、と言わんばかりのニュアンスに、俺は項うな垂だれるばかりだ。

　この部屋の家賃は、月二万円だ。トイレは共同だし、お風呂ふろもないし、なによりも「部屋が空あいているとかえって物ぶつ騒そうだから」と、前原さんが道楽半分で貸してくれているとのことだった。こんな部屋が、この紹介物件の中にあるとは思えない。

　事実、パラパラと捲めくって間取りや日当たりなどの詳しよう細さいを確認するまでもなく、家賃は最低でも五万だ。

「あの……もうちょっと、安いところは……」

　おずおずと言ってみる。

　沢田さんは、困ったような表情を浮うかべた。

「今時、ここのような部屋はねえ……。同じくらいの家賃だと、押し入れみたいなたたみ一畳分くらいのスペースを貸すっていう、変わった物件もありますが…」

「それでもいいです」

「今は、空いてないんですよ。どうしてもとおっしゃるなら、空きが出ましたら優先的にお知らせしますから、ひとまずべつの部屋で待たれるというのはどうですか。とにかく、この部屋は至急開けてほしい、明日にでも取り壊こわして建て替えたいというのが、息子さんのご希望でして」

　そうですか、と呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……あの、そのたたみ一畳分くらいの安い部屋っていうのは……すぐに空きが出るんでしょうか？」

　いやあ、と沢田さんは首を捻ひねった。

「海外からの留学生や労働者にも人気ですからねえ。なかなか空きは…」

　べつの部屋で待っていても、いつ空くかわからないということなのか。そんなのは、困る。なんの保証もないのに、毎月五万も六万もの家賃を払はらい続けていけるかどうか自信がない。

「……少し、考えさせてください」

　受け取った物件の用紙を見つめながら、俺は言った。自分の手が微かに震ふるえているのに気づき、きっと沢田さんにも気づかれただろうと思うと、情けなかった。

「わかりました。それでは、その中に気に入った物件がないようでしたら、またいくつか見み繕つくろって持って参りますのでご連れん絡らくください」

　そんな俺を気き遣づかってくれたのか、沢田さんはそう言うとあっさりと帰ってしまった。

　ドアの鍵かぎをかけて布団のそばに戻もどり、俺はがくりとその場に座り込む。

　──どうしよう。住むところがなくなってしまう。

　貰もらった物件案内を広げてみたが、どこも一応バストイレ付きで、この部屋よりも住み心ごこ地ちはよさそうだ。だが、先立つものがない。

　不動産屋さんは、三幸不動産だけじゃないし、賃貸住宅情報誌で探せばここのような部屋も見つかるかもしれない。でも、その場合の引っ越し費用は貰えるんだろうか？　敷金や礼金もかかるだろうし──。

「……社長に相談してみようか…」

　ふと浮かんだ考えに、ハッとする。

「そうだ。仕事！」

　顔を上げた瞬しゆん間かん、携帯が鳴り出した。メインディスプレイには『ブルー・バードマン』の文字が表示されている。

「すみません！　俺っ、寝ね坊ぼうして…！」

　電話は、三宅さんからだった。

『ああ、いいよ、いいよ。昨日はお疲つかれさん。どうせ原がワガママ言って、引き止めたんだろう？　悪かったな、あいつのお守もりを義人だけに任せてしまって』

　怒おこられずにすんだことにホッとしたものの、結局無断欠勤してしまったことには違ちがいないので、自己嫌けん悪おに陥おちいってしまう。

「俺、これから行きますので！」

『ん？　いや、いいよ。今日はそんなに忙いそがしくないし、ゆっくり休んでまた明日からお願いします』

「……はい。あの──社長…」

『連絡がなくて、なにかあったかと心配しただけだから。それじゃ』

　家のことを相談しようかと思ったけれど、言いそびれてしまった。寝過ごして連絡もしなかったうえ、貰った電話で相談するなんて図ずう々ずうしいような気がしたのだ。

　三宅さんには、明日相談してみよう。電話ではなく、直接会ってしたほうがいい、と考える。

「……腹減った……」

　昨夜、原さんの家でピザを食べて以来、なにも食べてなかったことに気がついた。

　冷蔵庫を覗のぞいても目ぼしいものはなく、コンビニまで行くことにする。財布の中身を確認して、部屋を出た。

　老ろう朽きゆう化かした外階段は、足を踏ふみ出すたびにグラグラ揺ゆれる。この建物は、築何年くらいなんだろう。大家さんの年齢を考えると、もしかしたら五十年くらい経たっているのかもしれない。

　建て直したいと考えても無理はない、と贔ひい屓き目めを入れてもボロイ外観を見上げた。

　悩なやんだって考えたって、どうしようもない。俺にできるのは、これから住む場所を探すことだけだ。

　お腹なかが空すいていると、どうしても考えは悲観的な方へ向かってしまう。

　とにかくなにか食べよう、と足を速めた時だった。背後から、パッパーッとクラクションの音がした。

　なんだろう、と思ったけれど、自分に関係があるとも思えなかったので、振ふり向きもせずに歩く。すると、またパッパーッと音がする。

　周囲を見回し、ゆっくりと振り返る。

「……あ」

　ちょうど、路ろ肩かたに寄せられた車の運転席から、一人の男が降りてきたところだった。

「──原さん」

　ぽつりと呟く。

　彼はまっすぐに、俺の前までやって来た。

「どうしたんですか、こんなところに…」

　すごい偶ぐう然ぜんだ、と思ったら違った。

「君の家に行くところだったんだ。そしたら、目の前に君がいて──」

　俺の家に？　どうして？　と首を傾げる。

「……身体からだは、平気？」

　心配そうに顔を覗き込まれた途と端たん、カッと赤面してしまう。昨夜のことが、一いつ瞬しゆんで生々しく思い出されてしまった。

　あれは夢じゃなかったんだよ、とあらためて告げられたような感じだった。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　強がりでもなく、答える。

「心配したんだ。目が覚めたら、もういなかったから。……三宅に連絡したら、今日は休みだと言われて…」

「寝坊しちゃったんです。ちょっとだけのつもりで横になったら、気がついたら夕方で。……無断欠勤してしまいました」

「疲れが出たんじゃないかな。もし三宅に怒られたら、俺が謝るから」

　いえ、と曖あい昧まいに首を横に振った。

　原さんに謝られたら、かえって困ってしまう。

「……どこに行くところだったんだ？」

　ふと気づいたように、彼は聞いた。

「よかったら、車で…」

　そうつけ加えて、背後の車を指差す。

「え、いいです。すぐそこのコンビニに行くだけですから」

「コンビニ？　一いつ緒しよに行っていい？」

「いいですけど……」

　思わず口籠ごもってしまう。

　彼の前で、コンビニ弁当を買うなんて──ちょっと気が引ける。いや、これが俺なんだから、今さら格好つけたってしょうがない。第一、俺の家に行くところだと言ったってことは……俺の家を知ってるってことだろう。三宅さんに住所を聞いただけで、どんなところなのかまでは知らないだろうけれど──……見たらきっと驚おどろくに違いない。

　彼の周囲には、まず見当たらない住居だよなあと、卑ひ屈くつに思うでもなく考えた。

「買い物？」

　さらに聞かれて、ハイと頷うなずく。

「……家に食べるものがなかったので、適当に」

「じゃあ、食事に行こうよ」

　あっけらかんと彼は言った。

「え──」

　こういう時、なんて返事をすればいいんだろう？

　最初に身体のことを気遣ってはくれたものの、今はもう、原さんは昨夜のことなんておくびにも出さず、気にしている素そ振ぶりすらない。なにもなかったように、普ふ通つうに俺に接してくる。

　──そうか、と悟さとった。

　なかったことにしたいのだ。なにもなかったことにして、ただ単に、彼は俺を友人の部下として接することにしたのだろう。

　それなら俺も、なにも気にしなくていい？　普通にしていればいいってことか？

　なぜか胸の奥がチリリと痛んだが、俺は〝これでいいんだ〟と自分を納なつ得とくさせた。俺だけが意識して、ギクシャクしてしまうのも悪い気がする。

「お腹空いているんだろう？　俺もだ。美味うまい和食を食わせるところがあるから、つきあってくれるかな」

「……あ、いえ、でも──えーと…」

　困って俯うつむいた拍ひよう子しに、自分の足元が見える。サンダル履ばきだ。

「俺、コンビニに行くだけのつもりで出てきたから、足元こんなんだし」

　ほら、と片足をちょっと上げてみせる。

「財布にも、少ししか入っていないんです」

　持ち合わせの少なさは、いつものことだ。

「かまわないよ。そんなに身み嗜だしなみにうるさいところじゃないし、誘さそったのは俺だから、費用の心配はしなくてもいい」

　そうですか、それなら、と言えるわけがない。だが、俺が返事を渋しぶっている間に、彼は強ごう引いんに俺の腕うでを摑つかむと、路上駐ちゆう車しやしてある車目指して歩き出してしまう。

「あのっ、は、原さん？」

「急ごう。もうお腹がぺこぺこだ」

　──それは俺もだ。

　もしかしたら、彼も昨夜から食べていないのか？

　まさか、とすぐに打ち消して、仕方なく彼の厚意に甘えることにした。気にしていないふりをしているけれど、彼もまた昨夜のことが引っかかっていて、俺に借りでも作った気になっているのかもしれない。

　忘れていたけれど、本当なら彼は今ごろ新しん婚こん旅行中なのだし──。

「原さん、いいんですか。出歩いて…」

　もしも昨日披ひ露ろう宴えんに招かれた人と、鉢はち合あわせしたら大変だと思うのに、彼はそのあたりはまったく考えていないようだった。

「大丈夫だよ。行動範はん囲いが違ちがうからね」

　けろりと言って、原さんは俺を助手席に座らせると、車を発進させたのだった。







　連れていかれたのは、店ではなかった。

　今朝出てきたばかりのマンション──原さんの部屋だ。

「……あの…」

　ついてきたものの、呆ぼう然ぜんと玄げん関かんに立ち尽つくしていると、インターホンが鳴っているのが聞こえてきた。

「失礼」

　原さんはゆったりと大おお股またで室内に入っていき、すぐに戻もどってくると玄関のドアを開けた。

「いいタイミングだった」

　すぐに、板前らしき男が二人やってくる。

「毎度ありがとうございます」

　二人は、原さんに向かって深々と頭を下げた。

「腹ペコなんだ。宜よろしく頼たのむよ」

　はい、と彼らは慣れた様子でキッチンへと入っていった。

「さ、義人も入って。すぐ食べられるものも持ってきてくれるように、頼んであるから」

「……あの人たちは…」

「割かつ烹ぽう料理の板前さんたちだよ。ここの店の料理は美味いんだ」

　もう、苦く笑しようするしかない。確かに、サンダル履きでも気にしなくていい場所だし、原さんが手配したのだから、よほどの名店の板前さんたちなのだろう。

　だけど──昨夜のことを意識しないでいられるほど、俺は人間ができていない。

　原さんと寝ねた寝しん室しつのドアがちらりと視界を過よぎって、胃の奥が竦すくむような感じがした。嫌いやな感じではないけれど、なにか──得体の知れない力のようなものに、搦からめ捕とられていくみたいな気がするのだ。

　俺は原さんのことが好きだけど、彼は別世界の住人──なにかにつけそのことを思い知らされる。できればこのまま、下手へたな夢を見ないように離はなれたほうがいいんじゃないかと思う。

　夢は、覚める。

　覚めた時につらい思いをするのは、自分なのだ。

　知らなければ知らないまま済まされたことが、知ってしまったばかりに、失うつらさや苦しさに苛さいなまれるのは──怖い。

　ショーウィンドーの中の綺き麗れいなお菓か子しは、遠くから見ているだけなら味だってわからないし、わからなければあれこれと想像するだけで終わる。でも、一度味わってしまったら──二度と食べられないとわかった時につらい。どれほど甘くて美味しいか、わかっているだけにあきらめきれない。それと同じだ。

　原さんは俺にとって、手の届かない、甘くて美味しい高級菓子と一緒なのだ。







　出された料理は、どれも美味しかった。

　今まで食べたこともないような刺さし身みや、煮にしめ、揚あげたての天ぷら──豪ごう華かな器にそれぞれ少量の料理が盛りつけられているのだが、正直なところをいえば、もっとたくさんの量を食べたい。俺は、質よりも量なのだろう。空腹も手伝って、ガツガツしないようにするのがやっとだった。

「デザートです」

　皿に載のっているのは、イチゴだった。丸くて大きなイチゴに、ふんわりした生クリームがかけられている。

　口に含ふくむと、びっくりするほど甘い。

「……こんな美味しいイチゴ、食べたことがありません」

　思わず呟つぶやくと、原さんは「そう？」と不思議そうな顔をした。　>>>♥

　彼の日常と、俺の日常の差は、こんな些さ細さいなことでも明らかだった。

　深くは関かかわりあえない相手だ。こんなささやかな食い違ちがいも、積もっていけば大きな軋あつ轢れきに繫つながってしまうだろう。

　深入りする前に引かなければ、と思ったのだが──。

「顔色がよくないな。無理をしているんじゃないのか？」

　板前さんたちがあと片づけをして帰ってしまい、俺もそろそろおいとましなければと思いながら、立ち上がるタイミングをはかっていた時、心配そうに原さんが言った。

　言外に、昨夜のことが原因じゃないのかと聞かれている気がする。

「……いえ、そんなことは…」

「なら、なにか心配なことでもあるのか？　俺でよければ、相談に乗ろう」

「え？」

　原さんに相談するなんて、考えてもみなかった。いや、今だって考えていない。

　彼とは価値観が違いすぎる。俺が悩なやんでいることなんて、原さんにとっては取るに足らないことだろう。

「俺では、頼たよりにならないか？」

「そういうことでは…」

「義人は、俺の危機を救ってくれた。一番困っている時に、手を貸してくれたのは君だった。そして、情けない俺を慰なぐさめてくれた。今度は俺の番だと思わないか？　君が俺のために、なんでもすると言ってくれたように、俺も君のためになんでもしたいと思っている」

　真しん剣けんな口調だった。

「……俺の──悩みなんて、原さんにしてみれば、とてもちっぽけです」

　俺は、自じ嘲ちよう気味にそう言うのがやっとだ。

「ちっぽけかどうかは、俺が判断することじゃないか？　少なくとも、君をそれほど悩ませていることだ。ちっぽけだとは思わないよ」

　──いい人なんだ、と胸の奥がザワザワした。

　みっともなく取り縋すがってしまいそうな自分と、深入りしたら火傷やけどをするのは俺のほうなのだと戒いましめている自分が闘たたかっている。

「力になれるかどうかはともかく、少し話してみないかい？　他人に話すことで、考えがまとまることだってあるだろう？」

　いいえ、と軽くかぶりを振ふる。

「……結論は出ているんです。っていうか……もう決まっていることなのに、バカみたいに俺一人で足あ搔がいているだけで…」

「うん？」

　ちら、と彼の顔を見る。原さんは、黙だまって次の言葉を待っていてくれているようだった。

　真剣な瞳ひとみが、俺を見返していた。

　誠実な人だ。信しん頼らいに値あたいする──……昨夜の行こう為いが、まざまざと蘇よみがえってくる。

　彼を受け入れようと決意した時の気持ちに、噓うそはなかった。俺は、原さんに惹ひかれていた。人間として、とても。

「……部屋を、出なければならなくなって」

　思い切って、口を開いた。

「部屋？　君が今、住んでいるアパートかい？」

「はい。大家さんが高こう齢れいで、認知症の症しよう状じようが出てしまって、施し設せつに入所されたそうなんです」

　そうなのか、と彼は頷うなずく。

「それで、アパートを手放すことになったということなのか？」

「いえ、大家さんには息子むすこさんがいて、あのアパートを取り壊こわして二世帯住宅に建て直すことにしたそうです」

「なるほど。だから、君に立ち退のきを迫せまってきたということか。だが、そういう場合は少なくとも一か月以上の猶ゆう予よ期間が必要だろう。その間に、次の住居を…」

　それが……と、口くち籠ごもる。

「……すぐにでも出ていってほしいと言われました。次の住居も斡あつ旋せんするし、引っ越こし費用も負担してくれるそうです。敷しき金きんや礼金の心配もないと言われました」

「それならよかった。……それで、君はなにを悩んでいるんだい？　今の部屋がそれほど気に入っているのか？」

　そんなにいい部屋なのか、とたたみかけられて、苦く笑しようする。

「……狭せまくて汚きたないところですけど、住み心ごこ地ちは悪くないです。なによりも──家賃が安いのが気に入ってます。新しく紹しよう介かいされた物件は、どれも家賃が高くて、俺には手が届かないんです」

「家賃が高い？　失礼だけど、君の収入はどれくらい？　賃貸マンションの家賃も払はらえないくらいの金額で君をコキ使っているなんて、三宅にひとこと言ってやらなければならないな」

　そんなことを言われたら、会社にいられなくなってしまう。

　俺は慌あわてて「そうじゃないです」と否定した。

「俺はアルバイトですから。それに、時給も低くないと思います。第一、なんの経験もない俺を雇やとってくれただけでも、社長には感謝しているんです」

「今の家賃は、いくら？」

　唐とう突とつに、原さんは聞いた。

「……二万です」

「わかった」

　うんうん、と何度か頷いてみせる。なにがわかったのか？　同じ額の家賃の部屋でも探してくれるつもりかな、と思ったら──。

「見てのとおり、ここには俺一人で住んでいる。そして、空あいている部屋もある」

　原さんは立ち上がり、「おいで」と俺を手招いた。

「ここはゲストルームだが、来客はほとんどない。俺は、自宅にはあまり人を呼ばないんだ。こっちも空室だ。奥の部屋も、使っていない」

　次々とドアを開けて、俺に見せてくれる。

「気に入った部屋があれば、どこでも一部屋君に貸し出そう。トイレとバスルームと、キッチンは共同だ。条件は今までと変わらないんだから、家賃も据すえ置きで月二万円でどうかな」

「え…」

　驚おどろきのあまり、言葉が出なかった。

「い、いえ、それは──」

　それではあまりにも、俺にとって都合がよすぎるんじゃないか？　原さんにしてみれば、なんの得もない。

「嫌いやかい？　なら、家事サービスもつけようか」

「とんでもない！」

　飛び上がって、辞退する。

「すごくありがたいお話だと思います。でも…」

「なら、よかった。じゃあ、早速引っ越しておいでよ。どの部屋がいい？　このゲストルームが一番日当たりがいいからお薦すすめだよ。すぐに引っ越し業者を手配しよう」

　でも、俺には分不相応です、と言いたかったのに、彼は全然聞いていない。それどころか、どんどん話を進めていってしまう。

「引っ越し業者はどこがいいかな……全部任せてしまえば、君はなにもしなくていいからね」

　言いながら、彼はインターホンの受話器を手に取った。ここのコンシェルジュに依い頼らいするつもりなんだろう。

「ま、待ってください！　業者に頼たのむほどの荷物はないんです」

　言い方を間ま違ちがえた。

　それでは、ここに引っ越してくることに同意したと思われてしまう。だいたい、いくら一間でバストイレは共同だから条件は変わらないと言っても、規模が違いすぎるだろう。外観はもとより、設備だって雲うん泥でいの差だ。

　──俺は場ば違ちがいだ。今の部屋に置かれている身の回りのものを、ここに持ち込んだりしたらみすぼらしさが際きわ立だつだけだ。ここは、俺がいられる場所じゃない。

「そうなんだ？　なら、これから取りにいこうよ」

　楽しそうに、原さんは言った。

「いえ、そうじゃなくて…！」

　俺はオタオタするばかりだ。

「無理です、そんなの」

　慌てて、今にも出かけようとする彼を引き止める。

「……そう？　二人じゃ無理？　なら、誰か人手も手配しよう。さっきの車に積み込めないなら、レンタカーを借りて…」

「違います！」

　──ああ、もう。これじゃ全然伝わらない。ちゃんと言わなければ。

「ここに越すなんて、無理です。俺には」

　原さんは、キョトンと俺を見下ろした。しばらく沈ちん黙もくしていたが、

「どうして？」

　心外だと言わんばかりに聞いてくる。

「だって──……ここは、すごく豪ごう華かなマンションで…」

「うん？」

「俺なんかが、暮らせる場所じゃない」

　彼は黙って唇くちびるを引き結んだ。そうして、じっと俺を見つめる。

「……なぜ、君はそんなふうに思う？」

「なぜって……誰だって、そう思うに決まって…」

「俺は、そうは思わない。ここはただの部屋だ。暮らす人間を選んだりしない」

「そう思うのは、貴方あなたがここに相応ふさわしい人だからだ！」

　つい、声を上げてしまった。

「君が相応しくないなんて、誰が決めた？」

　負けじと、彼も言い返す。

「俺がそう思ってるんです。ここは俺にとって、なにからなにまで驚くようなことばかりだ。今まで知ってた世界とは全然違う。俺は……家に板前さんが来て料理を作ってくれたり……それも、食べたことのないような贅ぜい沢たくなものばかりで──なにかが必要な時には頼めばすぐにコンシェルジュが手配してくれるような生活、今までしたことがないんです」

「なら、これからすればいい」

　どう言えばいいのかしどろもどろになってしまった俺に、原さんはあっさりと告げた。

「……なに、言ってるんですか？」

　快適な生活のためにどれほどの資金が必要なのか、彼はきっと考えたこともないんだろう。生まれた時から恵めぐまれていて、貧しさ故ゆえの我が慢まんなんて経験したこともない。

「君は新しい住み家を探している。ここには、部屋が余っている。ちょうどいいじゃないか」

　深く考える必要はないと、彼は言うのだ。

「君は、自分の家に居場所がなかったと言ったね」

　それは、以前世話になっていた親しん戚せきの家のことを言っているのだろう。なにげなく話したことを、原さんはきちんと覚えていてくれる。

「俺は、ここが君の居場所になったら、どんなにいいだろうと思っている」

　ありえない──無茶なことを、彼は言う。

　でも、ここまで言ってくれる人を、無下には扱あつかえない。

「……わかりました。原さんの、ご厚意に甘えます」

「本当かい？」

　彼はぱっと笑えみを浮うかべた。相変わらず、スポットライトに照らされたような、鮮あざやかな表情だ。

「ただし、俺が邪じや魔まになったら、遠えん慮りよしないで追い出してください」

「ええ？　そんなことは…」

「いいえ、約束してください。追い出したら俺が可哀かわい相そうとか、そんなふうに思わないでください。家主は原さんです。俺は、原さんに従います」

　わかった、と渋しぶ々しぶ彼は頷うなずく。

「じゃあ、君は今日からルームメイトだ。すぐに荷物を取りにいこう」

　差し出された右手をおずおずと握にぎり返すと、彼の手にぐっと力が籠こもった。その力強さはとても頼もしいもののはずなのに、ほんの少しだけ、身が竦すくむような不安が込み上げたのだった。




　　　　■□■




　翌日出社して、俺はすぐに三宅さんのところへ行った。

「昨日は無断で休んで、申しわけありませんでした」

　深々と頭を下げると、「義人が無事ならいいんだよ」と彼は苦笑する。

「原につきあわされて、悪い遊びでも教えられていたらどうしようかと…」

「社長、実は──」

　一昨日、昨日のことを、かい摘つまんで説明する。もちろん、原さんとしてしまったことは秘密だ。

「……それで、原さんと偶ぐう然ぜんお会いして、部屋が空あいているから引っ越こしてくればいいと言われて…」

「手が早いなァ、あいつ」

　なにやら含ふくみのある物言いに、ギョッとする。もしかして、原さんとのことがバレたのか？

「えっ？」

「や、こっちの話。つまり、義人は原と同居することになったと」

　内心ドキドキしながら、はい、と頷く。

「……でも、いいんでしょうか」

「なにが？」

「本当なら、俺なんかが住めるような部屋じゃないです」

　いいんじゃないの、と三宅さんもまた軽く言った。

「部屋は空いているんだし、あいつも……寂さびしいんだと思うよ」

「寂しい……？」

　首を傾かしげると、うんうんと三宅さんは頷いた。

「一昨日は、あいつの結けつ婚こん式だったろ？　もう、忘れた？」

「あ、いえ…」

「平気なふりをしていても、かなりこたえているはずだ。義人に構うことで、原は痛みを紛まぎらわせているのかもしれない」

　三宅さんの言葉は、ストンと心の中に落ちてきた。そうなのか、と素す直なおに納得できる。

「あいつはね、金で買える幸せなら、生まれた時から全部持っている。同時に、その空むなしさもよくわかっている」

　聞きようによっては、傲ごう慢まんな台詞せりふだ。

「まあ、深く考えることはない。あいつはあいつなりに、義人への感謝の気持ちをどう表現すればいいのかわからないんだろう」

「感謝の気持ち、ですか」

「そう。最大のピンチを救ったのが、義人だから」

　それは、花はな嫁よめの身代わりをしたことを言ってるんだろうか。

「俺は……」

「それだけじゃなく、義人のことを気に入ってるんだと思う。原は、坊ぼっちゃん育ちでワガママなところもあるけれど、意外と面めん倒どう見みのいい男だ。安心して、甘えるといい。なにかあったら、俺が文句言ってやるよ」

　ハハハ、と三宅さんは笑い飛ばした。

　二人して、深く考えなくてもいいと、口を揃そろえたように言う。

　金持ちの気まぐれなのかもしれない、と思った。それなら、その間だけでもお世話になろう。そして、気が変わって放り出されても──ショックを受けないように覚かく悟ごはしておこう。

　だけど、いくら覚悟していたとしても、放り出されたらやっぱり俺はショックを受けるだろう。そして、原さんと暮らすことは、俺にとって少し苦しいこともあるかもしれない。

　一度、肌はだを合わせた相手だ。

　彼がそのことをまったく気に留とめていなくても、俺は──気になる。

　自覚してしまった仄ほのかな想おもいも、どこに葬ほうむればいいのか。

　原さんの気まぐれがいつまで続くのか。終わりが来なければいいと思う一方で、早く来ればいいとも思う。

　矛む盾じゆんしている自分の気持ちを、どうすればいいんだろう。







　一週間、原さんは休きゆう暇かで家にいる。

　本当なら、新婚旅行で日本にいなかった期間なのだ。誰かに見み咎とがめられてもいけないので、「引き籠もりだよ」と苦笑していた。

　俺はまだ、全然この豪ごう奢しやなマンションに慣れることができない。

　朝、『ブルー・バードマン』に出かける時も、小さくなってコンシェルジュの前を通りすぎ、「行っていらっしゃいませ」と声をかけられて飛び上がる。帰ってきた時は、入るのを咎められるんじゃないかとオドオドしてしまう。

　家の中にあるものは自由に使っていいと、原さんは言ってくれるけれど、どれもこれも見るからに高級品で、なにか粗そ相そうがあってはいけないと、俺は自分の持ち込んだものをコソコソ使う。

　プロの料理人たちが出入りしている台所に、百円ショップで購こう入にゆうした俺のフライパンや鍋なべを持ち込むのは気が引けるけれど、仕方がない。コンビニや惣そう菜ざい屋さんの弁当を買い続けてばかりもいられない。自じ炊すいが一番、食費を節約できるのだ。

「義人」

　コツコツとドアをノックしてから、原さんがひょいと顔を覗のぞかせた。

「あれえ？　どうしたの、そんな隅すみっこで」

　俺に貸してくれた部屋は、たぶん十畳じよう以上の広さだ。今まで四畳半で暮らしていたせいか、この広さにも慣れない。

　持ち込んだ私物を部屋の隅っこに並べて、ついつい端はしの一角で過ごしてしまっている。

「……真ん中にくればいいのに」

　原さんは、目をぱちくりさせた。

「すみません、落ち着かなくて…」

「ふうん。……まあ、いいや。夕飯どうする？　なにか食べたいものはある？」

　当然のように彼は言う。

「あ、俺、自分で作ろうと思って…」

　キッチン貸してください、と言うと、なぜか原さんは嬉うれしそうな顔をした。

「いいよ、好きに使って。嬉しいなあ、義人の手料理かァ」

　えっ!?　と、固まってしまう。

　──なんか、微び妙みように誤解があった気がする。

「……で、でも、俺、料理下手へたで…」

「下手でもいいよ。君が作ってくれるだけで、充じゆう分ぶん」

　ほら、やっぱり誤解している。俺が作るのは、俺のぶんだけのつもりだったのに。

「材料はどうした？」

「帰りにスーパーで、ちょっと…──冷蔵庫、お借りしてます」

　買ってはきているけれど、それも自分のぶんだけなのだ。

「もちろん、自由に使ってくれていいんだよ。それに、冷蔵庫だけじゃなく、冷蔵庫の中身も」

「は…？」

「冷れい凍とう室に、使えるような食材が入ってるんじゃないかなあ。この前、板前さん呼んだ時に、余ったもの置いていってもらったから…」

　なにが入っていたかなあと頭をかきながら、彼は台所に向かった。

「ああ、いろいろ入ってるよ！　来てごらん」

　狼狽うろたえながら、俺もあとに続く。

　彼は大きな冷蔵庫の冷凍室を開けて、俺を手招いている。促うながされて覗いてみると、きちんとパックに小分けされた肉や魚なんかが詰つまっている。

「炒いためるだけでも食べられるんじゃないかな。どう？　使えそう？」

「どう……って──……すごいです、けど…」

　俺の買ってきた鶏とり肉にくと少しの野菜は、肩かた身みが狭せまそうだ。

「じゃあ、適当に使って。米はここ、野菜もちょっとならまだ残っているし。手伝うこと、ある？」

「い、いえ…」

　あとはよろしく、と彼はさっさと台所を出ていってしまう。

　つまり──俺が今日の夕飯を作る、のか？　自分のだけじゃなく、原さんのぶんも？

　いつもプロの料理を食べている彼の口にあうようなものが、俺に作れるなんてとても思えない。

　──どうしよう。

　目の前にあるたくさんの高級食材を眺ながめて、俺は途と方ほうに暮れた。これらを使いこなせる自信なんて、全然ない。







「美味おいしい！」

　──と言われても、本心からとは思えない。

　結局俺は、数々の食材を手にしては戻もどし、手にしては戻し、一つも使う勇気が出なかった。唯ゆい一いつ、米だけ拝借し、ご飯を炊たいてみたけれど、これがまたピカピカのフクフクに炊き上がって、きっとこの米もどこどこ産のナントカというブランド米なんだろうなあと感心してしまった。俺なら、このご飯だけで食事をすませてしまうかもしれない。

　自分の買ってきた鶏肉と玉たま葱ねぎ、トマトケチャップを使って、チキンライスにした。無難に作れるものといえばこれしかなかったのだが──。

「すごく美味しいよ。こんなに美味しいチキンライスは、食べたことがない」

　そこまで言われると、かえって噓うそ臭くさい。

　だが、彼は本当に美味しそうに頰ほお張ばって、あっという間にチキンライスを平らげてしまった。

「ごちそうさま！」

　子供みたいな笑え顔がおで言われて、俺もつられて笑ってしまう。

　誰かと一いつ緒しよにご飯を食べて、美味しいね、と言えるのは、こんなに幸せなことだったんだ、とあらためて思った。　>>>♥

　原さんは、どうなんだろう？

　今まで、どうだったんだろう──福山さんとも、こんなふうに向かいあって食事をしたのかな、と下世話なことまで考える。いや、それ以前に──。

「原さんのお母さんは、お料理が得意なんじゃないですか？」

　なにからなにまで至いたれり尽つくせりのようなご両親だから、食しよく卓たくだって完かん璧ぺきなんじゃないかと思ったのだが。

「どうして？」

　聞き返されて、マズイことを聞いてしまったのかなと後こう悔かいしたが、もう遅おそい。

「……なんとなく……そんな気がしたんですけど……」

　違ちがってたらすみません、と口の中でモゴモゴ謝った。

「母は、そういう家庭的な女性じゃなかったな。お手伝いさんがいたから、する必要がなかったんだろうけれど……」

　お手伝いさんのいる家庭というものが、現実に存在するんだなあと、変なところで感心した。

　そんなものは、テレビの二時間ドラマの中にしかないのかと思っていたのだ。

「俺が両親の望むとおりにしていたのも、イイ子でいれば褒ほめてもらえるからだったのかもしれないな。父は仕事が忙いそがしくてあまり顔をあわせなかったし、母も家にいることは少なかったな。だから会える時は、なるべく手を煩わずらわせないよう、怒おこられないよう、それなりに気を遣つかった」

　笑いながら彼は言ったが、ちょっと胸が詰まった。

　これまたドラマではありがちな設定だけれど、現実にそんな生活なんて──子供だった原さんは、どれほど寂さびしかっただろうか。

「……でも、教育熱心だったんですよね？」

「そうだな。あらゆるコネを使って、いい家庭教師を用意してくれたし、お受験にはとても熱心だったよ」

　そうですか、としか言いようがなかった。

「こんなふうに他愛のないお喋しやべりをしながら食事をすると、楽しいね」

　原さんは、ニコリと笑いかける。

　──おじの家は、いつも賑にぎやかだった、とふと思い出した。

　居場所がないと思っていたけれど、いじめられたわけではないし、食事時もおじの息子二人とふざけあったり、その日学校であったことを話したりしながら、おばの作ってくれた料理を食べた。おばは特別料理が上手いわけではなかったけれど──食卓はいつも温かかった。

　きっと原さんも、そんな家庭を福山さんに求めたのだろうと思った。でも、そのことは口にできない。まだふさがっていないかもしれない傷口を、無理矢理こじ開けるようなものだ。

　俺は黙もく々もくと、食事を続けた。

　束の間かもしれないけれど、俺がここにいる間、少しでも原さんが楽しく食事をできればいいと思う。……俺じゃ、駄だ目めかな──？

「これは提案なんだけど…」

　食器を下げて洗おうとしていると、原さんがやってきた。

「提案？」

　なんですか、と聞き返す。

「家事を当番制にしないか？　食事をべつべつに作るのも不経済だし、洗せん濯たくや掃そう除じも。もちろん君が、それでは今までの生活と違ちがって面めん倒どうだと言うなら、べつでも構わないんだが」

　言っていることは、わからなくはない。

「……でも、原さんは、今はお休みですけど……お仕事が始まったら、家事どころじゃないんじゃないですか？」

「うん？　うーん……」

　彼は唸うなって、考え込んでしまった。

「それなら、俺が家事を担当します。格安でここに住まわせてもらってるんですから、なにかやらせてもらえたら、俺も……引け目を感じずにいられます」

「引け目？　どうして君が引け目を感じるんだ？　そんな必要は…」

「ないって言われても、感じるんです。だけど、やることがあったら紛まぎれます。俺にやらせてください」

　原さんは困ったような顔をしていたが、しばらく逡しゆん巡じゆんした後、「わかった」と頷うなずいた。










　こうして俺たちの不思議な共同生活が始まったのだが──あらためて考えてみるまでもなく、原さんが持ち出した家事分担は、変な提案だった。

　もともと原さんが、自分で掃除や洗濯や料理をしていたはずがないのだ。全部、専門のサービスが入っていたに違いない。

　それなのに、なぜ突とつ然ぜん、当番制にしようなんて言い出したのか。

　──俺を気き遣づかってくれたのかもしれない、と思った。

　俺がずっと気き兼がねしていることを知って、ここにいる意味を持たせてくれた、と考えるのは間違っているだろうか。俺の考えすぎだろうか。

　ああ言えば、俺がすべての家事を引き受けたいと言うだろうと踏ふんで、持ちかけた──……よく気がつくいい人なのだと思う一方で、なにかが少しだけ心の隅すみっこに引っかかる。

　それがなんなのかは、わからない。

　ただ俺は、そのなにかよくわからない目に見えない力に引き寄せられ、導かれているような気がする。

「……これでいいのかな？」

　相変わらず広い部屋の隅っこに敷しいた布団に転がり、シミ一つない真っ白な天てん井じようを見上げて呟つぶやいた。

　──俺は、ここにいていいのかな？

　彼の──原さんのそばにいて、いいのかな？

　答えが出ないまま、俺は眠ねむりに落ちていった。
















　原さんとの同居生活は、思ったよりスムーズだった。

『ブルー・バードマン』でアルバイトをしながら家事をするのも、慣れるまでは大変だったけれど、ちょっとずつ要領がわかってきた気がする。

　原さんは休きゆう暇かを終えて出社し、周囲の人たちはまだ彼が新しん婚こんさんだと信じているようだ。折りを見て、離り婚こんしたことにするという。

　俺と原さんの関係も、上手うまくいっていると思う。

　もちろん、初めてこのマンションに来た夜のような関係は一いつ切さいなく、話題にも出ない。俺たちはただのルームメイトとして、普ふ通つうに生活している。

　朝出かけるのは俺のほうが少し早いけれど、原さんも早く起きてきて、一緒に朝食を摂とる。帰ってくるのも、俺のほうが早い。夕食の用意をして彼の帰りを待ち、夜も一緒に食べる。仕事で遅おそくなる時は、連れん絡らくがある。

　友人のように、兄弟のように、俺たちは上手くやっている──はずだ。







　玄げん関かんで、鍵かぎの開く音がした。

　ちょうどたたみ終わった洗濯物を片づけ、俺は玄関まで小走りになる。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　ニコリと笑って返してくれた原さんは、今日は一人ではなかった。

「社長…！」

　原さんの背後から、三宅さんが顔を覗のぞかせる。

「よ。ちゃんとやってるか？　義人」

　心配して、ようすを見にきてくれたらしい。

「ま、心配することもなさそうだな。〝おかえりなさ～い〟〝ああ、ただいま〟って、相手は違うけど、新婚さんみたいじゃないか」

　声こわ音ねを変えてふざけ、三宅さんが原さんを揶揄からかう。俺に向けられた台詞せりふではないのだし、そんな軽口を叩たたけるほど二人は親しいのだとわかってはいるけれど、そばで聞いているだけでも穏おだやかではいられない。

「社長！　そんなこと言ったら、原さんに失礼です！」

　思わず口にすると、三宅さんは目を丸くした。

「それは──……悪かった」

　鼻白んだように、三宅さんが原さんに謝る。と、原さんはプッと噴ふき出して、おかしそうに笑った。

「……は、原さん？」

「いや、……毒舌家で鳴らした三宅も、義人にかかると形無しだなあと思って」

　言ってろよ、と三宅さんが嘯うそぶく。

「お前だって、とっくに骨ほね抜ぬきのくせに」

　フフンと鼻先で笑った三宅さんに、原さんは珍めずらしくちょっと狼狽うろたえた。

「お、おい、三宅」

「わーかってるって。さて、夕飯の献立なに？　義人」

　ニコニコしながら聞かれたものの、どうしようかと困こん惑わくする。

「……生しよう姜が焼きですけど…」

「豚ぶたロース？」

　はい、と頷く。

「ラッキー。俺の好物だ」

　実は、二人分しか用意していなくて、余分はないのだが、そうも言えない雰ふん囲い気きだ。

　仕方がない。一人二枚の予定だったけれど、俺のを一枚にして、原さんと三宅さんは一枚半ずつにしてしまおう。あとはつけ合わせの量を増やして、ごまかすしかない。

　苦肉の策だったが、幸い二人には気取られなかったようだ。

「美味うまい。……義人に、こんな特技があるとは思わなかったなあ。もともと自じ炊すいしていたんだっけ？」

　ロース肉を頰ほお張ばって、三宅さんが褒ほめてくれる。

　最近では、スーパーに寄って食料品を買ってくることは少なくなった。原さんが手配した食材が一週間に二度、配達されてくるのだ。当然それらはみんな高級食材なわけで、最初はおっかなびっくりだった俺だが、そういうものでなければ原さんの口にはあわないのだろうと納なつ得とくした。

　食費を半分入れたいと言ったのだが、原さんは「料理させているんだから、材料は俺に任せてほしい」と言って譲ゆずらない。こちらは納得したわけではないけれど、結果的には甘えてしまっている。

「料理の腕うでがいいんじゃなくて、材料がいいんです。普通に焼いただけでも、最高に美味いんです、この肉」

「そんなことはない。俺が焼いたって、こんなに美味くはない」

　原さんがフォローめいたことを口にする。

「うんうん、いや、マジで美味いよ。義人、いい奥さんになれるぞー。どうだ、このまま原の嫁よめさんになっちゃえば？」

　ねえ、と三宅さんは原さんに同意を求めている。

　──どういう神経なんだ？　と正直呆あきれてしまった。

　いくら友達でも、言っていい冗じよう談だんと悪い冗談があると思う。今のは後者だ。結けつ婚こんがあんなことになってしまった友達に対して、あまりにも無神経だ。

　だけど、三宅さんは社長だ。フレンドリーに接してくれるから忘れてしまいそうになるけれど、アルバイト風ふ情ぜいの俺が意見していい相手とも思えない。そんなことで、職場内の雰囲気がギクシャクするのは嫌いやだし──……でも、原さんのことを思うと、黙だまっているのも気が引ける。

「原もまんざらじゃないみたいだよ。どうする、義人」

　悪フザケがさらに続いているので、やはりハッキリ言うべきだと思った。それも、原さんがどうとかいうのではなく、自分の意見として、だ。

「俺、そういう冗談は好きじゃないです」

「あれれ」

　三宅さんは、面めん食くらったように目を瞠みはった。そして悪びれもせずに、笑い出す。

「そうか。それは悪かった。すまんすまん」

　全然悪いと思ってない口調だ。

「だよなァ。可愛かわいい顔してたって、義人も男だもんな。花嫁役は嫌だよな」

　もういい加減その話題から離はなれてほしいのに、三宅さんはまだ引っ張ろうとする。

「原もいい男だと思うんだけど、義人の好みじゃないんだってさ。残念だったなー、原」

「だから、そういうこと言ってるんじゃないんですってば！」

　──いけない。つい、ムキになってしまった。

「……フーン、好みじゃないことはないんだ？」

「もうそのへんにしておけよ、義人を揶揄うのは。……飲まないか？　ブランデーのいいのが手に入った」

「お、いいねえ」

「義人、悪いけど、グラス持ってきてくれる？」

　結局、原さんに助けられてしまった形で、話題が変わった。俺はそそくさとテーブルを離れ、ブランデー用のグラスを二つ取り出した。

　ダイニングに戻もどってくると、二人はすでにリビングに場所を移している。そっちにグラスを運んでから、食器を片付けようとしていると、「義人」とまた呼ばれてしまう。

「はい」

「今、原とも話してたんだけど、よかったら昼間専門学校に通ってみないか？」

「専門学校？」

　そう、と三宅さんは頷うなずく。

「ウエディングプランナーになりたいんだろう？」

「……はい」

「知ってのとおり、ウエディングプランナーには正式な資格なんかは必要ない。検定試験があるわけじゃないし、こうやって現場に触ふれながら、実績を積んでいくのが一番いいっちゃいいんだけど……」

「義人はまだ若い。学校に行くと、同じ世代の友達もできるだろうし、接客のノウハウなんかも教えてもらえるだろう。三宅の会社で学ぶだけでなく、視野も広がると思う」

　学校なんて、考えてもみなかった。第一、そんなウエディングプランナーになるための学校があることも知らない。だけど──専門学校というなら、やはり学費がかなりかかるんじゃないかと思う。

「……あの、それってつまり……今の俺では、会社の役に立たないってことですよね…？」

「ええ？　違ちがう、違う！　さっきも言ったけど、資格が必要なわけじゃないし、現場で経験していくことが一番いいと思ってるけど、義人のためを思えば、世の中にはいろいろなやり方があるってことを知っとくのも悪くないって意味だよ。ウチしか知らなければ、『ブルー・バードマン』でのやり方で固まってしまうだろう？　それは、勿もつ体たいない」

　──三宅さんの言うことは、わかる。だが、現実問題として、それは無理だ。今でさえ、アルバイトと家事の両立だけでいっぱいいっぱいだ。このうえ、学校に通う余よ裕ゆうなんかない。時間的にも、金銭的にも。

「学費のことは、気にしなくていい。原がスポンサーになってくれるそうだから…」

「困ります！」

　三宅さんの言葉を遮さえぎって、声を上げる。

「……どうして？」

　訝いぶかしげに聞き返したのは、原さんだ。

「だって──……居い候そうろうさせてもらってるうえ、学費まで出してもらう理由がありません」

　どう考えたって、これ以上原さんには甘えられない。

「いいんじゃないの？　居候っていっても、ちゃんと家賃払はらっているんだろう？　こうして家事をすることで、労働奉ほう仕しもしている」

「それは…」

　それとこれとは、話がべつだ。

「家賃払ってるっていっても、タダ同然だと思うし。家事だって、これまで原さんのお世話をしていたプロの人たちに比べたら、全然行き届かないはずです。原さんが気を遣つかって、俺にやらせてくれているだけなんだと思う」

　ふいに三宅さんは手を伸のばし、俺の髪かみをくしゃくしゃと撫なでる。

「……え？」

「可愛いなあ、ホント」

　しみじみ言って、彼は原さんを見た。

「可愛くって、たまらないだろ」

「……まあね」

　原さんが苦く笑しようする。

「卑ひ屈くつに思うことはない。原にとっては、先行投資みたいなもんだ。義人がどんなふうに成長するか、見るのが楽しいんだよ。……ま、あとは二人で話し合って決めるといい。学校に行く気になったら、バイトの時間も調整するし、いいスクールを紹しよう介かいするよ。専門学校はピンキリだからね。金だけ取って、なに一つ身につかないところもある」

「俺──……『ブルー・バードマン』で学んでいくだけで充じゆう分ぶんです」

　それだけでは駄だ目めなのか？　やはり、戦力外ってことなんだろうか。

「即そつ決けつしないで、よく考えてからにしよう」

　やんわりと三宅さんは言い、ゆっくりブランデーを飲み始める。原さんのなにか言いたげな視線を感じたが、俺はそれをあえて無視して台所に引っ込んだ。

　──どうしよう。

　これ以上、原さんに借りは作れない。迷めい惑わくはかけられない。







　一時間ほど飲んでから、三宅さんは帰っていった。

　玄げん関かんで見送って室内に戻ろうとすると、すぐ後ろに原さんが立っている。

「……！」

　いきなり、背中から抱かかえ込まれた。

「原さん？　どうしたんですか？」

　胸の前に回された腕うでに手をかけて、ドキドキしながら聞いた。気分でも悪くなったのだろうか？　それなのに俺はバカみたいにときめいて、オタオタ狼狽うろたえてしまうのだ。

「──すまない、少し酔よったようだ」

　掠かすれた声が囁ささやく。確かに息にアルコールの匂においが混じっているけれど、それほど飲んだようにも見えなかったのに……？

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ああ、と頷うなずきながらも、俺の胸に回された手は離はなれない。

「……原さん？」

　おそるおそる、呼びかけてみる。

「酒の力を借りないと、思っていることを口にすることもできないのだから嫌いやになる。……最低だな、俺は」

　自じ嘲ちよう気味に彼は呟つぶやいた。

「え……？」

「……君は、あの夜のことを覚えているか」

　あの夜が、どの夜を指すかなんて、今さら聞くまでもないだろう。

　だけど、「はい」と言うわけにもいかないし、「忘れました」とソラとぼける雰ふん囲い気きでもなさそうだ。

　黙だまっている俺に焦じれたように、彼はさらに言った。

「なかったことにしたい？」

　なぜ、原さんが突とつ然ぜん今になってそんなことを言い出すのか。なかったことにしたいのは、彼のほうじゃないのか？

「あれは……」

「間ま違ちがいだった？　過あやまちだから、忘れたい？」

　たたみかけられて、まるで責められているようでムッとする。

「それは、原さんだって同じじゃないですか…」

　いけない。俺まで、責めるような口調になってしまった。

「俺が？　俺は、君が忘れたいのなら、蒸し返したりしてはいけないと自分を戒いましめていただけだ。そうでなければ、こんなふうに一いつ緒しよには暮らせないと思った」

　それは、俺も同じかもしれない。

　あの夜をなかったことにしなければ、毎日顔をあわせているのは──つらい。

「だが、君は自分のことを居候だなんて、卑屈なことばかり言う。俺は、君のためなら、なんでもしたいと言ったはずだ。君の将来のために、俺にできることがあるなら、それがなんだって厭いとわない」

「……原さん」

　彼がこれほど俺のことを考えていてくれるなんて、思いもしなかった。

　あれは一晩だけの夢で──目が覚めれば、現実の生活に戻って、俺たちはもう二度と結びつくこともなかったはずなのに。

「君が──好きなんだ」

　唐とう突とつな告白だった。俺は返す言葉を失った。

　俺も好きです、と言いたいはずなのに、声が出ない。

　驚おどろきすぎて、なんのリアクションもできない。彼の腕を摑つかんだまま硬こう直ちよくしているのが、やっとだ。　>>>♥

「……君の将来を俺に預けてほしい。君が進みたい道、なりたいものがあるなら、俺が助けたい」

　耳元で、彼はハアとため息を落とした。

「俺は……君の自尊心を傷つけているだろうか」

　背中にぴったりと、彼の胸がつけられている。速い鼓こ動どうは、どちらのものだろう？

　彼？　それとも──俺？

「……そんなこと、ないです」

　ようやく、声が出た。

「それは、どっちのことだろう。君を傷つけていないということか、あの夜のことをなかったことにはしないということか」

　容よう赦しやなく、彼は追い詰つめてくる。

「……両方、です」

　言うなり、くるりと身体からだの向きを変えられた。

　向かいあったすぐ前に、原さんの顔がある。あっと思う間もなく、唇くちびるが塞ふさがれた。

「──……ん…」

　熱い舌が潜もぐり込んでくる。

　逃にげそびれた舌先が、触れる。ピリッと電気が走ったような衝しよう撃げきに、身が竦すくんだ。

「……っ──……」

　どうしよう。──もう、立っていられない。







　俺のことが好きだと、原さんは言ってくれた。

　俺は、福山さんの代わりではないのか？　彼女を忘れるために、俺で紛まぎらわせているだけじゃないのか。

　本当に、彼は──俺のことを欲ほつしてくれているのか。

　あの夜と同じように、彼のベッドに連れ込まれて、その重みを受け止める。ふわりと覚えのある匂においが、鼻をくすぐった。甘い、匂いだ。

「原、さ……──原さん…っ」

「いい子だ」

　彼の大きな手が、頭を撫でてから頰ほおを包み込む。そうして彼は頰擦ずりして、またキスをくれる。

「俺に、すべて任せてくれるね？」

　囁ささやいた唇が、耳たぶを甘く嚙かんだ。

　彼の指先は胸の先せん端たんに押しつけられ、捏こねるように触ふれてくる。せつないようなむず痒がゆいような痺しびれが走って、漏もらしてしまいそうな衝しよう動どうが突つき上げてきた。

「あ……あ、あ──」

「義人」

　好きだよ、と言いながら、彼は俺の身体からだのあちこちに口接けてくれる。くすぐったくて、温かい。そうして、彼の手がすでに昂たかぶっている俺自身に添そえられた。

「え……っ」

　半ば朦もう朧ろうとしていた意識が、一いつ瞬しゆんで覚かく醒せいした。

　彼が躊躇いもなく、その口に俺を含ふくんだのだ。

　今まで経験したこともない、熱くて柔やわらかい感触に包まれて、俺は瞬またたく間に駆かけ上ってしまう。

「あっ、ああっ」

　目の前でフラッシュを焚たかれたように、周囲が白く光った。

「だ、駄目っ、原──さ、……離れ、てっ」

　言うのが少し遅おくれて、彼が口を離しかけた途と端たん、その端たん正せいな顔に白い飛ひ沫まつが散った。

「ご、ごめんなさいっ!!」

　肩かたで息をつきながら、俺は慌あわててシーツで彼の顔を拭ぬぐう。──このシーツも、彼のものなのに、落ち着いて考えたら申しわけない。

「俺──……すみません…」

　どうして謝るんだ？　と原さんが微笑わらった。

「気持ちよかった？」

　さらに聞かれて、素直に頷く。

「……あの、俺も……します」

　彼の半勃ちになったものに視線を据すえて、同じように口に含もうとした。上手くできる自信はないけれど、俺が気持ちよかったように、彼にも気持ちよくなってほしかった。

「今はいいよ」

　それは今度で、と原さんが言った。

　どうして？　と見上げると、彼は「義人の体な内かに入りたい。……この前みたいに。駄目？」と聞いた。

「駄目……じゃない、です」

　ありがとうと言って、原さんはベッドサイドのチェストから、ゼリーのようなものが入ったボトルを取り出した。

　それを掌てのひらにたっぷり出して、指先でかき混ぜる。

「痛くないように、慣らしてあげるよ」

　痛くても、いいんだ。今の俺は幸せすぎて、痛みもスパイスになりそうだ。

　彼の指がゆっくり入ってくる。

「痛い？」

　平気、と首を横に振ふった。

　最初の時よりさらに時間をかけて、彼は優しくゆっくり慣らしてくれる。潜もぐり込んだ何本かの指が、バラバラに蠢うごめきながら、俺を内側から広げようとする。

　排はい泄せつ感が込み上げてきて、俺は息を詰つめる。

「息、止めないで。そっと吐はいてごらん」

　耳もとで囁き、彼の唇くちびるが耳たぶを軽く挟はさんだ。

「──ん、んん……っ」

「もういい？」

　問われて、がくがくと頷く。

　原さんの熱く昂たかぶったものが、俺の股こ間かんに押しつけられる。彼の腹部に擦こすられて、俺のものも再び熱くなる。

「君は、俺の花はな嫁よめだ」

　いいね、と彼は言った。

　俺は何度も頷うなずいた。名前を呼ばれるたびに甘い疼うずきが込み上げて、身体の芯しんが震ふるえた。　>>>♥




　　　　■□■




　幸せだった。

　今まで、こんなに心浮うき立つことがあっただろうか？

　一夜にして、俺を取り巻く風景が変わってしまった。どこもかしこも、キラキラと輝かがやいて見える。

　原さんと寝ねたのは二度目だけれど、最初の夜とは全然違ちがう。

　最初の時も、優やさしくしてもらった。俺は彼に対する気持ちを朧おぼろ気げながら自覚していたし、身代わりだとわかっていても、それなりに幸せだったはずだ。

　でも昨夜は、彼に「好きだ」と言われ、身体を深く繫つないだ。

　行こう為いは同じなのに、心が伴ともなっているというだけで、あれほど違うものなのか。

　原さんが、俺を好きだと言ってくれる。大切だと言ってくれる。

　これ以上の幸せがあるだろうか。

　心が満たされると、世界中に優しくなれるのだとも思う。たとえば今、見知らぬ誰かに怒ど鳴なられたとしても、俺は許せる気がする。

　原さんに勧すすめられた専門学校に、行ってみようかという気にもなった。

　これから『ブルー・バードマン』に行き、三宅さんに報告して相談するつもりだ。たった一晩で考えを変えた俺を、三宅さんは変に思うかもしれない。それとも、「やっぱりね」と笑って、お薦めのスクールを紹しよう介かいしてくれるだろうか。

　もちろん原さんとのことは言えないけれど──……とにかく、幸せなのだからしょうがない。

　ついニヤけてしまう顔を必死で引き締しめ、電車が来るのを待っていると──。

「あ……！」

　向かいのホームに、見覚えのある顔を見つけた。

　間違いない、と思った途と端たん、迷う暇ひまもなく俺は駆かけ出していた。階段を駆け上り、向かいのホームに向かう。

　途中で、電車が来ることを告げるアナウンスが聞こえた。

　早く、早く──急がなければ、電車が着いてしまう。あの人を、見失う──！

　今度は階段を駆け下り、すでにホームに入っていた電車に飛び込んだ。閉まりかけていたドアに体当たりする勢いで乗ったために、ドアはいったん開いてから、改めて背後で閉まる。

　駆け込み乗車は危険ですのでおやめください、とアナウンスがくりかえされているのを聞きながら、俺は隣となりの車両に移った。

　彼女を見かけた位置からすれば、おそらくこの車両か、もう一つ隣のはずだ。

　一度だけしか見たことがない女性を、どうしてこんなにも鮮せん明めいに覚えていられたのか、自分でも不思議だった。いや──もしかして、思い込みか？

　第一、あの日の彼女は、長い栗くり色いろの髪かみをゆるく巻いた、もっとフェミニンな雰ふん囲い気きだった。女の子がよく読んでいるファッション誌のモデルのような──……。

「……福山さん？」

　吊つり革かわに摑まっている女性に、声をかける。

　今目の前にいるのは、真っ黒なショートヘアが似合う、マニッシュな女性だ。ミニスカートから惜おしげもなく晒さらされていた綺き麗れいな足も、今はピッタリしたパンツで隠かくされている。

　彼女は知らん顔で、窓の外を見ている。

「福山治美さん、ですよね？」

　再度声をかけると、ようやく彼女は俺を見た。その目が、「あんた、誰？」と怪け訝げんな表情を浮かべている。

「お忘れですか？」

　彼女は答えなかった。

　一度しか会っていないから、覚えていないのか。それとも、もしかして人ひと違ちがいか？

　いや──絶対に、間違いない、と思う。

「結けつ婚こんするはずの相手も忘れたなんて、言うんじゃないでしょうね？　結婚式当日にドタキャンなんて、どういうつもりだったんですか？　それとも最初からそのつもりで、計画どおり……」

「いい加減にしてよ」

　チッと彼女は舌打ちした。

　ちょうど電車は次の駅に到とう着ちやくする。彼女はいきなり俺の手を摑つかむと、近くのドアから下車しようとした。

「……ちょっと…！」

「電車の中なんかで、ああだこうだ言われて迷めい惑わくなのよね。他の乗客に変に思われるじゃないの！」

　ホームの真ん中で、彼女は俺の前に立つといけしゃあしゃあとそんなことを言った。

「それは、貴女が犯罪者だからだろう！　この、結婚詐さ欺ぎ師っ」

「結婚詐欺ですってェ？　なに言ってんの、あんた。名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえるわよ」

　高飛車な態度に、ムッとする。

「最低だな、貴女は！　貴女に裏切られて、原さんがどれほどつらい思いをしたか、考えたことがあるのかよっ」

　たまらずに怒鳴った瞬しゆん間かん、彼女は「あ」と目を丸くした。

「……思い出した。あんた、『ブルー・バードマン』の下っ端ぱね」

「し、下っ端…!?」

　確かにそのとおりなんだけど、ハッキリ指し摘てきされるとなんだか腹が立つ。

「そっか、あんたは知らないんだ？……トップシークレットだって言われたっけ」

「トップシークレット？」

　なんのことだそれは、と聞き返す。

「バカね。教えられない秘密だから、トップシークレットっていうの。とにかく、私は結婚詐欺なんかしてないし、あれはちゃんと依い頼らいされた仕事だったのよ！　そして、私は今はべつのお仕事中なの。邪じや魔ましないで頂ちよう戴だい」

　早口で捲まくし立て、彼女は間もなくやってきた電車に乗っていってしまった。

　俺は、一人ホームに取り残される。

　──トップシークレット……。依頼された仕事？　どういうことだ？

　彼女が依頼された仕事って、なんだ？　いや、そもそも彼女は何者だ？　原さんの婚約者ではなかったのか？

　それなら──あの結婚式は、なんだったんだ？

　三宅さんに、聞いてみようか。──いや、三宅さんが、故意に俺には黙だまっていたのなら……？

　しばらくその場に立ち尽つくしていた俺は、ようやく考えをまとめて、反対側のホームに滑すべり込んできた電車に乗り込んだ。

　俺は、どこかでなにか間違えていたのかもしれない。

　──違う。

　最初から、間違っていたのだ。そしてその間違いは、誰かが意図的に作ったものなのかもしれない。







　出社して、社員の出先を記したホワイトボードを確かく認にんする。

　冴子さんは、今日は打ち合わせで出ている。行き先は、ある市民ホールだ。彼女が担当している結婚式に使う予定の会場で、下見を兼かねているのだ。

「帰社時間は、午後四時ごろか……」

　呟つぶやいた時、三宅さんが事務所に入ってきた。

「おはようございます」

「お、義人。どうだ？　決めたか、例の件…」

　例の件というのは、専門学校のことだろう。

「──すみません、まだ……」

　すべて原さんに任せると、原さんの言うとおりにすると約束した。そのことを、三宅さんはすでに原さんから聞いているのかもしれない。

　一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔つきをしたものの、「そうか」と頷うなずいた。

「加藤は？　もう出た？」

　それから、ここに来た当初の目的を思い出したように、冴子さんを探す。

「しまったな、あいつの出先、Ｔ市民ホールだろう？　近所だから、これ持っていってもらおうと思ってたのに…」

　そう言って三宅さんは、書類袋ぶくろを掲かかげる。

「……俺、届けてきましょうか？」

　届け先は、Ｔ市民ホールと通りを挟はさんだ向かいの取引先だ。冴子さんの打ち合わせが終わっていたら、ちょっと時間を取ってもらうこともできる。

「いいか？　じゃあ、頼たのまれてくれ」

　俺の思おも惑わくには気づかずに、三宅さんはあっさり書類を差し出した。

「はい。行ってきます」

　頷いて、俺はすぐ事務所を後にした。







　平日だったが、大たい安あん吉きち日じつのせいか、市民ホールでは結婚式も行われていた。

　それを横目で見ながら、冴子さんを探す。

　まだ打ち合わせの最中らしく、ロビーのティールームで担当者と向かいあっているのを見つけた。

　しばらく待ってみようか、それとも先に帰社したほうがいいか──急ぐことはないのだ。就業時間を過ぎてから、話したほうがいいに決まっている。

　仕方がない、と回れ右した時だった。

　ちょうど披ひ露ろう宴えんが終わったらしく、会場からロビーにぞろぞろと人が出てくる。

「……あ」

　その中に、またもや見覚えのある顔を見つけた。

　でも──もう驚おどろかない。頭のどこかでなんとなく予感していたものが、合がつ致ちした気がする。

「あら、鳴海くん？」

　背後から、声をかけられる。

「──冴子さん」

「どうしたの、こんなところで」

　なにかあった？　と彼女は聞いた。

「それじゃ、加藤さん。私はこれで」

　冴子さんと話していた男性が、挨あい拶さつをして去っていく。

「……打ち合わせ、終わったんですか？」

「ええ、たった今」

　頷いてから、彼女は俺の顔を覗のぞき込んだ。

「どうしたの？　顔色、悪いわよ」

　そうですか？　と首を傾かしげて、指先で顔を擦こする。

「擦ったって落ちないわよ。なに、誰かいたの？　会いたくない人に会っちゃったみたいな顔してる」

「……そうですねー……会いたくなかったなあ、うん…」

　誰、と冴子さんが聞いた。

「前に結婚式で、新婦の父親だった人なんですけど……──今日は違ちがう奥さんを連れてました」

「ああ…」

　もう、彼らの姿はロビーにはない。契けい約やく時間が終しゆう了りようしたのか、さっさと帰ってしまった。

「人材レンタル？　時々あるわね。人数合わせに依頼するの」

「新婦の父親役も？」

「あるわよ」

　冴子さんはあっさり告げる。

「そうねえ、たとえば新婦側の両親が結婚に反対していて、親族が一人も出席できない場合とか。新しん郎ろう側に申しわけないから、代役を立てるとかね」

「そんな噓うそついて、どうするんでしょう」

「まあ、いろいろ事情があるんでしょ。その場だけでも辻つじ褄つまを合わせなきゃならない、やむにやまれぬ事情っていうのが」




　──じゃあ、花はな嫁よめの代役を立てることもあるのか？




　聞いてみたかったけれど、結局それは口にはできなかった。







　仕事が終わり、原さんのマンションではなく、以前暮らしていたアパートまでの道程を一人歩いた。

　頭の中がグチャグチャだ。

　偶ぐう然ぜんが重なって、思いもしなかった真実が少しずつ見えてくる。

　いや、それが真実なのかどうか──俺にはまだわからない。

　原さんが帰ってくるまでに、夕飯の支度をしなければいけないのだが、今日はそんな気になれない。

　なにも用意していなかったら、彼はなんて言うだろう？

　きっと彼は怒おこらないだろう、と思った。ニコニコ笑って、「いいよ、いいよ」とデリバリーの手配をするだろう。

　俺がいなくても、彼はちゃんと生活できる。俺だって──。

　この町から離はなれて、まだ一か月も過ぎていないというのに、とても懐なつかしい気がする。

　俺の住んでいたあのアパートは、もう更さら地ちになってしまっただろうか。大家さん──前原さんのおばあちゃんは、元気だろうか。

「え…？」

　一瞬、目を疑った。

　とっくに更地になっているか、もしくは早々に建て替かえ工事が始まっているはずの場所には、俺が住んでいたころのままのアパートが、まったく変わらずに建っているのだ。

「……なんで？」

　確か、俺以外にもう一人住人がいると言っていたっけ。その人が、出ていかずにゴネているとか？　それで、まだ建て替えられずにいるのか？

　ふらふらと、アパートに近づく。と、猫ねこの額ほどの庭に人ひと影かげが見えた。

　背中の丸い、小さなシルエットだ。

「……大家さん──」

　呆ぼう然ぜんと口にする。

　立ち竦すくんでいる俺に気づいたのか、人影がこちらを見た。

「あら、貴方あなたは……鳴海さんじゃないの？」

　まあまあ、と言いながら親しげに寄ってきたのは、認知症で施し設せつに入所したと聞かされていた、前原さんのおばあちゃんだった──。

「あの、お身体からだは……」

「おかげさまで、なんとかね。あちこち痛いけど、それはもう歳のせいだから」

　こちらの言っていることもわかっているし、返ってくる言葉もしっかりしている。この女性のどこが認知症なのか。

「ずっと、いらっしゃったんですか…？」

「ええ、今日は午前中にカルチャー教室行ってきて、それからはずっと家に。そういえば、大変だったんですってね。お父さんの具合はよくなったの？」

「……え？」

　──お父さん？　おじのことか？

「倒たおれられた時は、私が町内会の旅行で留守していたんだったかしらねえ。ご丁てい寧ねいに、代わりの方がご挨拶にみえて。……それで？　今日は…」

「いえ──近所まで来る用事があったので、ちゃんと挨拶もせずに……引っ越こしたので……」

　頭がガンガンした。

　自分がちゃんと喋しやべっているのかどうか、わからなくなる。

　わからないのは、それだけじゃない。

　──どうなってるんだ？

　大家さんは、ここにいる。アパートも、取り壊こわされていない。

「お、大家さんの息子むすこさんは…」

「息子？　娘むすめ婿むこのこと？」

　不思議そうに、聞き返された。

「娘さん…？　大家さんのお子さんは」

「そう、娘が二人。二人とも、地方にお嫁よめにいっちゃったからねえ。滅めつ多たに帰ってきやしませんよ。次女の婿はまだマシなんだけど、上の子の婿さんが私は苦手でね」

　息子は、いない。

　話が違ちがう──。

　これは、なんの茶番だ？




　　　　■□■




「お帰り。遅おそかったね」

　マンションに戻もどると、すでに原さんは帰宅していた。

「……すみません」

「うん？　いや、いいんだよ。夕食、適当に用意したんだけど、いいかな」

　思ったとおり、彼は夕食の用意をしていない俺を責めたりしない。

　促うながされてダイニングに向かうと、コンシェルジュに手配させたらしい料理の数々が、すでにテーブルにセッティングされてあった。

「メインを肉にしようか魚にしようか迷ったものだから、少しずつ両方頼たのんだんだ。まだ温かいから、すぐに食事にしよう」

　座って、と彼はいそいそとグラスを持ってくる。

「義人は未成年だけれど、保護者同どう伴はんということで、少しだけ乾かん杯ぱいしないか？」

　──乾杯？　なんの乾杯だ？

　そうだ、と思い出す。

　俺は、昨夜この人と愛しあったのだ。

　好きだと言われて、俺も応こたえた。

　原さんのことが好きだ。大好きだ。

　だけど──この生活は、噓の上に成り立っているんじゃないのか？

　彼がなにを考えているのか、俺にはわからない。

「……原さん、俺、今日彼女に会いました」

　思いきって、口にする。カチン、とグラスを置く音がした。

「彼女？」

「福山さんです。福山、治美さん」

　原さんは、顔色を変えた。それは、自分を裏切った女性の名前を聞いたせいなのか。

　──違う、と俺は直感した。

「……『ブルー・バードマン』に来たのは一度だけだったけど、俺、覚えてたんです。あの時とは、全然……髪かみ形がたも洋服の趣しゆ味みも変わってて、まるで別人みたいだったけど」

「どこ、で？　どこで……会ったんだ？」

　原さんの声は、少し震ふるえているように聞こえる。

「偶然、電車の中で」

　彼はもう、なにも言わない。

　そうなのだ。きっと、俺が考えていることは真実なんだろう。

「俺は、原さんは結けつ婚こん詐さ欺ぎにあったんだと思ってた。あの人……福山さんは、金目当てで、新婚旅行の費用を持ち逃にげしたんだろうって」

「君は、そのことを彼女に…」

　黙だまって、頷うなずく。

「彼女は──……なんて……」

「自分は、依い頼らいされた仕事をしただけだ、と」

　原さんは、テーブルに手をついた。その肩かたが、力なく項うな垂だれて見える。

「……どういうことなのか、説明してもらえますか？」

　返事はなかった。

「俺は、可哀かわい相そうに見えましたか？　親がいなくて、親しん戚せきの家にも居場所がなくて。貧びん乏ぼうで……ボロくて汚きたない部屋に住んでて、ぎりぎりの生活で。それで、可哀相に思って、あしながおじさんにでもなってくれるつもりだったんですか？　金持ちの道楽で、助けてくれるつもりだったんですか？」

「それは違う！」

「じゃあ、なんなんだよっ」

　言ってるうちにどんどん感情が昂たかぶって、思わず声を上げた。

「義人、俺は──」

　言いかけた途と端たん、インターホンが鳴った。モニター画面には、三宅さんの姿が映っている。

「……入ってもらってもいいか？」

　そう聞いた原さんは、ほんの少しホッとしたような顔をしていた。







「あれ、まだ夕食前だったのか？」

　豪ごう勢せいなメニューだな、と言いながら、三宅さんが入ってくる。そうして、俺と原さんを見比べ、微び妙みような緊きん張ちよう感かんに気づいたらしい。

「……バレたのか」

　原さんに向かって、そう言い放った。

　──やはり、三宅さんも共犯だったのか、と悟さとった。

「人材レンタルのことを気にしてたって、加藤が言ってたからな」

　なんとなくそんな気がしたんだと、三宅さんは悪びれもせずに言う。

「それにしても、腹減ったなあ。これ、俺にも分けてくれる？」

　テーブルに並んだ料理を、彼は指差した。

「……俺のぶんを食べればいい」

　原さんが言う。

「お前、食わないのか？　おいおい、しっかりしろよ。義人にバレたからって、そんな世界の終わりのような顔をしなくても……──で、どこまでバレたんだ？」

　今度は、彼は俺に聞いた。

「……今日、福山さんに会ったって話してたところです」

「会ったんだ？」

　意外だったのか、三宅さんは目を丸くした。

「よくわかったなァ。彼女、ウチに来た時とは見た目が違ちがったんじゃないの？　もともとああいうキャラじゃなかったからさ」

　そうなのか。では、今日俺が見たマニッシュなタイプが、本当の彼女なのか？

「それで、彼女からみんな聞いたってわけか。……参るなァ。一応ああいう仕事は、守秘義務があるんだけどね。いくら終わった仕事でも、ベラベラ喋られると困るんだよな。あとで事務所に連れん絡らくして、文句を言っておこう」

「福山さんは、なにも教えてくれませんでした。トップシークレットだって言って……依頼された仕事をしただけで、現在はべつの仕事中だと聞いて、俺が想像しただけです。それと……昼間、Ｔ市民ホールで……福山さんのお父さんも見かけました」

「それだけ喋れば充じゆう分ぶんだ。で、加藤に人材レンタルの話を聞いたんだな？」

　遠えん慮りよもせず、三宅さんは原さんの皿から、ホタテのカルパッチョを食べる。綺き麗れいな歯並びがちらりと覗のぞいて、彼はゆっくりとホタテを咀そ嚼しやくする。

「……どうする、原。俺から説明するか？」

「いや……──俺が話す」

　原さんは、観念したように言った。

「あの結けつ婚こんは、君を騙だますために行ったわけじゃない。あれは……両親を欺あざむくためのものだった」

　君に話したことも噓うそじゃない、と彼は言葉を継ついだ。

「……俺は、ずっと両親の言いなりに生きてきた。両親の期待に応えたくて、優等生を演じてきた。だが、これではいけないと思った。ここ一年の間に持ち込まれた縁えん談だんは、数えきれない。俺は辟へき易えきしていた。親の言いなりに、親の決めた相手と、愛してもいないのに結婚して……子供を作り、家庭を持って……これから先も、ずっと──ずっと」

　原さんの唇くちびるに、シニカルな笑えみが浮うかんだ。

「耐たえられない、と思った。俺の人生は、なんなんだろう」

「──と言って、俺に相談しに来たんだ。こいつは」

　三宅さんが、口を挟はさんだ。

「最初は、家も仕事もなにもかも捨てて、どこか外国に行きたい。自分で動くとすぐにバレるから、手配を頼めないか、とね」

「三宅は、反対した」

　ちらっと三宅さんを見て、原さんは肩を竦すくめる。

「逃げる勇気があるなら、一ひと芝しば居い打ってみないかと言われた」

　その〝一芝居〟というのが、偽ぎ装そう結婚だったのか？

「結婚式当日に花はな嫁よめに逃げられた、というレッテルを貼はられるのが、最初の予定だった。父にも母にも、親戚や取引先の前で恥はじをかかせて、勘かん当どうされるのもいいと考えた。一度そんな形で結婚に失敗すれば、しばらく縁談を持ち込まれる心配もない」

「……じゃあ、身代わりを立てて挙式を行うのは…」

「予定外だ」

　俺の質問に、原さんが即そく座ざに答える。

「俺にとっても、あれは予定外だったんだ」

　どういうこと？　と、視線を原さんから三宅さんに移した。三宅さんは、原さんを横目で一いち瞥べつしてからおもむろに口を開く。

「──原が、義人を気に入ったみたいだったから」

　そう言って、彼は天てん井じようを仰あおいでフーッと息を吐はいた。

「初めて義人を見た時から、あの子はどういう子なんだ、いくつなんだ、どこに住んでるんだ、どうして『ブルー・バードマン』で働いてるんだ……もう、うるさいのうるさくないのって」

「三宅」

　咎とがめるように原さんが口を挟んだが、三宅さんはそれを無視した。

「そんなに気に入ったんなら、結婚させてやろうかなあと」

「お前のその予定外の思いつきのせいで、義人にどれだけの迷めい惑わくをかけたと思ってるんだ」

「とかなんとか言っちゃって、速そつ攻こうで手を出したくせに」

　言い返そうとした原さんの顔が、一いつ瞬しゆんで真っ赤になった。

　彼が赤面しているなんて、珍めずらしい。耳まで、真っ赤なのだ。

「ど、どうして──」

「そんなの、見てればわかるって。翌日、義人は無断欠勤するし。お前が離はなしてやらなかったんだろう」

「違ちがいますっ」

　声を上げたのは、俺だ。

「あれは、……ただ単に、寝ね坊ぼうして…」

　ゴニョゴニョと語ご尾びが縺もつれて消えてしまった。三宅さんはニヤリと笑って、「べつに責めてるわけじゃないよ」なんて言う。

「そしたら、いつのまにか同居することになっちゃってるしさ。まあ、俺はさながら恋こいのキューピッドってとこ？」

「……じゃあ、俺がここに住まわせてもらうことになった経緯いきさつは、社長は無関係なんですか？」

「うん？」

　どういう意味？　と彼は聞いた。

「俺……立ち退のきを迫せまられたって、言いましたよね？」

「そうだったな」

　三宅さんが頷うなずく。

　ふと、原さんに目をやると、ついさっき赤面していた彼の顔が、今は少し青ざめて見える。

「……今日、帰りにアパートに寄ったんです」

　なんとなく、原さんから目を離せなくなった。彼は俺が話している間も、ずっと顔を背けたままだ。決して俺と視線をあわせようとしない。

「とっくに取り壊こわされているだろうと思っていたアパートは、まだありました。施し設せつに入ったはずの大家さんも、いました。ちょっと話したけれど、受け答えもしっかりしていて、認知症だなんて思えなかった」

　原さんは、なにかに耐えるように唇を引き結んだ。

「あの結婚式の日からのことを、俺なりに考え直してみました。いろいろなことが立て続けに起こって、俺はただ流されているだけだったけど──あれは本当に偶ぐう然ぜんだったのか。結婚式が作られたものだと聞いて、なおさら疑問ばかりが募つのる」

　二人とも、なにも言わない。黙だまって俺の話を聞いている。

「原さんは……花嫁に裏切られたわけじゃなかった。だったら、傷ついているわけでもなかった。俺が身代わりをしたこと以外は、全部計画どおりだったんですよね？」

　答えはない。でも、沈ちん黙もくは肯こう定ていということなんだろう。

　それでは──同情した俺は、なんだったんだ？　慰なぐさめようとした俺は？　原さんは、あの時の俺を見て、なにを思い、なにを考えたのか。

「……翌日、俺のアパートを訪ねてきたのは、黙って帰った俺を心配しただけじゃなくて……俺が部屋を追い出されることがわかっていたからじゃないんですか？　ウチに来て、退居するように言った不動産屋の人は……本当に三幸不動産の人だったのか──」

　原さん、と呼びかける。

「俺の代わりに、大家さんに挨あい拶さつしに行ってくれたのは、誰ですか？」

　ふう、と彼は小さくため息をついた。そうして、ようやく顔を上げて、俺をまっすぐ見返す。その目には、あきらめのような、開き直ったような表情が浮かんでいた。

「……俺の秘書だ。君のところに行った、不動産屋も」

「それじゃ…」

「俺が命じた。義人をあのアパートから立ち退かせて、路頭に迷わせたところを助けるつもりで」

「どうして、そんな……」

　ハッ、とイラついたように、彼は吐き捨てる。今までの原さんとは別人みたいな、荒すさんだ雰ふん囲い気きだ。

「〝どうして〟だって？　そんなこと、今さら聞くまでもないだろう。言っておくが、義人がさっき言っていたみたいに、べつに俺は君の可哀かわい相そうな身の上に同情して、あしながおじさんになりたかったわけじゃない！」

「……だったら、なぜ」

　バン、と原さんは掌てのひらでテーブルを叩たたいた。

　黙もく々もくと一人食事を続けていた三宅さんが、一瞬ビクリとする。よくもまあ、こんな状じよう況きようの中で、普ふ通つうに食事ができるものだと、呆あきれるのを通り越こして感心してしまう。

「俺は、君が好きだっただけだ！　欲しかったから、手に入れようと画策した」

　原さんの答えは、とても簡潔だった。

　それはストレートに胸の中に飛び込んできて、ぽちゃんと落ちた。だけど、それを嬉うれしいと素す直なおに受け止めることが、今の俺にはできなかった。

「……俺は──こういうやり方は好きじゃない」

　ぽつりと呟つぶやく。

「俺のことを欲しいと思ってくれたのなら、今みたいに『好きだ』って言ってくれるだけでよかったのに！」

「冗じよう談だんだろう。言ったら、君は信じたか？　結けつ婚こんを間近に控ひかえていることになっていた俺が──男の俺が、突とつ然ぜん君に愛の告白をしたら。気の迷いか、悪い冗談としか思わなかったんじゃないのか？」

　それは、そうかもしれない。いや、普通そうだろう。

　だって──そんなの、有り得ないし。

「俺が突然、君のことが好きだから一いつ緒しよに暮らしてくれと言ったら、素直にイエスと答えてくれたか？」

　無理です、と口にはできないまでも項うな垂だれる。

「さて、じゃあそろそろ俺は帰ろうかな」

　ふいに、素すっ頓とん狂きような声が割り込んだ。

「三宅？」

　慌あわてて、原さんが引き止めようとする。

「お前、なにをしに来たんだ」

「……え？　飯食いに。──じゃなかったか」

　ハハ、と三宅さんは笑った。

「まあ、俺がここにいてもお邪じや魔まだしさ。二人でとことん話しあうしかないんじゃないの？」

　飄ひよう々ひようと言ってから、彼は原さんを正面から見み据すえた。

「俺は、お前がそうやって、欲しいものをなりふり構わず、手段を選ばず、手に入れようとしたこと自体は、好ましく思ってるよ」

　三宅さんの口調は、とても優やさしい。原さんを見る眼まな差ざしも、だ。

「今まで、お前が自分からこんなに積極的に動いたところは見たことがなかった。ま、たいていのものは、お前が望めば──……いや、関心を示しただけで与あたえられていたからな。渇かつ望ぼうするってことが、お前にはわからなかったんじゃないか？」

「渇望……」

　そうかもしれない、と原さんが頷く。

「ただし、今までお前に与えられてきたものとは違ちがって、義人には心がある。義人には義人の生き方があり、人生がある。お前のために、ここに存在しているんじゃない。ものじゃないんだ。そのことをよく考えて、まず義人に許してもらわないとなにも始まらない。そうだろう？」

　三宅さんはそこまで言うと、さっさと玄げん関かんに向かう。

「社長！」

　今度は俺が慌てた。

　この状況で、原さんと二人きりにされるのは、とても気まずい。

「社長、待ってください」

　すでに靴くつを履はきかけている三宅さんは、振ふり返って俺に笑いかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、あいつは。乱暴なことはしない」

「……そんなこと、心配してません」

「前にも言ったよな？　あいつは、金で買える幸せは持っている。だけど、金で買えないものをどうやって手に入れればいいのかを知らないんだ」

　三宅さんは、ぽんと俺の肩かたを叩いた。

「教えてやってくれ」

「……えっ」

「知らないことができないからといって、責めたり叱しかったりするのは間ま違ちがっているだろう？　経験で会え得とくするしかないことも、世の中にはゴロゴロあるが、俺もお前も厳しく原を突き放す立場じゃないだろう。知ってることは、教えてやればいい。違うか？」

　でも、と俺は口くち籠ごもった。

　俺が教える？　原さんに？　なぜそれが俺なのか。ここまでわかっているのなら、三宅さんが教えてあげればいいんじゃないのか？

「……お前にしか、できないんだよ」

　俺の心を読んだように、彼はそう言った。

「俺にしか……？」

「そう。だって、原は義人のことが好きなんだからね。生まれて初めて、焦こがれて焦がれて、どんな卑ひ怯きような手を使っても自分のものにしたいと思った相手なんだよ、お前は」

　──そんなことを言われても。

　三宅さんは身を翻ひるがえし、出ていってしまう。ドアがパタンと閉じるのを、俺はその場に突つっ立ったまま見ていた。

　俺だって好きだけど──……原さんのことが好きだけど、でも、こういうやり方は嫌いやなんだ。

　許せないんだ。







　リビングには戻もどらず、自分の部屋に入る。

　荷物は僅わずかだから、持ち出すのも容易たやすい。けれど今は、とりあえず身の回りのものだけを鞄かばんに詰つめた。

「……なにをしているんだ」

　リビングにいたはずの原さんが、戸口のところに立ってこちらを見ていた。

「どうする気だ。出ていくつもりなのか」

　三宅さんは、原さんとよく話しあえと言った。だけど、今は無理だ。

「義人！」

　黙だまって鞄のファスナーを閉めていた手を、原さんが摑つかんで止める。

「どこに行くんだ。外はもう寒い」

「……ちょっと頭を冷やしてきます」

　彼の顔を見ずに答えた。

「野宿でもするっていうのか」

「まさか。……事務所にでも泊とまります」

　それだけ言って、立ち上がる。

「義人！　待て」

　原さんが追いかけてきて、前に立ちはだかった。

「……退どいてください」

「いや、退かない。行かせない」

　言葉が終わらないうちに、抱だき竦すくめられる。背中に回された腕うでの力に、息が詰まりそうだ。

「……原さん、離はなしてください。苦しい…」

「俺が、悪かった」

　すまなかった、と彼は謝った。

「どんなことをしても、君が欲しかった。君を、そばに置きたかった」

　君のことが好きなのだとかき口説かれても、今は──やはり無理だ。

　腕を突っ張ぱって、彼から身体からだを離す。

「義人」

「……少し、頭を冷やすだけです。俺、今グチャグチャで上手うまく考えられない。こういう状態で、原さんと一緒にいるの、よくないって思うから」

「駄だ目めだ！　許さない、そんなこと…っ」

　──まるで駄だ々だっ子だ。思いがけない彼のワガママぶりに、ちょっと面めん食くらう。

「落ち着いたら、帰ってきますから」

　彼を振り切り、玄関のドアを開ける。

「義人！」

　後ろも見ずに駆かけ出した。ちょうどタイミングよくこの階に止まっていたエレベーターに乗り込んで、一階のボタンを押す。

　閉まりかけたドアの向こうに、原さんが追いかけてくるのが見えた。

　衝しよう動どう的てきに飛び出してきてしまったものの、実際、今は考えがまとまらないのだ。頭の中がグルグルしている。

　俺は、原さんのことが好きだ。

　その気持ちに、変わりはないはずだ。

　好きな相手に「好きだ」と言われて、欲しいと求められる。そのことがどれほど幸せなことなのか、俺はもう知っている。

　それなのに──さっき彼が言った「そばに置きたかった」という言葉にすら、引っかかりを覚えてしまう。

　三宅さんが彼に言った「義人はものじゃないんだ」というのが、その答えなんだろうと思う。俺は、欲しいからと金を出して手に入る玩具おもちやのようなものなのかと──どうしても、その思いが拭ぬぐいきれない。

　一階に到とう着ちやくし、エレベーターを下りる。広いエントランスを抜ぬけて、外へ。

「義人っ」

　原さんが追いかけてきた。

「義人、行かないでくれ！」

　肩を摑まれる。

「頼たのむ。なんでもするから──」

「……そうじゃないんだ。少し、一人になりたい。それだけなんだって…」

　強い力で、腕を摑まれる。

　どうしよう、と思った時、目の前に一台の車が停とまって、品のいい中年女性が降りてきた。どこかで見たことがある、と思った。

「……慶一さん、なにをしているの。往来でみっともない。──この子は？」

「お母さん──」　>>>♥

　一いつ瞬しゆん力が抜けた彼の手を逃のがれて、俺は少し後あと退じさる。

「今日はいいお話を持ってきたのよ。貴方あなたもそろそろ落ち着いたころだろうと思って」

　彼の母親は俺をまったく無視して、一方的に喋しやべっている。原さんの視線は俺に注そそがれたままだ。

「それじゃ…」

　いたたまれなくなって逃にげ出したのは、俺だった。

　軽く頭を下げて、後ろも見ずに駆け出した。

「義……」

「慶一さん、お部屋に行きますよ」

　原さんは、もう追いかけてこない。来られないのだ。

　ホッとするのと同時に、なにかやるせない思いが込み上げてきて、我ながら勝手だと苦く笑しようする。

　ほうっと吐はいた息が白い。

　空を見上げると、地上のネオンに邪じや魔まされながらも、いくつか星が瞬またたいていた。

「……俺、なにやってんだろうなあ」

　思わず独り言ごちる。

　俺は、どうしたいんだろう？　なにに失望して、なら、原さんになにを期待していたんだろう。

　なにもかもが輝かがやいて見えた今朝から、そんなに時間は経たっていないのに。

　どうして、こんなに寒いんだろう──。




　　　　■□■




「……なんでこんなところで寝ねているんだ」

　呆あきれたような三宅さんの声に、ハッと目が覚める。

「……す、すみませんっ」

「いや──いいけどさ」

　フウ、と彼はため息をつく。

「ちゃんと話しあえと言ったのに、飛び出したんだって？」

　すみません、とまた謝って項うな垂だれる。

　三宅さんのところには、すでに原さんから連れん絡らくが行ったらしい。

　俺は原さんのところを飛び出したものの、当然行けるようなアテもなく、事務所に潜もぐり込んで来客用のソファを拝借していたのだ。

「こんなところで寝るくらいなら、連絡してこいよ。携けい帯たいの番号、知ってるだろう？」

　風邪かぜを引いたらどうするんだ、とメッと三宅さんが睨にらむ。

「……すみま…」

「すみません、はもういいよ。まあ、話しあいどころじゃなかったんだろ？　あのお袋ふくろさんが乗り込んできたんじゃあ…」

「え？」

　彼は辟へき易えきしたように、顔を歪ゆがめている。

「おっとりしているようで、押しつけがましいんだよな。俺、ちょっと苦手なんだよ。原のお袋」

　確かに、そんな感じだったかもな、と思い浮うかべる。

「お前にフラレて相当ダメージ受けてたとこに、見合い攻こう撃げきだろう。自じ暴ぼう自じ棄きになって、了りよう承しようしたみたいだぞ、原のヤツ」

「えっ？」

　寝ね呆ぼけた頭が、一発で覚かく醒せいした気がした。

「お見合い？　だって、原さんは…」

　それが嫌いやで、偽ぎ装そう結けつ婚こんまでしようとしたんじゃなかったのか。

「だから、失しつ恋れんしてどうでもよくなっちゃったんじゃないの？　義人のいない人生なんて、もうどうでもいいやって」

「俺は、そんなつもりは…！」

「なら、どうして出てきちゃったんだよ？」

　即そく座ざに聞き返されて、唇くちびるを引き結ぶ。

「義人は──……原のこと、どう思ってる？　好きか、嫌きらいかでいうと…」

「好きです、もちろん」

　それはよかった、と三宅さんは笑った。

「さて、と。……じゃあ、なにが障害になってるんだろう？」

「障害？」

「義人を躊躇ためらわせているもの。……まず、男同士ってことだろう？　それから、年ねん齢れい差？　えーと、俺と同い年だから原は二十七で、義人が十八？　九歳差か。今は大きい気がするけど、七十五歳と八十四歳くらいになっちゃうと、それほど気にならなくなってくるよ」

　突とつ飛ぴなたとえに、つい笑ってしまう。

「あとは、あいつが大手企き業ぎようの取とり締しまり役やくだってことと……義人はしがないアルバイトってことか？」

　三宅さんの言葉は遠えん慮りよがないけれど、悪意もないので「その通りです」と素す直なおに受け取れる。

「それから？　義人は、なにが気になる？」

「……上手うまく言えないけど…」

「いいよ、上手く言わなくて。率直にどうぞ」

「俺──原さんに好きだって言われた時、嬉うれしかった」

　それは本当だ。男同士でも、年齢差があっても、立場が違ちがっても──そんなもの、なにも気にならなかった。どうでもよかった。ただ、原さんが俺を好いていてくれる。それだけで、世界中で一番幸せだと思った。

「だけど……俺の知らないところで、いろいろ画策されて……俺が原さんのところに行かなきゃならないような状じよう況きようを作ったんだって知って……」

「陰いん険けんで嫌になった？」

　──少し違う。

　なんて説明すればいいのか、自分のボキャブラリィの貧困さが情けない。

「……原さんは、そういうことができる人なんだってことが……少し……嫌だった、のかな」

「うん？」

「社長は、原さんが金で買える幸せはみんな持ってるって言ったでしょう？」

　ああ、と三宅さんは頷うなずく。

「俺のことも、金で買おうとしてるのかなって」

「あいつは、それ以外方法を知らないから」

　あっさりと認められて、戸と惑まどってしまった。

「可哀かわい相そうだろう？　だから、あいつには義人が必要なんだ」

「俺が？」

「そう、義人が。義人に会ってから、原は変わったよ。来る者拒こばまず去る者追わずを絵に描かいたようなヤツだったのに、義人欲しさに裏工作までして」

　そう言って、三宅さんは気楽そうに笑う。

「……社長、笑ってる場合じゃ…」

「や、すまん。だが、あいつにはそれくらい必死になることが必要だったんだ。あとは、義人だな」

「俺……ですか…？」

　義人はどうしたい？　と彼は改めて聞いた。

「お前がもう原みたいな卑ひ怯きような男とは関かかわりたくない、というのなら、このまま離はなれていけばいい。あいつは人生を投げて、親の言いなりに結けつ婚こんして家庭を持って、行く行くは原コーポレーションの社長になるだろう。好むと好まざるとに拘かかわらず、だ」

　それは、多くの人が望んでも得られないものなのかもしれない。生まれながらにして、待っている社長の椅い子す。原さんの両親が気に入ったどこかのお嬢じよう様さまと見合い結婚して、子供が生まれたら名門校に入れて、誰もが羨うらやむ幸せな人生だ。

　だけど──それは、原さんが望んだものか？

　原さんは、なにが欲しい？

　──義人が欲しい、と彼は言ってくれたのに。

　なぜ俺は逃にげ出してしまったのか。

「……俺、もう一度原さんに会ってきます」

　三宅さんは、ニヤリと笑った。

「どうぞどうぞ、一度と言わず、二度でも三度でも。なんなら毎日会ってやってくれ」

　けどな、と彼は言葉を継ついだ。

「急がないと、あいつ、今日見合いだぞ？」

「えっ!?」

　仰ぎよう天てんして、立ち上がる。

「今日って──……だって、昨日の晩ですよ、原さんのお母さんが来たのは…」

「だから、あんまり早く言ったら逃げられるだろう？　全部セッティングして、もうキャンセルできないってとこで話を持ってきたんだよ。見合いといっても略式で、まあ顔合わせみたいなものだな。今日の昼、Ｔホテルでランチだそうだ」

　どうしよう。それでは、間に合わない。

　原さんは俺の気持ちを知らないまま、フラレたと思い込んで自暴自棄になって──結婚前提のつきあいを承しよう諾だくしてしまうかもしれない。もしそうなったら、彼の母親は意い気き揚よう々ようとして、気持ちが変わらないうちにとどんどんお膳ぜん立だてしていってしまうかもしれないのだ。

「ところで、Ｔホテルといえば、紅こう梅ばいの間が有名なんだ。よく芸能人もそこで披ひ露ろう宴えんをやっているだろう。知ってるか？」

　聞いたことがあるような気もするけれど、よくわからない。

「知らないのか！　駄だ目めだなあ。ウチでバイトをするからには、そういう有名な披露宴会場もちゃんと頭に入れておかないと。……見学に行くか？」

「え……」

「もし義人が見てみたいというなら、連れていってやろう」

　どうする？　と三宅さんは俺を覗のぞき込む。

「……見て、みたいです」

「よし。じゃあ、ホワイトボードに行き先を書いておいてくれ。俺の分も。……そうだな、十一時になったら出るか」

　通常の仕事の指示をするように、彼は言った。

「ありがとうございます…！」

　深々と頭を下げる。

「俺って、いい上司だろう」

　三宅さんは、フフンと笑った。

「最高です」

「なら、この前お前を騙だまして花はな嫁よめの身代わりをさせたことは、チャラにしてくれ」

　はい、と俺は頷いた。

　そんなのは、お易い御ご用ようだ。







「あら、鳴海くん、出かけるの？」

　支度をしていると、美沙さんがボードを見ながら声をかけてくる。

「あ、社長のお供ね。いいじゃない～。ちょうど昼時だし、ランチくらい奢おごってもらいなさい。Ｔホテルなら、灘なだ奄えんのランチ懐かい石せきがいいわよー」

　行ってらっしゃい、と軽く見送られて、事務所を出た。

　社長の車に乗って、一路Ｔホテルまで。途と中ちゆう、少し渋じゆう滞たいに巻き込まれて、着いたのは十二時十分前だった。

「ちょっと遅おそくなったな。原はともかく、相手はもう到とう着ちやくしているだろう」

　携けい帯たいで時間をチェックして、社長はイラついたように言う。

　俺はというと──Ｔホテルの豪ごう華かさに圧あつ倒とうされたのと、一応言われるままにスーツに着き替がえてはきたものの場ば違ちがいなんじゃないかとハラハラしてしまうのと、これから原さんのお見合いに乗り込むのだと思うのとで、心臓がバクバクして口から飛び出しそうだ。

「なに緊きん張ちようしてるんだよ。気楽にしてろ、大だい丈じよう夫ぶだから」

　と、三宅さんは言うけれど。

「さすがに相手の顔はわからないからなあ。……原のお袋ふくろさんが見つかるといいんだが」

「どこで会うことになっているんですか？」

　Ｔホテル内に、飲食店は何軒けんもある。美沙さんが言っていた灘奄もその一つだ。

「それも聞いてないな。Ｔホテルで食事としか」

　──駄目じゃん！　と胸の内で呟つぶやく。

　この広いＴホテルで、顔もわからない見合い相手を探し出すなんて、至難の業わざだ。

「電話して、聞いてみるか」

「はあ？　誰に？」

「原」

　けろりと言って、三宅さんは携帯を取り出す。そうして番号を押してから、顔を顰しかめた。

「駄目だ、あいつ携帯切ってる」

　彼はチッと舌打ちした。

「しょうがないな、ロビーで原を待ち伏ぶせるぞ」

　もしかしたらとっくに到着して、お見合いが始まっているかもしれないのに、三宅さんはそんなことを言ってロビーの柱の陰かげにあるソファに腰こしを下ろした。ここなら、正面玄げん関かんから入ってくる人間をチェックできる。だが──。

「出入り口って、ここだけじゃないんですよね？」

「んー……そうだなあ。車で来ると、地下の駐ちゆう車しや場から直接上がるか……。あとは、三か所くらいか……」

　ホントに、駄目だ。こんなんじゃ、お見合い前に原さんに会える可能性はゼロに等しい。

「呼び出すか」

　ボソリと、三宅さんが呟く。

「呼び出そう、原をここに」

　どうやって？　と聞く前に、三宅さんは携帯を取り出し電話をかけ始めた。

「すみませんが、原慶一を呼び出してもらえますか？　そちらのホテルに伺うかがっているはずなんです──はい、原コーポレーションの沢田と申します」

　え？　と首を傾かしげた俺に、彼はウィンクしてみせる。

「……今呼び出してくれるってさ。すぐにロビーに…」

　言いかけた彼の言葉に、館内アナウンスが被かぶった。

『お呼び出しを申し上げます。原慶一さま、原慶一さま、お電話が入っておりますのでお近くの従業員にお申しつけくださいませ』

「あれっ」

　アナウンスを聞いて、三宅さんはガクリと肩かたを落とす。

「……参ったなあ。館内のどこでも電話が受けられるのか」

　便利になっちゃって、と彼はぼやいた。

「まあ、いっか。それならそれで…──あ」

　電話に、原さんが出たらしい。携帯を耳にあてて、三宅さんは話し始める。

「俺、俺。悪い、沢田ちゃんの名前使っちゃって。正直に名乗ったら、無視されちゃうかと思ってさァ。…っと、切るなよ！　あのな、今、ロビーに来てるんだよ、俺と義人。そう、義人」

　言ってしまっていいのか？　そんなこと言ったら、それこそ無視されちゃいそうな気がするんだけど。

「早く、来てくれよ。義人、実家に帰るって言ってるんだ」

　なんだって!?　と目を剝むくと、三宅さんは〝静かに〟というように、唇くちびるの前に人差し指を立てた。

「ああ、もう住む家もないし、親しん戚せきのおじさん家に電話したら『帰ってこい』って言われたらしいんだ。……お前、いいのか？　このまま別れて、好きでもない女と結けつ婚こんするつもりかよ。許してほしいんなら、もっと誠心誠意謝れって。──とにかく、すぐにロビーに来い」

　言うだけ言って、彼は電話を切ってしまう。

「し、社長っ」

　もういいだろうと思い、声を上げる。

「なんでそんな噓うそつくんですか！」

「んー？」

「俺が実家に帰るとか！　そんなこと…」

　いいじゃないか、と三宅さんは悪びれもせずヘラヘラ笑っている。

「ああ言えば、原のことだから、見合いなんか蹴けっ飛ばしてソッコーでやってくる──……ほら」

　顎あごをしゃくって示した先に、息急せき切って走ってくる原さんの姿があった。

　──すらりと長身で、遠目からでもわかる整った顔立ち。髪かみを乱して走っている姿も、まるで映画のロケみたいに格好イイ。

　なにも知らない周囲の人たちも、なにごとかと振ふり返ったあと、ずっと原さんを目で追っている。

　みんな、一いつ瞬しゆんで目を奪うばわれているのだ。

「どういうことなんだ！」

　ヒラヒラと手を振った三宅さんを確かく認にんするなり、一目散に駆かけてきた原さんは、開口一番そう言って俺に詰つめ寄った。　>>>♥

「急におじさんの家に帰るだなんて──そこには、君の居場所はなかったんじゃないのか！」

　摑つかみかからんばかりの勢いに、返す言葉を失ってしまう。

「それほど俺のそばにいるのは嫌いやなのか？　どうしても許せないのか？　ウエディングプランナーを目指しているんじゃなかったのか…！　なぜ、三宅のところまで辞やめる必要がある？」

　たたみかけられ、俺は言葉の合間に「いや」とか「あの」を挟はさむのがやっとだ。

「だったら、ほかに住むところを探すから、そこで暮らせばいいだろう。俺は──……もう二度と君の前には姿を見せないから」

「えっ」

　ぎゅっと胸が苦しくなった。

　──そこまで言わなくても、と思う。

「……どうして、泣くんだ」

　言葉の代わりに、涙なみだが溢あふれてしまったらしい。途と方ほうに暮れたように、原さんもまた唇を震ふるわせる。

「泣きたいのは、こっちのほうだ」

「バカタレ」

　後ろから、三宅さんがパシッと原さんの後頭部を叩たたく。

「義人がどうして泣いているのかもわからないようじゃ、まだまだ原には任せられないな」

　ハア、とため息を落として、彼は俺の手にカードキーを握にぎらせた。

「ま、二人でよく話しあうんだな、今度こそちゃんと」

　わかったか、と三宅さんは原さんに向かって言う。原さんが頷うなずき、俺たちはカードキーに記された部屋に向かった。

　三宅さんは、ついてこなかった。

　本音を言えば、二人だけで話すのはちょっと怖こわい。三宅さんがいてくれたほうが心強いのだけれど──甘えてちゃ駄だ目めなんだよな、と自分に言い聞かせる。

　だって、二人のことだ。

　──俺と、原さんの。







　部屋は、ごく普ふ通つうのツインルームだった。

　シングルベッドが二つと、小さなテーブルに椅い子すが二つ。テレビとドレッサーと、ミニバーがある。

　大きめの窓からは、向かいのビルに反射した光が入ってくる。

「……なにか飲みますか？」

　冷蔵庫を開けたが、たいしたものはない。ビールとオレンジジュース、ミネラルウォーターとウーロン茶が入っているだけだ。

「いや、いいよ」

　喉のどは渇かわいていないと、言いながら彼はベッドに腰を下ろす。

　そういえば、お見合いの最中だったんじゃないだろうか。

「あの──大だい丈じよう夫ぶですか？　お食事中だったんじゃ…」

「ああ」

　肯こう定ていとも否定ともとれる、曖あい昧まいな「ああ」だった。

　彼の母親はなにも言わなかったのかとか、なんと言って出てきたのかとか──見合い相手はどんな女性だったのかとか……聞きたいけれど、とても聞けそうな雰ふん囲い気きじゃない。

　彼からは、ピリピリと張り詰めたようなオーラを感じる。

「……噓ですから」

　とりあえず、それだけを口にした。

　黙だまって彼は俺を見る。

「社長が言ったこと……俺が、仕事辞めて田舎いなかに帰るっていうの、全部噓です。俺、そんなこと考えていません」

「……そう、なのか」

　ポカンと一瞬口を開けてから、彼は気が抜ぬけたように呟つぶやいた。

「は、またあいつに担がれたってことか」

「そうでも言わないと、原さんは来てくれないだろうって。……大事なお見合いの最中だから」

　──あ、ちょっと嫌いやみな言い方になったかもしれない。

「母の知人と食事をしていただけだ。見合いだなんて、思っていない」

　案の定、原さんはムッとしたような口調になる。

「……すみません」

　余計なことを言ってしまったと反省して、項うな垂だれる。

「第一、世間的にはまだ俺は妻帯者だ」

「……そうなんですか？　じゃあ、原さんのお母さんは…」

「籍せきを入れる前にいざこざがあって別れたとかなんとか、適当な説明をしたようだ。だが、俺の花はな嫁よめになるには条件があるからな。いくら母が気に入った娘こを連れてきても、結婚なんかしない」

　──条件ってなんだろう。

　容姿、家いえ柄がら、性格──？　彼がこう言うからには、かなり難しい条件に違ちがいない。

「どんな条件なんだって、聞かないのか？」

　顔を上げると、彼はじっと俺を見つめている。視線が絡からみあって、逸そらせなくなった。

「……どんな、条…」

「俺が愛していること、だ」

　聞き返そうとした俺の言葉を遮さえぎるように、彼は言った。

「俺が愛しているのは、君だけだ。だから、ほかの誰とも結婚なんかしない」

「最初から──そう言ってくれるだけでよかったんだ」

　ふらりと、足を踏ふみ出した。そのまま、まっすぐ彼の前に──。

「そりゃ、最初は驚おどろいて……考えられなかったかもしれない。もしかしたら、気持ち悪いって逃にげたかもしれない。……ううん、気持ち悪いなんて思わなかった。だって、俺も最初から原さんに惹ひかれてた。だから……っ」

　原さんが立ち上がった。

　伸のばされた腕うでに、搦からめ捕とられるように抱だきしめられる。

「……原さ…ん……！」

「義人」

　狂くるおしく抱かれて、唇くちびるが塞ふさがれる。奪うような、口くち接づけだ。

「すまなかった」

　唇が僅わずかに離はなれ、キスの合間に彼は謝ってくれる。

「卑ひ怯きようだった。俺は…」

「もう、いいんです。俺、原さんのそばにいたい」

　彼が画策したことも、それが許せなかったことも──すべて、消し飛んでしまった。

　この人が、今俺を抱きしめてくれている。

　俺にキスして、好きだと囁ささやいてくれる。

　これ以上、なにを望むことがあるだろう。なにを躊躇ためらうことがあるだろう。

　好きな人に、好きだと言ってもらえる、伸ばした手をしっかりと握りしめてもらえる、どんなに大金を積んだって手に入らない幸せだ。

　そう、モノクロだった世界が総天然色になってキラキラ輝かがやくほどの、幸せなんだ。







　昼間だというのに、どうしても我が慢まんできなくて、俺と原さんはベッドに縺もつれ込んだ。

「……明るくて、恥はずかしい」

「どうして？　ここにいるのは、義人と俺だけだ」

　確かにそうなんだけど、恥ずかしいものは恥ずかしい。それなのに、彼を欲しいと思う気持ちが抑え切れないのだ。

　身体からだのあちこちを、彼の手が弄いじる。

　触ふれられたところが、順に熱を持ち始める。その後に続くように、唇が辿たどる。甘い疼うずきが込み上げて、溶とけてしまいそうだと思う。

「……原さ──……原さん…っ」

　伸ばした手を、彼が摑つかんでその背中に回させてくれる。しっかりと抱きついて、逞たくましい肩かたに歯を立てた。

　下腹部が擦れるたびに、お互たがいのものが熱く張り詰つめていくのがわかる。

　俺は思いきって、身を屈かがめた。

「義……！」

　口を開け、彼を舌で迎むかえ入れる。口の中で、彼はますます硬こう度どとその質量を増していくのがわかった。

　俺なんかの拙つたない舌使いで、彼が感じてくれるのが嬉うれしい。

　ちら、と上うわ目め遣づかいに彼を見ると、目を閉じて、眉み間けんにうっすらと皺しわが寄せられていた。苦しそうな、ちょっと色っぽい顔だ。

　彼のそんな表情を見ているだけで、俺の身体の芯しんが震ふるえて熱くなる。

「原さん、……挿いれて、原さんの──俺、欲しいんだ」

　彼が躊躇っているのがわかる。ここには、身体を慣らすものがないのだ。

「痛くても、いい」

「それは駄目だ。義人に痛い思いをさせたくない」

　キッパリと言い切って、彼はいったん俺から離れる。

　放り出されてしまった心こころ許もと無さに、バスルームへと姿を消した彼のあとを追いかけたくなった。が、原さんはすぐに戻もどってきた。

　その手には、バスオイルが握にぎられている。

「なにもないよりいいと思って…」

　掌てのひらで温めたオイルを、彼が俺の前に垂らす。ぬるりとした感かん触しよくに包まれて、ぞくぞくっと身体が震ふるえた。

「あ……っ」

「気持ちいい？」

「……だ──め…っ」

　呆あつ気けなく達してしまいそうになるのを、ぎゅっと摑まれて阻はばまれる。焦じれったさに、俺は彼の手にしがみついた。

「原さん……」

「入れるよ、いい？」

　うん、と頷うなずいて、彼の指を導いた。オイルの滑ぬめりに助けられて、彼の指がスムーズに入ってくる。

「痛くない？」

　がくがくと頷いた。

「……く、ないっ。平気──平気だから、もう…」

「義人」

　硬く屹きつ立りつしたものが、背後にあてがわれるのを感じる。

「──……ん…っ」

　自分の中で一番柔やわらかな場所に、彼の一番硬い部分が潜もぐり込んでくる。呼吸が弾はずんで、胸が苦しい。

　苦しいのに、嬉うれしい。

「……原さん、──気持ち、いい？」

　今度は、俺が聞いた。

　ああ、と熱っぽいため息混じりに、彼は答える。

　原さんが、俺の身体で気持ちよくなってくれる。それも、幸せなことだ。この甘い時間を共有して、俺たちは深い場所で交じり合う。俺も知らないような、身体の奥底に彼がいる。内側から、俺を崩くずしていく。

　身体中の細さい胞ぼうが敏びん感かんになって、彼の息がかかるたびに鳥とり肌はだが立った。何度も押し寄せてくる快感の波に攫さらわれ、二人して絶頂を迎むかえる。　>>>♥

　愛いとしいと思う気持ちが、俺を押し上げる。そして、彼を──。







「……幸せのお手伝いをしたいと言っていただろう」

　まだ収まらない鼓こ動どうと身体の熱を彼に預けて、その胸で微睡まどろんでいると、彼はふいにそんなことを口にした。

「……はい…」

「君は、いいウエディングプランナーになるだろうな」

　どうして？　と聞き返す。

「俺をこんなに幸せにしてくれたから」

　悪戯いたずらっぽい目つきで笑って、原さんはそんなことを言う。

　でも──それは、きっと彼だけだと思う。それに。

「……じゃあ、原さんだってウエディングプランナーになれるよ？」

「君も幸せになれた？」

　そう、と頷く。

「幸せな……花はな嫁よめになれた」

　三宅さんが聞いたらきっと怒おこるね、と言いながら俺たちは顔を見あわせて笑って──それから、もう一度キスをした。







　あとがき







　こんにちは。もしくは、はじめまして。ここまで読んで下さって、どうもありがとうございます。

　一年三か月ぶりのルビー文庫です。またまたご無ぶ沙さ汰たしてしまって、申し訳ありません。

　ホントはもうちょっと早くお目にかかれる予定だったのですが、家庭の事情で開店休業状態が続いておりました。多方面にご迷めい惑わくをおかけしてしまい、重ね重ね申し訳ありません。

　ルビーさんでは、昼メロテイストのお話を書こう、と思っていたのですが、今回は担当さまのリクエストで、花はな嫁よめもの再び！　です。

　とはいうものの、身代わり花嫁というとなかなかもう新たなネタが浮うかばず、結局……まあ、こんなベタベタな話になりました……。色っぽくなくて、すみません。

　今回もやはり担当さまから、エッチチェックが入りました（笑）。うーん、エッチシーン、難しいですね！

　や、もともと得意ではなかったんですが、ここしばらく生活が落ち着かないこともあり、さらにエロイ神様がどこかへ行ってしまった感じです。でも、読むのは好きだし（笑）、ＢＬがエッチシーンとは切っても切れない仲（笑）なのは百も承知なので、頑がん張ばらねば！　とは思ったのですが……もう、エッチシーン書く時間で、何本か話が書けるんじゃないかと思うくらい苦戦しました……。これって、ＢＬ作家としては致ち命めい的てきでしょうか。うう、なんとかモチベーションを上げなければ、と猛もう反はん省せい。

　エッチシーンだけバリバリ書いてくれるこびとさんが現れて、私が寝ねてる間に書いてくれないかしら……と思っていたら、ＢＬ業界とは縁えんのない方が「そんなこびとさんは嫌いやです」と仰おつしやいました（笑）。──そうだよね！　確かに、そんなエロこびとがいたら嫌だよね（笑）。




　九月に仕事場を引き揚あげ、自宅に戻もどりました。しばらくは段ボール箱の山に囲まれ、片付けに追われていましたが、ようやくちょっとずつ落ち着いてきました。とはいうものの、母を自宅介かい護ごしていることもあり、なかなか思うようにいかないこともあります。それでも、昨年の今ごろに比べたら、ずいぶんと穏おだやかな毎日です。

　お仕事のスケジュールは相変わらずガタガタで、もうどれが生きててどれが死んでるのかわかんないくらいでしたが（笑）、これも来年になればなんとかなるかなあと思っています。これからはさらにゆっくりペースになると思いますが、一つ一つ大切に、丁てい寧ねいに書いていければいいなあと思うのです。忘れたころにお目にかかることになるかもしれませんが、どうぞこれからも応おう援えんして頂ければ嬉うれしいです。

　近きん況きようやお仕事情報は、ホームページにちょこちょこ載のせていこうと考えていますので（最近またまた放置していてすみません）、ネット環かん境きようにある方は覗のぞいてみて下さいね。




　さて、そんなスケジュールガタガタ状態で、挿さし絵えの麻生海さまには本当にご迷惑をおかけしてしまいました。本当に申し訳ありませんでした。そして、ありがとうございました。

　担当さまもいつもすみません。お世話をおかけしました。




　つらかった二〇〇七年も、残り僅わずかです。イノシシ年は暴れ年というだけあって、ああ、ホントにいろいろあったなあ！（苦笑）

　この本が発売されるころは、暦こよみの上では春も間近ですね。きっと花粉も飛んでいるでしょうが（笑）、皆みなさまにとっても私にとっても、幸せな春でありますように。





二〇〇七年十二月　鹿住　槇　拝
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